















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　破は砕さい






　──鋼こう国こく鉄鋼機動大隊、多た脚きやく式蒸気戦車二〇両。

　──強化装そう甲こう兵二〇〇名。

　──強化砲ほう兵へい、歩兵二〇〇〇名以上。

　────量産型第五元素兵器『タラスク』、二両。

　西部戦線、王国軍第二防衛線に群がるように、鋼国の魔まの手ては進しん撃げきを開始した。

　これだけの戦力を鋼国が投入してきた場合、一点突とつ破ぱを狙ねらう侵しん攻こうであるため、防衛線に配備されている数多あまたの部隊は徹てつ底ていした防ぼう御ぎよを行い、多くの場合は【星】の増ぞう援えんを待つことになる。

　ナンバーズではないにしても第五元素兵器の出現となれば大事である。

　それも二両。配備済みの防衛戦力だけでは時間稼かせぎすらできない。

　鋼国軍は決して手を抜ぬかない。一度軍を進撃させれば、全戦力が討うち果てるまで進み続ける。慢まん心しんなどあろうはずがなかった。

　──戦せん闘とう開始から二〇分たらずのことだった。

　鋼国軍機動大隊の戦力は、わずか三分の一にまで減少していた。

「何が……起こった？」

　蒸気戦車のコックピットの中で、鋼国兵は目の前の惨さん状じように啞あ然ぜんとする。

　戦列は完かん璧ぺきだった。陣じん形けいに乱れはなかった。目標拠きよ点てんを奪うばうために練りに練られた作戦の下もと、彼らは進撃していたはずだった。

　こちらが崩くずされる可能性があるとすれば【星】とその直属大隊の奇き襲しゆうぐらいのものだ。

　向こうからしてみれば、完全に不意打ちだったはず。『タラスク』の過集束エーテル砲による奇襲は成功していたはず。

　だというのに、今鋼国兵が目の前にしている光景は、明らかに鋼国の惨ざん敗ぱいだった。

　煙けむりと霧きりで視界は悪かったが、近づくと残ざん骸がいが確かく認にんできた。

　紙のように千切れている。

　強化外骨格に包まれた歩兵も、蒸気戦車の強固な装甲も──第五元素兵器すらも、何もかもすっかり両断されていた。

　鋼国兵が徐じよ々じよにパニック状態になっていく。

　彼の仕事は右う翼よくに展開した戦車三両の指揮。左翼、中央の戦車隊からの連れん絡らくが途と絶だえ、合流を試み、中央に接近した途と端たん、この光景が広がっていた。

　あり得ない、あり得ない、あり得ない。

　たとえ【星】が出現したからといって、こんな短時間で全ぜん滅めつなんてこと、あり得うるはずがない。

　第五元素兵器が中央には二両いたはずだ。

「どこだ……どこへいった……？」

　兵士は戦車隊を散開させつつ、煙の中を探さぐる。

　センサーに反応が無い。熱源を追う。

　熱源は一つだった。

「!?」

　その時兵士が見たものは、まるで神話のような光景だった。

　巨きよ大だいな鋼鉄の塊かたまり、第五元素兵器。

　その巨体の上に剣けんを突つき立てる人ひと影かげがあった。

　霧と煙の中でぼんやりと光る、橙だいだい色いろの輝かがやきを纏まとった少女だ。

　剣はまるで鉄てつ塊かいそのもので、少女の身体からだよりも大きかった。

　震ふるえる手で操そう縦じゆう桿かんを握にぎる兵士は、噓うそだ、と何度も何度も嗚お咽えつのような声を漏らす。

　少女がコックピット部の装甲から剣を引き抜き、兵士の乗る蒸気戦車を見た。

　オレンジ色の髪かみが靡なびき、少女と目が合った。

　物を見るような目だった。

　美しかった。けれどそれ以上に恐おそろしかった。

「敵機、捕ほ捉そく。殲せん滅めつ、開始……です」

　ふらりと一度身体を揺ゆらしながら、少女は剣を振ふり上げる。その動きは構えも何もあったものではなく、まるで棒きれでも振り上げるかのように乱雑で力無い。

「星屑魔法スターダスト──《星割りガンマ》」

　だが、その細ほそ腕うでから放たれる一撃は──大地を割った。

　斬ざん撃げきと呼ぶには憚はばかられるほどの度し難がたい破は壊かいは、縦一直線にどこまでも延のびていった。

　兵士の右みぎ隣どなりを走行していた戦車が紙切れのように千切られ、強化歩兵達も一いつ瞬しゆんでただの肉の破は片へんに変えられた。息が止まる。身体や足の震えすらも止まって、見開かれた目がただただもたらされた破滅を捉とらえていた。唇くちびるから漏もれたのはただ一言だった。

　逃にげろ。

　この戦場から離り脱だつしなければ。我らには、あの脅きよう威いを打だ倒とうできるだけの戦力などあるわけがない。あの【星】は【星】の中でも別格だ。

　操縦桿を思い切り引き、ペダルを必死に踏ふみしめる。半ば洗脳染じみた精神強化が施ほどこされている鋼国兵であろうと、あの【星】からもたらされる圧あつ倒とう的な力には耐たえられなかった。

　化け物だ。逃げろ。逃げろ！　逃げ──！

「動いてはダメ。自分のも、他人のも──」

　後退する戦車の中で、兵士は彼女が自分を見たのを感じた。

　膝ひざを曲げて、身体を深く沈しずめたかと思えば、一瞬にしてメインカメラに少女の顔がアップで映し出される。

「──痛いのは、嫌いや」

　兵士の意識が途切れる。

　彼が最後に見たのは、鬼おにのような強さの少女の、悲しそうな素す顔がおだった。




　敵を殲滅した少女は、誰だれもいなくなった荒こう野やで一人佇たたずむ。

　戦場から立ち上る煙のせいか、空は雲で真っ黒だった。

　荒野には一面の灰と、彼女が割り砕くだいた地面がどこまでも広がっている。

　その何も無い光景を眼まなこに映しながら、少女は両手で顔を覆おおって膝をついた。

「う……ひっ……うぅ……」

　涙なみだは止めどなく溢あふれ、朝日に白み始めた空からの光を反射して、キラキラと地面に落ちていく。

　この惨状をもたらしたのが自分だという事実に打ちひしがれる。剣は血とオイルに塗まみれ、身体は煤すすと泥どろと血に穢けがれていて、まるで死を纏まとっているようだ。

　少女は涙する。

　ここにいない味方を呪のろうでもなく、敵を呪うでもなく、ただただ己を呪いながら。

「助け……て……っ」

　一人も味方はなく、敵は屠ほふり尽つくした。

　故ゆえに、彼女の泣き声を聞いている者は誰もいない。

「……メディック……っ」

　ただ、一人を除いて。








第一章　西部戦線






「戦場は相変わらずカツカツだってのに……上はどういう判断で夜逃げ部隊になんかリリス様を入隊させたんだろうな」

「クソ衛生兵の下に【星】様がついてるってことだよな？　軍人はどう足あ搔がいたって地位が【星】より上になることなんかないのに、クソ嘆なげかわしいんだが？」

「アレが隊長で、リリス様が部下……こんなことがあっていいのか……」

「夜道を歩くなら気をつけろよ……後ろから刺さされても文句はいえねぇぞ」

　リリス入隊から一ヶ月、軍部の廊ろう下かを歩くメディックは、すれ違ちがう度たびに聞こえてくる陰かげ口ぐちに、何な故ぜか爽さわやかな顔で笑っていた。

　しかし目元にはくっきりと隈くまが刻まれており、心労は目に見えて明らかだった。

　現在、星ほし守もり部隊は武器科から備品を受け取って宿舎へと戻もどる途中の廊下にいた。

　装備の部品が入った箱を持ちながらニコニコしているメディックに、右隣を歩くラビィは薄うす気き味み悪わるそうな目を向けていた。

「メディックさ、なんでこの状じよう況きようで笑ってられるわけ？」

「ま、こんなの今に始まったことじゃないからネ。どってことないわけヨ」

　少しカタコトなしゃべりかたでぎこちなく言うと、左隣のフローラが肩かたを竦すくめた。

「陰口ならそうだけれど、最近は脅きよう迫はく状まがいのものまで送られてくる始末よ。そのうち宿舎に爆ばく弾だんでも仕し掛かけられるんじゃないかしら……」

「さすがにそこまでされることはないんじゃないカナ」

「そうかしら……黙だまっていたのだけれど、この前窓に銃じゆう弾だん撃うち込まれたのよね」

　胃がきゅーっと痛くなるのを感じて、メディックはうずくまった。

「……………ば、ばば、爆弾処理できるのって誰かな!?　アーサリーかな!?」

　狼ろう狽ばいするメディックに、後ろを歩いていたレイディが頰ほおに手を当てて微笑ほほえむ。

「何言ってるんですの、メディックが爆弾を右手で覆ってしまえばいいだけの話じゃないですか～」

「普ふ通つうに痛いんですが!?　つーかそこまですんのか王国軍兵士達よ！」

　頭を抱かかえて廊下で喚わめくメディック。

【星】であるリリスが入隊したこの一ヶ月間、はっきり言って心安まる時が無かったのである。【星】と呼ばれる超ちよう人じんは、一いつ般ぱんの兵士とは違い、非常に特とく殊しゆな立場にある。

　たとえ将クラスの階級を持つ軍人であろうとも、【星】に命令を下すことはできない。軍人ではあるが恐れ多い別べつ枠わくとして扱あつかわれているのだ。

　そんな【星】が特殊部隊とはいえ、一いつ介かいの魔ま法ほう士分隊に過ぎない星守部隊に入隊し、メディックとかいう五等魔法士の下に付くなど前ぜん代だい未み聞もんだった。

　本当に前代未聞なのである。

　それは当の本人、蒼そう天てんノ星であるところのリリスもまた承知の上で入隊を志願したのだが……。

　一番後ろをトボトボ歩きながら肩を震わせていたリリスが、ふくれっ面つらを勢いよく上げて踵きびすを返した。

「……私っ、抗こう議ぎしてきますっ！　私が責められるならまだしも、どうして星守の皆みなさんに批難が行くのかわかりません……！」

　その途端、星守の隊員達がズザザッと彼女の傍そばに寄り、フローラは右肩、レイディは左肩、ラビィは腰こしに縋すがり付いた。

「ダメっ、とりあえず落ち着くのよリリスちゃん！」

「ラビィさん、離はなしてくださいぃ～！」

「まるで猪いのししですわね。ここであなたが暴走しますと、メディックの胃がもちませんわ」

「どうして私の行動とメディックさんの胃い袋ぶくろに因果関係があるんですか!?」

　レイディに言われて、リリスは本当にわからないという顔で視線を向ける。

　するとフローラがため息を吐ついた。

「あなたが行っても火に油を注ぐだけ。というか、この状況はあなたが入隊したせいだってこと、いい加減自覚しなさい」

「うっ……そ、それは」

「他の兵達も、私達も悪くない。悪いのは、【星】でありながら私達の部隊に入隊してきたあなたでしょう」

　棘とげのある言い方をされて、リリスはショックを受けて下唇を嚙かむ。ラビィもレイディも「それを言っちゃうか……」みたいな顔をしていた。

　そこで、メディックが突とつ然ぜんリリスの首に腕を回しヘッドロックをキメた。

「う、うぐ……な、なにを……！」

「自分で決めたんだろ、このぐらいの向かい風でへこたれるんじゃねーぞー。俺も激しい胃痛と闘たたかってるんだから、お前もがんばれ」

　ギリギリ苦しくない程度に締しめ付けてやりながら、開いた右手でリリスの頭をくしゃくしゃと撫なでてやる。

「いまさら抜ぬけるったってダメだぜ。お前はもううちのメンバーだ。【星】であるというメリットを生かして、馬車馬のようにバリバリと働いてもらう」

[image: ]

　不安そうに見上げてくるリリスに、メディックはニヤッと意地悪そうに笑ってみせた。

　リリスはちょっとだけ照れくさそうに頰を染めて、あらぶっていた気を落ち着かせた。

　この……人の心がわかっていないようでいて、しっかりとフォローしてくるあたりはちゃんと隊長をやっているのだな、とリリスは思った。

「ま、世せ間けん体ていがどうのってのはあるが、正直良い気分ではあるんだぜ？」

「良い気分、ですか？」

「ああ、だって【星】がこの俺の部下なんだぜ!?　【星】がこの俺の下に付いている！」

「…………」

「うわはは！　やっかみや陰いん険けんな嫌がらせは増えたが、これで俺達に直接喧けん嘩かを売ってくるような連中はいなくなったのだ！　ひれ伏ふすがいい駄兵共！　俺は貴様らが崇すう拝はいして止やまない【星】様の上司なのだ～！」

　調子に乗って高笑いを始めたメディックの腕をふりほどき、リリスが星守のメンバーにむすっとした顔を向ける。

「この人、いつもこんな感じなのですか？」

「うん！　基本的に小者でくそったれだよ！」

「ええ、騙だまされてはいけませんわ。戦場の彼は上っ面でこっちが本ほん性しようですの」

　酷ひどい言われようだったが、メディックは構わず笑いながら再び部品の箱を持ちながら歩き始めた。

　その後ろ姿を眺ながめながらリリス達も後に続く。

　どこか憎にくめない彼に、リリスは振ふり回されっぱなしだった。

（……尊敬はできるけど、どうして時々意地悪なんでしょう）

　リリスが星守部隊に入ろうと決めた理由は、メディックの存在が大きかった。

　己を犠ぎ牲せいにするのではなく、守り続けるために、生きるために戦う彼の強さを、自分も手に入れたいと思ったのである。

　言うなれば憧あこがれだった。

　普ふ段だんのメディックは憧れとはほど遠い人間で、基本的にはだらしない。しかし粗そ野やでデリカシーもないくせに、時々妙みように察しがいい。こっちを落ち着かせてくれたかと思えば、気まぐれに激しく動どう揺ようさせてくる。

　つかみ所が無いというのが素直な印象だった。

　他の隊員もそうなのだろうかと、リリスは考えることがある。

　一番付き合いが長いのはフローラだ。

　その横顔を見る。端たん整せいな顔立ちで、無表情なのも相まって人形のようだ。

　リリスはフローラのことが嫌きらいというわけではないが、少し苦手だった。はっきりと物を言う感じはメディックも同じだが、彼女には棘がある。というか棘しかない。

（彼を一番よく知っている人……なんだよね）

　メディックとの関係が幼おさな馴な染じみというのは聞いていた。しかしそれだけではなく、通じ合っている部分が他とは違うように思えてならなかった。メディックがフローラを見る時の目は、他と違って独特だ。時々悲しみや寂さびしさのようなものが、彼のフローラを見る瞳ひとみから感じ取れる時があった。

（幼馴染ってだけじゃ、ああいう目はしない……よね）

　少しだけ胸が痛んだのをリリスは感じた。

　リリスがじっと見つめてしまった時、フローラは前を向いたまま口を開いた。

「何かしら。言いたいことがあるなら言いなさい」

　驚おどろいて肩を震ふるわせるリリス。

　眼球だけ動かして、フローラがリリスを見る。

「私とメディックの関係はただの幼馴染よ。それ以上でも以下でもないわ。正直、男として意識したことなんて一度もないから、安心なさい」

「!?　私、まだ何も聞いてませんよ!?」

「あなたのあいつに向ける目を見れば、女なら誰だれだって察しがつくでしょう」

「そういう目で見ていたつもりはありませんが!?」

　必死に否定しようとしたが、フローラには「はいはい」と受け流されてしまう。

「わ、私は、ただ、メディックさんのことを知りたいだけです。フローラさんとメディックさんの関係がどうとかは……別に気にしてませんから」

　両手の指先をつんつんさせながら下を向くリリスを見て、フローラは目を細めた。

「メディックのことを知りたいなら、私に聞くのはお門かど違ちがい。私があいつのことで知っているのは幼少の頃ころだけだし……あいつがあんな風になったのは、兵士になってからよ」

「あんな風、とは？」

「【星】を守るだとか、守るには生き続けなくちゃだとか……そういうこと言うようになってしまったところよ」

「そ、そうですっ。私は、彼のそういうところに憧れて星守に──」

「やめておきなさい。死ぬだけよ。生き続けるという気持ちでどうにかなるほど、戦場は甘くないわ」

　棘というより、ナイフで切り裂さくような鋭するどさがその言葉にはあった。

　フローラは遠くを見るようにメディックの背中を見つめながら歩いていた。

「言葉でどう取り繕つくろったって、あいつがやっていることはただの自己犠牲よ。【星】を守るなんて分不相応な行いを続けていくことなんて到とう底ていできっこない。そんな呪のろいのようなことを真ま似ねするだなんて酔すい狂きようにもほどがある」

「……呪い……？」

「あの右みぎ腕うでを、私はグリューエルがメディックに残した呪いだと思っているわ」

　グリューエルの名を聞いて、リリスはメディックから聞いた過去の話を思い出す。

　かつて直属大隊に所属していたメディックは、彼女を守ろうと戦い、そして守り切れずに右腕を失った。

　メディックがあの右腕を手に入れて、星守になったのはその直後だ。

　海かい淵えんノ星『グリューエル』。

　メディックにとって、決して忘れられない存在……。

「メディックはああ言っていたけれど、私はあなたが星守になったことに賛成はできない」

「……っ」

「あなたが入隊したことで戦力が上がったとも見れるけれど、メディックにとっては守る対象が一人増えただけ。そこだけは自覚してほしいわね」

　その言葉に、リリスは足を止めた。

　フローラが振り返ってリリスを冷たく睨にらみつける。

「フローラさんは、どうして星守に……？」

「誰も守ってやれないあいつのことを守るため」

　何な故ぜそこまで？　とリリスが視線で問いかける。

　フローラはわずかに間を置いて、はっきりと答える。

「大切だから、それだけよ」

「…………」

「私はあなた達とは違う」

　瞼まぶたの間に見える彼女の瞳には、どこか諦あきらめのようなものが宿っているようにリリスには感じられた。フローラが踵を返し、本部のドアを開けて外に出たメディックを追う。

　リリスも彼女に続いて本部の外へ出た。

　太陽の光が差し込み、目がくらみそうになる。

　本部前の広場に立っているメディックの姿が見えて、フローラ達は彼のそばに歩み寄る。

　メディックは両手に抱かかえていた部品箱を地面に落としていた。

　散らばった部品を拾いもせずに空を見上げている。

　彼の様子が尋じん常じようではないといち早く気づいたのは、フローラだった。

「……聞こえたのね？」

　フローラが声をかけても、メディックは空を見上げたままだった。

「アルハ」

　ただ一言、彼に助けを求めた【星】の名を口にして──







　一時間後。衛生局のオフィスにて、星属軍医部長オッカム・ハルベムは、集まった星守部隊を前にして、神しん妙みような顔つきで次のように述べた。

「破は砕さいノ星『アルハザード』の救出の必要は無し──というのが上の判断だ」

　その通達を聞いて、星守部隊の中で動揺しているのはリリスだけだった。

「ぐ、軍部はメディックさんの能力についてご存じのはずですよね？」

「ああ。しかし、彼の能力に疑問を抱いだいている者は多い。【星】が助けを求める声を聞いたからといって、それが本当に危機的状じよう況きようにあるとは限らん、とな」

「そんなっ……助けを求める声に噓うそなんかあるわけないじゃないですかっ」

「もちろん、アルハザードの現状確かく認にんは行われた。その結果、救出に向かう必要はないと判断されただけのことだ」

　納なつ得とくができないという顔で下した唇くちびるを嚙かむリリスにため息を吐つき、オッカムは引き出しから葉巻を取り出す。

　椅い子すにどっしりと深く腰こしを沈しずめて、不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしながら葉巻に火をつける。

「事実、アルハザードは無事だ。西部戦線は激戦区ではあるが、破砕ノ大隊が守りを固める防衛線は今も維い持じされている。それどころかこの三ヶ月間、大隊の人員に一人も戦せん闘とうによる犠ぎ牲せい者しやが出ていない」

　アルハザードが配属されている西部戦線は、リリスのいた北部戦線同様に激戦区だ。大陸西部は荒あれ果はてた乾かわいた大地が広がっており、山脈の切れ間に位置している。

　そのため蒸気戦車や第五元素兵器といった機動兵器の侵しん攻こうが容易な場所だった。

　オッカムの話を聞いて、レイディが顎あごに手を当てながら首を傾かしげた。

「西部戦線の最前線で三ヶ月間犠牲者無し……ですの？」

　戦闘の頻ひん度どは北部戦線の比ではなく、部隊同士の小こ競ぜり合あいならば日常的に発生している状況にあった。戦死者は毎日のように出るし、戦闘中行方ゆくえ不明者も数知れない。

　兵士達が一番恐おそれている戦闘地帯と言ってよかった。

「確かアルハザードって、【七星】の候補でしたよね？」

　ラビィがオッカムのデスクに置かれた資料を手に取る。そこには破砕ノ星『アルハザード』の戦歴が載のせられていた。ラビィが驚いて目を見開く。

「……これはすごいわね。単独で第五元素兵器を破は壊かいって……それも複数……」

　リリスも興味があったのか、ラビィと一いつ緒しよにその資料を見た。

　そこには、一いつ介かいの【星】とは思えないような信じられない戦果が記されていた。間違いなく【七星】クラス、それも上位の者に匹ひつ敵てきするレベルだった。

「この子が、【七星】候補……私と同じ年に星になってます」

【星】になったのは若じやつ干かんアルハザードの方が早い。

「エクセリオスの言う通り、アルハザードはオズ亡なき後の【七星】の最有力候補になっている。彼女の戦闘能力の高さはずば抜ぬけている……故ゆえに、軍部は現場からの『問題は無い』という報告に疑問を抱かないというわけだ」

「でも……命の危機以外にも理由は考えられます。私も似たような状況でしたから」

　リリスは自分の胸に手を当ててそう言った。

　北部戦線での連戦、そして仲間の死を経験したリリスは軽度ではあるがＰＴＳＤに陥おちいった。今ではほとんど回復した状態だが、戦場での経験が心を殺していく感覚は耐たえがたいものだ。

　強大な力を持つ【星】が意識せずに誰かに助けを求めるのなら、たとえ心のダメージであっても相当なことのはずだった。

　オッカムはリリスをじっと見つめた後、目だけを動かしてメディックを見た。

　メディックは極きわめて冷静で、腕うでを組んだまま立っている。

「……貴様はどう思う、メディック。アルハザードとは面識があったはずだ」

　あくまで事務的な質問だったのだろうが、リリスは少しだけ気になった。

　過去に面識があるということは、以前に星守としてアルハザードを救ったことがあるのだろうか？　しかし、それならば他のメンバーがアルハザードのことを知らないのはおかしい。ならば、彼が星守になる以前の知り合いということになる。

（星守になる前ということは……グリューエルと一緒の時……）

　そこまで考えて、リリスは動どう揺ようして両頰ほおに手を当てた。

（わ、私、なんで彼がアルハザードさんと面識があったと聞いただけで、ここまでいろいろ考えちゃってるんでしょう……？）

　リリスが動揺していると、メディックは目を閉じて小さく息を吐はいた。

「心的外傷による呼びかけの可能性は、十分考えられる【星】だと思います。決して心の強い子ではないので。戦場に留とどまっている期間も、他の【星】に比べて長いようですから、まず間違いなく疲ひ弊へいはしているでしょう」

「ほう」

「しかし、軍部の判断にケチをつけるつもりはありません。彼女の戦歴の華はな々ばなしさと、現場からの報告を聞けば、まあ妥だ当とうな判断でしょう」

　軍本部を出た直後の動揺したメディックとは打って変わって、彼は冷静だ。

　このまま軍部の命令に従うつもりなのだろうか、とリリスが思った直後、メディックが瞼を開けた。

「でも──呼ばれたのだから、俺は行きますよ」

　リリスは安あん堵どした。

『もしどうにもならなかったら、俺を呼べ』

　彼がかけてくれたこの言葉を、リリスは一生忘れない。

　メディックの行くという言葉に、オッカムは深く深くため息を吐いた。

「先方からは決して動くなと言われている。そう言うからには某なにがしかの理由があるはずだ。もし独断で動けば、貴様らへの風当たりはますます強くなるだろう」

　オッカムが葉巻をもみ消して椅子から立ち上がると、メディックの前に立った。

「だが──貴様らは星守だ。必要な手続きやこじつけの理由は私がいくらでも用意しよう。行って見てこい。貴様らの目で見て判断し、必要ならば【星】を救出せよ」

　メディック達は即そく座ざに敬礼をして、リリスもわずかに遅おくれて敬礼をする。

　オッカムはメディックの横を通り過ぎると、ドアの前で一度だけ立ち止まった。

「アルハザードの救出は最優先だが、くれぐれも戦闘でリリスを失うような失態は演じるな。貴様の扱あつかう部下もまた【星】だということを忘れるなよ」

「……了りよう解かいです」

「私からは以上だ。一時間後に出発しろ。それまでに手配は済ませておく」

　釘くぎを刺さすようにそう言って、オッカムは部屋を出て行った。

　残された星守のメンバーが力を抜き、ラビィとレイディは肩を竦すくめ合い、フローラは腕時計を確認する。

「あの……オッカム軍医部長ってどういう方なのです？」

　リリスが問うと、レイディとラビィが苦く笑しようを浮うかべた。

「元々は直属大隊に配属される魔ま法ほう士達の訓練教官で、その後将官にまで上り詰つめた人物だと聞いています。息むす子こさんを失い、とある作戦で失策して降格された後に人が変わったと聞いていますが、詳くわしくはわかりませんわ」

「まあ見た目はアレだし、昔は見たまんまの人だったらしいけど、星守部隊を考案した人だからね。基本、考え方がメディックと同じよ」

　リリスはメディックを見た。

　メディックは、オッカムのデスクに置かれていた写真付きのアルハザードの資料を手に持ち、その写真をじっと見つめていた。

　リリスは少し迷ったが、彼のそばに近寄った。

「アルハザードさんとは……お知り合いなのですね」

「まあな。そこまで長い期間一緒にいたわけじゃねぇが……」

　細められたメディックの瞳ひとみの奥に宿る感情を、リリスにはうまく読み取ることはできなかった。

「……俺は、この子が【星】になった瞬しゆん間かんに立ち会ったんだ」

　懐なつかしむのとはまるで違う、過去の傷を撫なでるかのような声に、リリスは息を吞のむのだった。




　　　　※　※　※




　──三年前、西部戦線を突とつ破ぱした鋼こう国こく軍は、王国本土への総進しん撃げきを開始した。その大軍を食い止めるために、【星】だけでなく数多あまたの兵士、民間人の命が失われ、大陸統一戦争後の混こん迷めいも相まっての多くの悲劇を生んだ。

　アルハザードはその悲劇に苛さいなまれた者の一人だ。

　長年帝てい国こくを支え続けた貴族の家系だった父親は、帝国が敗北した後、多くの貴族達と同様に王国にすり寄る形で生き残ろうとした。しかし帝国貴族に忠義無しという形で追い払はらわれ、父母と共にアルハザードは王国民から迫はく害がいを受けることになったのである。

　不自由の無い生活に慣れてしまっていた両親に、難民としての生活は到とう底てい受け入れられなかった。

　王国からは蔑さげすまれ、敵国にすり寄った裏切り者として同じ帝国難民からすらも石を投げられる生活に耐えられなくなった両親は、あろうことかアルハザードを娼しよう館かんに売ったのである。理由は生きるための金が必要だった、というありきたりなものだ。

　栄養失調でやせ細り、髪かみもボサボサだというのに、誕生日に買ってもらったドレスを着せられて、社交界のためにもらった翡ひ翠すいの髪かみ飾かざりをつけられて、アルハザードは母にこう言われた。

『あなたはたくさんのものを私達からもらったのだから、今度はあなたが私達に返す番なのよ。わかる？　あなたは人を喜ばせることができる子よね？』

　アルハザードはまだ子供だったが、母の言葉の意味を全すべて理解した。強こわ張ばってやせ細った母の無機質な笑え顔がおにかつての面おも影かげはなく、無気力で酒さけ浸びたりになった父は娘むすめを見送りもしなかった。

　蝶ちようよ花よと育てられた過去の記き憶おくが夢だったのではないかと思えるほどに過か酷こくな日々を過ごしてきた。それでも父と母がいればアルハザードはそれでよかった。たとえヒステリックに詰なじられ、殴なぐられようとも、それでよかったのに……。

　敵の侵攻があったのは、皮肉にも彼女が娼館に着いたその日だった。

　街は鋼国軍に蹂じゆう躙りんされ、彼女が働くはずだった娼館も炎ほのおに包まれた。腹部に傷を負いながら、アルハザードは誰だれもいなくなった燃える街を歩いた。

　あんなに大好きだった二人の顔が思い出せなくて、虚うつろな瞳で空を見上げながら、己おのれの人生を振ふり返る。

　真っ暗だった。何も無かった。裕ゆう福ふくだった頃ころの日々も、貧しかった頃の日々も、実のところずっと孤こ独どくだったのだ。結局自分は誰からも尊ばれず、誰からも愛されず、誰からも見られていなかった。

　誰も彼女を見てくれていなかった、両親でさえも。

　目の前が真っ暗になって、心と身体からだが静かに死んでいくのを感じながら、アルハザードは目を閉じた。

『もう大だい丈じよう夫ぶだ。助けるからな』

　声が聞こえたのは、傷口に温かさを感じた時だった。

　目を開けると、路上で横たわっている彼女のそばに、一人の少年が膝ひざをついていた。

　兵士の恰かつ好こうをした少年で、止血帯を手に持ち、いつの間にか傷口に手を当てている。軍はもうとっくに撤てつ退たいして街を放ほう棄きしたはずで、取り残された民間人は見捨てられたはずだった。

　意識が朦もう朧ろうとしながらも、アルハザードは縋すがり付くように、必死に手を伸のばそうとした。

『置いて……いかない……で……』

『俺は衛生兵だぞ？　見捨てたりするもんかよ』

　そう言って、少年兵は手当てをしながら笑ってみせた。

『私を……見て……』

『安心しろ、俺がちゃんと看てる』

　たったそれだけの言葉に、アルハザードの心は震ふるえた。

『だから君も俺を見てろ、いいな？　目を閉じないで、しっかり意識を保つんだ』

　この時の言葉も、表情も、アルハザードは一度たりとも忘れたことはない。

　彼が自分へ向けた瞳の輝かがやきも、傷口に当てられた手の温ぬくもりも、優やさしい声も、全てアルハザードの生きる意味になった。

　彼女はこの時、彼のためにこの命を使おうと、そう誓ちかった。




　　　　※　※　※




　山脈の切れ間が存在する西部戦線に近づくにつれて、鋼国の大進撃の際に破は壊かいされた多くの廃はい墟きよが姿を現す。

　第五元素兵器の侵しん攻こうによってこの一帯は汚お染せんされ、除去技術が確立されるまでは人間が生きていくことが難しい地域となっていた。エーテル汚染の影えい響きようは自然環かん境きようにも及および、草木は枯かれ、鋼国との戦争が始まって数年足らずで砂さ漠ばく化かが進んでいた。

　元々は中規模の街だった廃墟には連隊司令部が設置されており、見かけるのは兵士ばかりだ。軍用の補給車両に乗ったメディック達星守部隊は、医薬品を届けにきた補給部隊という名目で西部戦線にやってきた。

「相変わらず陰いん気きな場所ですわね。他の防衛線と違ちがって【星】や兵士の数が圧あつ倒とう的に多いはずですのに、どうしてこうも活気が無いのでしょう」

「張り詰めてるっていうのともなんか違うのよね」

「疲つかれている、が正しいんじゃないかしら」

　後部座席に座っているレイディ、ラビィ、フローラの三人が窓から見える廃墟の街を眺ながめながら所感を口にしている。リリスもまたフローラと同様の感想を抱いだきながら街を眺めていた。

　メディックは助手席に座りながら頰ほお杖づえをつき、通り過ぎて行く兵士達を観察している。

「今西部戦線にいる【星】の数は？」

　運転席のアーサリーに尋たずねる。

「二〇名だ。そのうちの五名が最前線に配置されている」

「【七星】は北部に回されたんだったな」

「ああ。第五元素兵器『アラクネー』の進撃があったために、西部戦線から引き抜ぬかれた。まあ、この場所は地理的に【七星】を単体で置くよりは数で埋うめた方がいい。そこは妥だ当とうな判断だろう」

「その割に王都の守りが堅かたすぎだぜ」

「疎そ開かいが進めば人口流出によって王都の経済にも影響が出るため、国民を安心させるという意味では、王都の守りを固めるのは間違ってはいないがな……前線を突破されてしまえば元も子もない」

「アホだな」

「ああ、アホだ」

　ダッシュボードの上に置いてある資料を手に取り、メディックはページをめくる。

　記されている情報は、アルハザードの直属大隊、破砕ノ大隊の人員名めい簿ぼだ。アーサリーはそれらに目を通しているメディックをちらりと見つつ、ハンドルを切って角を曲がる。

「お前が【星】以外の情報をきちんと読むなんて、珍めずらしいな」

「どうにも引っかかる奴やつが一人いてな」

「……今の破砕ノ大隊長か？」

「ああ」

　ページをめくる手を止めて、メディックは一人の兵士の顔写真と情報を凝ぎよう視しする。

　兵士の名は、ボルドー・ルッケマラン。一等魔法士であり、元々は近衛このえ分隊の一隊員に過ぎなかったが、現在は破砕ノ大隊の隊長を任されている男だった。

「一等魔法士の近衛分隊員が、戦地昇しよう進しんで異例の大出世……功績は、破砕ノ大隊を率い【星】の補ほ佐さを良く務め、隊長、副隊長不在の大隊に犠ぎ牲せいを一人も出さずに、第五元素兵器を含ふくむ敵軍を五度も退けた……これ星せい凱がい勲くん章しよう（※名めい誉よ勲章）もらえるんじゃね？」

「たいしたものだが、隊長と副隊長が不在？」

「近衛分隊と共に戦せん闘とう中行方ゆくえ不明になっているそうだ。こいつはその中でただ一人生き残り、大隊を率いたというわけだな」

「戦闘中行方不明？　戦死じゃなくてか？」

「ああ」

「胡う散さん臭くさいな」

「しかもこいつ、キャリア組だ」

　キャリア組と聞いて、アーサリーは「ああ……」と納なつ得とくしたように苦く笑しようした。

　キャリア組というのは、いわゆるエリートというやつだった。本来魔ま法ほう士は軍学校で能力に添そった課程の訓練を積み、優ゆう秀しゆうな者は直属大隊に配属され、そうでない者も能力に見合った場所に配置させられる。

　キャリア組は違う。一等の格付けを与あたえられた者は特とく殊しゆ養成学校に入れられ、指揮官としてのノウハウを学び、大隊長クラスになることが予あらかじめ決められている。一等魔法士であるからには優秀な人材であるはずなのだが、実のところ全てがそうとは言い切れない。養成学校に入れられる者の多くは、どういうわけか家いえ柄がらや血筋、コネが「強い」者が多いのだ。父親が政治家だったり、親しん戚せきが軍上層部にいたり、などなど……そういった「よくある話」が魔法士の界かい隈わいにも存在するのである。

「しかも思った以上に厄やつ介かいだぞ、こいつは……」

「親は政治家か？　それとも将官クラス？」

「いや、もっと悪い──直系じゃねぇが、王族だよ」

　それを聞いて、アーサリーが鋭するどく目を細めた。

「……おいおい、なんだってそんな奴が魔法士なんかやってるんだ」

「さあな。王族の血筋を引いてんなら実戦経験は免めん除じよされるもんだし、そもそも素質があっても魔法士になるメリットは無い」

　魔法士は【星】に次ぐ戦力ではあるが、軍での立場は決して高くない。魔法士はあくまで戦力であり駒こまに過ぎず、動かすのは【星】、または軍の士官、将校だ。

　キャリア組であればある程度は地位が保証されるが、それでも大隊長止まり。王族の血を引いた人間が、わざわざそんな立場に望んでなるだろうか……？

　アーサリーは気にくわなそうに鼻を鳴らす。

「直属大隊の隊長はだいたい三パターンだ。純じゆん粋すいに職務を遂すい行こうする奴、【星】を持ち上げるばかりの無能、お高くとまった天てん狗ぐ野や郎ろう。そいつはどれだろうな」

　彼はメディック以上にキャリア組を嫌きらっている。元々彼は権力だとか支配階級といったものが大嫌いなのだ。コミュニズムの傾けい向こうが強かった連れん邦ぽうの出身者というのもあるが、アーサリーは大陸統一戦争後に反王政を掲かかげるレジスタンスに所属していたことがあった。

　本人はその頃のことを「ヤンチャだった」の一言で済ませて深くは語らないが、まだレジスタンスに勢いがあった頃に、幹部に近い存在だったことをメディックは知っていた。

　かつては【星】を憎にくみ、王族を憎ぞう悪おしていた。そのためメディックとは元々敵同士だったが、紆う余よ曲きよく折せつあって今は信しん頼らいし合える仲間となっている。

　メディックは苦笑いをしながらアーサリーの横顔を見る。

「相変わらずほんとキャリアが嫌いだな？　さすが元レジスタンスの実行部隊……」

「─ーッ！　おいあの頃の話はやめろ！　多感なお年頃だったんだ！　おかげで僕は常にギリースーツでいなくちゃいけなくなったんだぞ！　反省してるし後こう悔かいもしてるんだ、これでも！」

「いや、わかった、わかったけど前見て運転しろって」

　血走った目で凝視してくるアーサリーを落ち着かせようとするも、後ろの三人が口を出す。

「え、なになに、アーサリーの昔の話する？　しちゃう？　辛しん気き臭くさい空気を払ふつ拭しよくすべく暴ばく露ろ大会する？」

「こういうのなんて言ったかしら……恥はずかしい過去的なアレよ……黒なんとか……」

「当時の犯行声明文とか、今思うと笑えますわよね。結局犠牲者一人も出していませんし……うふふ、誰だれが書いたんでしたっけねぇ？」

「おおおおい！　お前達やめないか！　事故ろうか!?　それ以上続けるなら事故ってやろうか!?」

　後部座席からひょいとリリスが顔を出す。

「……アーサリーさん、昔はレジスタンスだったんですか？」

「ほらぁ！　聞かれちゃったぞ!?　星守なのに元レジスタンスとか、【星】じゃなくてもドン引きだろうがッ！」

「あ、いえ、引いてるわけではなくて、どういう経けい緯いで今に至ったのか私も興味があるなって……」

「いいから！　興味持たないでいいから～！　ていうかバレるといろいろまずいんだが!?」

　切せつ羽ぱ詰つまってハンドルから手を離はなしてしまうアーサリーだったが……。

「おいおいおいおいほんとに前見ろ前！　検問検問！」

　メディックが慌あわててハンドルを持ち、アーサリーも慌ててブレーキを踏ふんだ。

　激しい土ぼこりをあげながら車両が横向きに滑すべっていく。車体の片側が浮うき上がって横転しそうになったが、どうにか踏ん張って車は停止した。

　窓を開けていたため埃ほこりで咳せき込む中、メディック達は進行方向にできている検問所を見た。

　道を塞ふさいでいるのは、橙だいだいを基調とした軍服を着込んだ兵士達。

　あの色は、破砕ノ大隊の者達だ。

「……どういうことだ？　何な故ぜ破砕の連中がこんなところにいる？」

　アーサリーが疑問を口にすると、一人の兵士が近づいてきた。

　メディックが窓から顔を出すと、兵士は刺とげ々とげしい態度で睨にらんできた。

「去れ。ここは通行止めだ」

　開口一番に失うせろと言われつつも、メディックは軽く笑え顔がおを浮かべた。

「お疲れさん。俺達は見ての通り、前線に医薬品を届けにきたんです」

　ドア下にペイントされた十字マークをコンコン叩たたいて、自分達が補給部隊であることを示してみせたが、兵士はいぶかしむようにメディックを見ている。

「報告は受けていない」

「いや、そんなはずはないんだが……ほらこれ、オッカム軍医部長のサイン入りのリストだぜ？　なんだったら積荷も確かく認にんしてくれよ」

「ダメだ。通すわけにはいかない」

　取り付く島もないとはこのことだった。

　あまりに露ろ骨こつだ。正式な手続きを踏んでいるのにこの強気な対応は不自然である。

　恐おそらく自分達が星守であることをあらかじめ知っていての対応だろう。

　偽ぎ装そうまでした星守部隊の動向を察知するあたり、何かあるのは間違いなかった。

　まともに掛かけ合ったところで無む駄だだと判断したメディックは、気のよさそうな顔を引っ込めて、目を据すわらせた。

　彼の横顔から見える瞳ひとみを見て、リリスがビクッと肩かたを震ふるわせた。さっきまでの明るい男はどこへ行ったのか、メディックの目は今までに見たことがないほどに冷たかった。

「……なあ兵士さん。ひとつ聞いていいか？」

「ダメだ。去れ」

「てめぇら最前線に配置されてるはずだろ。なんでこんなところで油売ってやがる？」

「…………」

「何黙だまってんだ、おい。直属大隊が検問？　ふざけんなタコ、てめぇらの仕事はどうした」

「…………っ」

「──【星】はどこにいる？　悪いが俺は今余よ裕ゆうがねぇ」

　責め立てるように言うと、兵士は目を逸そらした。

　余裕が無いというのは事実だった。移動中も表には出していなかったが、彼の心情は乱れている。

　理由は、聞こえてきたアルハザードの声のせいだ。普ふ段だん聞こえてくる【星】の声は、断だん末まつ魔まであったり恐きよう怖ふの吐と露ろであったり、それはもう悲痛なものばかりだった。

　しかしアルハザードの声は、メディックが今までに聞いたことがない声こわ色いろだった。

　例えるならば、まるで静かに、時間をかけて少しずつ壊こわれていったオルゴールの音色だ。

　ひび割れた心が限界に達し、砕くだけ散ちる寸前に手を伸のばすかのような響ひびきだった。

「アルハザードの居場所を言え、捻ひねり潰つぶすぞ」

　ついに兵士は怯おびえた表情になった。彼ら自身、自分達がこんな場所で検問などしていることに後ろめたさを感じているのだ。

　直属大隊の仕事は【星】を守ること。

　彼らは基本的にそれ以外の仕事はしないし、する必要がない。彼らがここで検問をしているということは、この先に何か見られたくないものがあるということに他ほかならない。

　兵士は完全に狼ろう狽ばいしていた。何か反論しようとしても憚はばかられるといった感じだ。

　もう少し押せばアルハザードの居場所を聞きだせると思ったが、

「──おや、どうしたのかな、皆みなさん」

　突とつ然ぜん、芝しば居いがかったような男の声が聞こえてきて、メディックは声の方へ視線を移した。

　砂を踏みしめるように歩きながらやってきたその男は、車の近くまでくると足を止めた。

　腰こしの後ろに両手を回して立っているその姿は、どことなく砂さ漠ばくに突つき立てた棒を思わせた。切りそろえられた灰色の髪かみと、にこやかで柔にゆう和わな表情。軍人とは思えない細い体つきと、砂埃ひとつついていない軍服。

　ひ弱で気弱そうな男だが、顔写真とも一いつ致ちする。

　ボルドー・ルッケマラン、破砕ノ大隊の現隊長だ。

「大隊長殿どの……！　じ、実は──」

「ああ、いや、構わないよ。彼らを見て、事情はだいたい把は握あくしたから」

「……っ、あのっ、どうか……！」

「下がっていいよ。大だい丈じよう夫ぶだから……ねっ」

　ボルドーが笑顔でポンと兵士の肩に手を置くと、狼狽していた兵士の顔が青ざめた。

　ふらつきながら去っていく兵士をニコニコと見送って、ボルドーは腰を曲げて車内を覗のぞき込んできた。

「やあ、こんにちは」

　笑顔が妙みように鼻につく。仮面のような、という言い方も間ま違ちがっている。

　レイディのように笑顔がデフォルトというのも違う。

　まるで、笑顔になった状態で顔面を石せつ膏こうで固めているかのような不気味さがあった。

「君達の話は聞いてるよ。星守部隊だよね？」

　いまさら隠かくしたところで意味はない。割れているのならば頷うなずくまでだった。

「ああ。アルハザードの様子を見に来た。会わせてほしい」

「報告は済んでいるはずだけど、もしかして聞いてない？　アルハザード様の直筆で書かれたもので、救きゆう援えんの必要なしとあったと思うけど」

「俺達は独立派は遣けん部隊だ。自分達の目で見て状じよう況きよう判断をする」

「だったら補給部隊の偽装なんかしないで普通にくればいいんじゃないかな？」

「これはついでだ。西部戦線はどこも物資が不足してる。補給部隊の代わりに荷物運んでやったって問題はないはずだぜ。何度も言うが手続きはしてある」

「うーん、さすがに困るんだよね。ここは戦場だよ？　好き勝手動かれると前線部隊の連れん携けいにも支障が出るし」

「知ったことじゃないな。今までもこれからも、俺達のやることは変わらない。夜よ逃にげ部隊だからな」

　メディックがそう言うと、ボルドーは頰ほおを指で搔かいて「やれやれ、しょうがないな」とこぼした。

　そして踵きびすを返し、肩を落として検問の兵士達の方へ歩いていく。

　ボルドーが兵士達に向かって片手を挙げて何かを指示したのを、メディックは見み逃のがさなかった。

　メディックはアーサリーの肩に手を置いた。

「おい──車出せ。タイヤ撃うたれるぞ、フルアクセル」

「了りよう解かい」

　リリスが「え!?」と声を上げた瞬しゆん間かん、アーサリーはアクセルを踏むと同時にシフトチェンジを行って車を急発進させた。

　タイヤが回転する激しい音と土つち煙けむりを巻き上げながら、車は検問のバリケードを突とつ破ぱする。兵士達が慌てて銃じゆうを構えて射しや撃げきしてくるが、防ぼう弾だん仕様の車が弾丸を弾はじいた。

　しかし前方にスパイクストリップが仕し掛かけられている。

「摑つかまれ」

　針の上を進めばタイヤがパンクしてしまうため、アーサリーが魔ま法ほうを使用した。

《構造フイツクス変換ブロークン》

　無機物の構造を作り変える魔法であり、車体の構造を履り帯たい走行に変へん換かんし、スパイクストリップを通り過ぎると即そく座ざに元に戻もどした。

　そのまま検問を通過して爆ばく走そうする。検問からサイレンが鳴り響く。

　車内で摑まりそこなったリリスが乱れた服と髪で起き上がる。

「～～っ、こんなことして大丈夫なんです!?」

「ダメだよね」「ダメね」「ダメですわね～」「ダメだな」

「メ、メメ、メディックさん!?」

「ダメに決まってんだろ」

　あっけらかんとした口調と涼すずしい顔ではっきり言った星守メンバーに、顔を青くするリリス。

「だがこれでアルハザードを探せる。何も問題は無いッ！」

「も、もうちょっと穏おん便びんに通る方法は無かったんでしょうか？　一応、味方なわけで」

「ねぇよ。あいつ見ればわかったろ。話が通じているようでぜんぜんこっちの話聞いてねぇ。いざとなれば強きよう硬こう手段に出る奴やつだ。ろくなもんじゃないさ」

「……まあ、確かに。ん？　でもあれ!?　それメディックさんのことでは!?」

「俺は先手を打っただけだし？　こっちには許可証あるし？　言い訳できるし？」

　口を尖とがらせながらすっとぼけるメディックに、リリスは深くため息を吐ついた。

「これって、実は反逆罪とかになるんじゃ……」

「まあ、【星】が乗ってる車に躊ちゆう躇ちよ無く銃撃してくる方も大たい概がいだと思うぞ。その点を鑑かんがみれば検問を強行突破したことを報告するような真ま似ねはしねーんじゃねぇの。報告されたとしても毎度のことだしなぁ？　うははは！　オッカム部長の髪の毛が散るだけよ！」

「……ほんとに、いつもこんな感じなんですね」

「いいか覚えとけリリス。前にも言ったが、【星】最優先、他の全すべては二の次。それが夜逃げ部隊の鉄則だ」

　偉えらそうに言いながら、メディックは進行方向を見つめ続けた。

　黙っていた後部座席のラビィは、彼に気づかれないようにぼそりと言う。

「めっちゃ焦あせってるね、メディック」

「あれって焦っているんですか？　てっきり、いつもあんな感じなのかと……」

　リリスが聞くと、ラビィは肩を竦すくめた。

「やってることはいつもこんな感じよ。でもすっごくピリピリしてる。昨日からずっと目が笑ってない。あれは相当キテるわよ」

　レイディも頰に手を当てて、興味深そうにニヤニヤしている。

「アルハザードさんとはよほど深い関係なのでしょうか？　ねぇフローラさん？」

「何でそこで私に振ふるわけ？」

「だって一番深い仲ですし」

「別に気にならないわ。あいつが他よ所そで女作ってようが知ったことじゃないわ」

「あらぁ、気になりますわよねぇ？　ねぇぇ？　リリスさん？？」

　驚おどろいてびくんと跳はねつつ、リリスはわたわたとしながらレイディを見た。

「わ、私は別に気になんかしていませんが？　そ、それに、私は人の過去を探さぐるような悪あく趣しゆ味みなことはしませんっ」

「あら純情ですわね～。わたくし、人の過去を掘り返すの大好きですのに～」

　性格悪いなあんた……と言いつつも、ラビィがレイディと共にあーでもないこーでもないとメディックとアルハザードの関係を邪じや推すいし始める。

　リリスは縮こまるように座りながらも、その話し声に耳を傾かたむけてしまう。

　その間も、チラチラとメディックの方を見ていた。

　目が笑っていないというラビィの言うことはその通りだった。目的地へまっすぐに進むようなその瞳ひとみに、何な故ぜか胸がもやもやとするのだった。








第二章　懐なつかしい場所






　多くの仲間を失い、親友を失い、戦う意味も、生きる意味すらも失いかけていた時、メディックは海かい淵えんノ星『グリューエル』と出会った。

　上からの命令であったとはいえ、味方を囮おとりに使い、敵ごと殺し尽つくした【星】だった。

　親友の仇かたきであるグリューエルを憎にくんだメディックだったが、全てが死に絶えた戦場で一人膝ひざを抱かかえて泣く彼女を見て、彼は王国の【星】への理り不ふ尽じんを憎んだ。

　そして、決意したのだ。

　誰だれも彼女を守らないなら、自分が守る。誰も彼女の涙なみだを見て見ぬ振りをするというのなら、自分がその涙をぬぐう。

　彼女が【星】としての役目を終える、その日まで──。

　それはまるで呪のろいのような、救いのない旅だった。

　鋼こう国こくの大侵しん攻こうにより元帝てい国こく領土は占せん領りよう、王国本土にもその手は伸のびつつあり、はっきりとした戦線がわからないほどに戦場は乱れていた。

　西部戦線の山脈の切れ間を敵軍は突破。防衛に当たっていた王国軍はアルスタイン平原までの撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされ、来きたる決戦に備えていた。

　街かい道どう沿いの村や近きん隣りんの街は戦場と化し、家を失った多くの民間人達が途と方ほうに暮れた。逃げようにもどこが安全なのかもわからず、軍に助けを請こうてもまともに取り合ってはくれなかった。

　メディックとグリューエルは、そんな人々を救うことに命を懸かけた。

　決めたのはグリューエルだ。今まで敵を屠ほふることしかできなかった自分だけれど、誰かを救いたかった。この手に掬すくい取れるだけの人々でいい、せめて目の前にいる人達のために、【星】としての力とこの命を使いたい。

　この時、グリューエルは戦せん闘とう中行方ゆくえ不明となっており、軍内部ではほとんど死亡扱あつかいになっていた。グリューエルは素す性じようを隠しながら、独自に戦場を渡わたり歩いていた。

　彼女は軍や国のためではなく、見捨てられた人々の力になると決めたのだ。

『見届けるって言ったんだ。ずっとそばにいる』

　自分にできることなど高が知れていたが、それでもメディックは彼女の力になりたかった。救うべき人々を救うための旅は決して長い月日だったわけではないが、メディックにとってもっとも充じゆう実じつした日々だった。

　フードを被かぶり、素顔を隠していたグリューエルが、顔を上げて儚はかなげに微笑ほほえむ。

　それを見つめるメディックの顔もまた優やさしさに満ちていた。

　そんな二人の旅を、そばで最後まで見つめていた者がいた。

　焦こがれるような瞳で、二人の姿を目に焼き付けようとする幼い少女、アルハザードは、今でも二人を夢に見る。




　目を覚ます。爆ばく風ふうで吹ふき飛ばされた廃はい屋おくの壁かべに背を預けながら、今まで見ていたものが過去の残ざん滓しだったことを思い知り、アルハザードは泣きそうになった。

　消えかけの思い出を、温ぬくもりを守るように己おのれの肩かたを抱いだく。

「っ、大だい丈じよう夫ぶ……わたしは、大丈夫……」

　瞳は涙に潤うるんでいたが、深く息を吐はくと徐じよ々じよに光が曇くもっていった。

　生気が抜ぬけて人形になっていくように。

　周囲を見回すと、夥おびただしい量の血けつ痕こんを確かく認にんする。他者ではなく自分の血であることを理解し、アルハザードは目を細めた。

　網もう膜まくに文字のようなものが走り、情報が頭の中を駆かけ巡めぐる。

「治ち癒ゆ処理中に昏こん倒とう。戦闘後、一〇分経過。警けい戒かいバックアップ確認……敵てき影えい無し。生態感知に反応……念のためこれより確認に向かいます」

　誰にともなくそう告げて、アルハザードは立ち上がる。

　治癒がまだ完かん璧ぺきではないのか、見た目は治っていても中身はぐずぐずだった。

　アルハザードは、肉体の苦痛を感じない振りをする。

　痛みなど身体からだを動かすのにも魔法を扱うのにも支障はないのだ。動けるなら問題ない。

　ふらつく身体を、アルハザードの体たい軀くと同じぐらいの大きさのある大たい剣けんで支える。

　昼夜を問わず、一いつ瞬しゆんでも気を抜くわけにはいかなかった。

　アルハザードはこの西部戦線の最前線を、たった一人で守っている。

　直属大隊も友軍も無しに、だ。

　彼女が一人で戦っているのには理由があった。その理由によって、アルハザードは自分自身を許せず、この場を一人で請うけ負おうことに疑問を抱くことはなかった。

　当然の報むくいだと、己に言い聞かせる。

　しかし、いくら【星】といっても限界はある。すでにアルハザードは三ヶ月近く、ほとんど休まずに戦い続けていた。

　肉体よりも精神が限界だった。磨ま耗もうし尽くされた心は、肉体にまでも影えい響きようを及およぼしている。くずおれそうになる身体を支えながら、反応のあった方を睨にらむ。

「生態反応……接近……立って……前を……」

　視界がかすみ、近づいてくる人ひと影かげをうまく確認できない。

　敵かどうかは探知魔法が判断するが、蒸気技術を用いた鋼国の武具を装備していなければ識別不明と認定される。敵がその穴を突ついてくるとも限らない。

「立つの……わたしは……あの人が遺のこしてくれた、【星】なんだから……っ」

　剣の柄つかを握にぎり、引きずるように構える。上がった息は静まることなく、悲痛に歪ゆがんだ顔のまま近づいてきた人影に切っ先を向けようとした。

　だが、まるで事切れるようにそのまま前に倒たおれこんでしまう。

　それを、人影が咄とつ嗟さに近づき、両りよう腕うでに抱くように支えた。

　朦もう朧ろうとする意識で顔を上げる。

　誰？　敵じゃない？

「悪い、遅おそくなっちまった」

　身体を包む温もりと、懐かしい声。

　ぼやけた視界が鮮せん明めいになっていき、その顔を見つめる。

　光を失っていたアルハザードの瞳が、見る見るうちに生気を取り戻もどしていく。弱々しく伸ばした手が、彼の──メディックの頰ほおに触ふれる。

　涙が溢あふれた。今まで自分を支えていたものが全て崩くずれ去り、アルハザードはこの安らぎにただ身をゆだねた。

「メディック……メディック、メディック……！　メディック……」

　何度も名前を呼びながら、確かめるように彼の頰をなでる。

「ずっと、会いたかった……アルハは……アルハ、は……」

　アルハザードの表情に安らぎ以外の感情が宿る。

　伝えなくてはならないことがあると言わんばかりに、アルハザードはメディックの服をつかむ。だが、メディックはその手にそっと手を重ねた。

「もう大丈夫だ……俺達に任せてお前は休め。何も心配いらないから」

　その優しい声だけでアルハザードの緊きん張ちようが解けていく。

　メディックの両腕に抱かれながら、アルハザードの身体から力が抜けていく。意識が途絶えそうになる寸前に、彼女は横を見た。

　メディックの他ほかにもう一人いたからだ。

　青い髪かみの少女。こちらを少し不思議そうに、戸と惑まどうように見つめている。

　その姿に、アルハザードは驚きと共に喜びを抱き、同時に困こん惑わくした。

　もう出会えるはずのない人がそこにいたからだ。

　アルハザードにとって、彼女が全ての始まりだった。

「グリュー……エル……」

　その名を口にしながらも、意思に逆らって瞼まぶたが下りていく。

　幼心に抱いた憧あこがれ、決して届くことのない人。空に消えていった美しき流星の記き憶おくに誘いざなわれて、アルハザードは再び夢に落ちていった。







　メディックは気を失ったアルハザードをそのまま抱かかえ上げて、リリスの方へ振ふり向いた。

「回収完かん了りよう、っと。限界だったみたいだ……間に合ってよかったぜ」

「ええ……彼女の置かれていた状じよう況きようは、想像以上だったみたいです」

　リリスが周囲を見回す。

　どこもかしこも血と煙けむりにまみれ、破は壊かいされた蒸気戦車や鋼国軍の兵士達の死体で溢れかえっていた。それだけではない。大地は割れ、隆りゆう起きし、空気すらも薄うすい。エーテル粒りゆう子しの密度も非常に高い。

　それだけならば最前線なのだから当然ではあるが、異常な点がひとつある。

　この場所はむせ返るような死のにおいで満ちているのに、王国軍の兵士達の死体はひとつも見当たらないのだ。
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　把は握あくできる事実は、この全すべての惨さん状じようが、アルハザード一人によってもたらされたということだけ。

【七星】の候補の一人だとしても、この戦闘力は尋じん常じようではなかった。

　しかしそれよりも何よりも、リリスが気になるのは直属大隊の不在だった。

「本当に三ヶ月もの間、たった一人で最前線の防衛をさせられていたなんて……どうして……っ」

「さあな。本人の口から聞いてみないことにはわからんが、あのボルドーって奴やつがかかわってるのは間ま違ちがいねぇだろ」

「直属大隊が【星】だけ戦わせて後方で待機しているなんてこと、許されていいはずがありません……！」

「おいおい、熱くなるなって。俺達の任務はこの子の窮きゆう地ちを救うことだ。原因の究明よりも、まずは安全の確保だぞ。ここは最前線だ……どこで敵が見てるかもわからねぇ」

　苦く笑しようを浮うかべつつも、メディックは部下に通信を送る。

《レイディ、敵影は？》

《遠方にいくつか、敵の部隊が駐ちゆう留りゆうしている基地があるようです。恐おそらくただの監かん視し所でしょう。大規模な部隊は見当たりません……ですが、異常ですわね》

《どうした》

《あなた方のいる場所だけでなく、敵の残ざん骸がいがかなり遠くまで広がっていますわ。全てアルハザードさんがやったのだとすれば、軽く二個連隊を単独で殲せん滅めつしたことになります》

《…………》

《量産型ですが、第五元素兵器の残骸も二機確認できますわ。これだけの戦果を上げたのであれば、一時帰国を許され、国王陛下に謁えつ見けんを賜たまわれて当然ですが……》

　メディックは眉み間けんに皺しわを寄せながら目を細めた。

　西部戦線には【星】が二〇名いるが、山脈の切れ間は非常に広大な荒あれ地ちが広がっている。そこに直属大隊が点在しているわけだが、アルハザードのいる場所は最前線も最前線。メディック達を直属大隊が拒こばんだように、外部からの接せつ触しよくを遮しや断だんされている。

　何のため、かはわからない。

　しかしボルドーという男ならば、恐らくどうにでもできてしまう。

　彼が王と血けつ縁えん関係にあるからだ。

《メディック、そろそろ移動しないと破は砕さいノ大隊に追いつかれるわ。見切り発車で強きよう行こう突とつ破ぱしたけれど、今後のプランはあるのかしら？》

　フローラが通信で問いかけてくる。

《アルハを回収して本部に届けたとしても無む駄だだろう。恐らくボルドーに強制的に引き戻されちまう》

《確かに、肝きもの据すわった将官じゃなければあいつの要よう請せいには逆らえないでしょうね》

　フローラの言う通りだった。

　王国軍の実権を握っているのは事実上国王であり、王族だ。

　王族の意向は、国王の意向の次に優先されてしまう。

　前大戦の『大陸統一戦争』中は、そのようなことはなかった。

　前国王がいたからだ。

　大陸統一戦争後すぐに崩ほう御ぎよしたが、前国王は侵しん略りやくに長たけた暴君ではあった。しかし血縁者に軍を動かす権限を与あたえるようなことはしなかったし、大陸統一を成し遂とげたその手しゆ腕わんは評価されている。

　前王は、良き王とは言いがたかったが、慕したっている者は今でも多い。特に統一戦争に参加していた王国所属の【星】達は、ほとんどが前王を崇すう拝はいしている。前王が【星】を敬い、重宝していたからというのもあるが、彼の人ひと柄がらに独特な魅み力りよくがあったというのが大きかった。

　──しかし逆に、現国王は暗君だ。

　歳としも若いため親族の言い分を鵜う吞のみにする傾けい向こうがあり、その結果「血を優先」という捻ねじ曲がった思想に傾けい倒とうしたため国政はガタガタになった。大陸統一戦争の後、大陸の情勢が混こん沌とんを極きわめたのはそのせいだ。鋼国の侵略を機に多少は他者の意見を聞くようになったが、あくまでその場しのぎであり、現国王の根本は変わっていない。

　戦略性の無い攻こう撃げき命令、王都優先の防衛、【星】と兵士の杜ず撰さんな管理、無駄に金と資源を浪ろう費ひする軍事パレード……逆らえば地位を失うだけでなく、極きよつ刑けいすらもあり得るため、軍上層部も言いなりだった。

　もっとも、すでにまともな意見を持つ軍人は上にはほとんど残ってはいない。失しつ脚きやくさせられたか、国王暗殺、王政転てん覆ぷくを企くわだてて処しよ刑けいされた。反王政勢力は軍関係者の大多数の支持を得たが、【星】の実権を握っていたのは国王であり、革命行動は即そく座ざに鎮ちん圧あつされたのである。

《オッカム軍医部長に報告はできるけど、たぶんすぐには動けないよ。どうするの？　有力者とのコネなんてあたしらには無いし》

　ラビィが言うと、メディックはしばし黙だまり込んだ。

　すぅすぅと寝ね息いきを立てるアルハザードを見て、次にリリスを見てから、空へ視線を移す。

　再び前を向いてから、突然うんと頷うなずいてみせた。

　そして、妙みようにすがすがしい顔をしながら、こんなことを言った。

「よし、こうなったら──誘ゆう拐かいしよう」

　荒こう野やのど真ん中、乾かわいた風に髪の毛をさらされながら、メディックの突然の犯罪宣言にリリスはぽかんと口を開けるのだった。




　　　　※　※　※




　──西部戦線、鋼国軍崖がい上じよう監視基地。

　ここにはつい三ヶ月前まで第五元素兵器付きの一個師団が配備されており、航空部隊を含ふくむ大戦力が王国軍の防衛線を突破しようとしていた。

　だが、敵の【星】たった一人に二個連隊を損失。主戦力だった第五元素兵器すらも、為なすすべもなく残骸と化した。

　この状況を憂うれいた本国は、西部戦線へのナンバーズの投入を決定した。

　監視基地のエーリアルコントロールルームは、第五元素兵器の格納庫である。

　その巨きよ体たいは、そこで静かに眠ねむっていた。

　コントロールルームにはエーテル粒子が充じゆう満まんしており、普ふ通つうの人間は生身では毒に冒おかされ、常じよう駐ちゆうし続ければ一〇分、すぐに外へ出たとしても数時間で死亡する。

　そんな汚お染せんの只ただ中なかに、一人の男が立っている。

　防護服ではなく金属でできたプレートアーマーのようなもので身を包んだその男は、第五元素兵器を見上げながら静かに佇たたずんでいた。

「……こんなところでどうした、オフィクスよ」

　名を呼ばれ、オフィクスは声の方を向いた。

「メリディアム卿きよう……」

　エーテル防護服を着込み、彼の横へくると声の主は同じように巨体を見上げた。

　彼女の名はイレイナ・メリディアム。

　第五元素兵器№Ｘ『ヴリトラ』の操者である。鋼国の権力者であり第五元素兵器の操者でもある貴族の中で、オフィクスが唯ゆい一いつ尊敬している女性だ。

　オフィクスはかつて王国出身者であり、【星】として覚かく醒せいしたばかりの子供だった。しかしすでにその時には瀕ひん死しの重傷を負っており、肉体のほとんどが壊え死ししていた。

　オフィクスは【星】の研究のために鋼国へ搬はん送そうされ、そこで現在の身体からだに改造手術を施ほどこされたのである。彼を作った博士とメリディアム卿は友人関係にあり、オフィクスは彼女から鋼国貴族の中での生き方を学んだのである。

　言うなれば、博士同様にオフィクスにとって親のような存在だ。

「兵達が貴様に会いたがっていたぞ。お話が聞きたいですと、私のところまでやってきたぐらいだからな」

「だからここへ逃にげてきたのです。ここなら、誰だれも入ってこられませんから」

「胸を張ればいい。ヨルムンガルド以来、初めて【七星】を撃うった第五元素兵器にして英えい雄ゆう……貴様のことだ」

　英雄という言葉に、オフィクスは低くうなるようなため息を吐ついた。

　奥歯をかみ締しめている音が、装そう甲こうの内側から響ひびいていた。

「……不意を打っただけです。その上、結局俺は無残な敗北を喫きつした。誇ほこれるようなことは何一つありません」

「謙けん遜そんをするな。討うったのは事実。しかも碧へき凱がいノ星といえば王国の盾たてではないか。貴様は王国の盾を崩くずし、鋼国の矛ほことして認められたのだぞ。何が不満か？」

「…………」

「あいつもきっと喜んでくれているはずだ。貴様の力を鋼国に知らしめることが、彼女の悲願だったのだから」

「オレはまだ、博士の悲願を叶かなえてなどいない……！」

　拳こぶしを振ふり払はらい、声を荒あらげたオフィクスを、イレイナは静かに見つめた。

　非礼を働いたことで我に返りつつも、オフィクスは拳を解けずに顔の前で強く握にぎり締める。

「ナンバーズ入りを蹴けったそうだな。公こう爵しやく達はたいそうご立腹だったぞ」

「……申し訳ありません。メリディアム卿は、オレの後ろ盾になっていただいていたのに」

「頑がん固こな男だ。自分自身を認められないがために、世間の容よう認にんを跳はね除のけるとは……ふふ、親に似たのか？」

　彼女の言う親というのは生みの親ではなく、オフィクスの設計者、博士のことだ。

　鋼国の貴族達は、かの博士を狂マツド科学者サイエンテイストだの無益の天才などと蔑さげすんだ。エーテルをエネルギーに変へん換かんする技術を確立した功労者を脇わきに追いやった連中に、博士の集大成である己おのれ自身を認めさせるために、オフィクスは戦っている。

　イレイナは少し呆あきれたような微び笑しようを浮かべた。

「まあいい。貴様はそう言うと思ったさ……今回の作戦で勝利を収めれば貴様の心も決まるだろう。私と貴様ならできるはずだ」

　オフィクスは拳を解いて、わずかに下を向く。

「おや、相棒が私では不満か？」

「そうではありません。貴女あなたと共に戦えるのは光栄です。しかし……『ヴリトラ』は」

「なんだ、私の身体を気き遣づかってくれているのか。貴様も偉えらくなったものだなぁ」

「茶化さないでください。この機体に人間が搭とう乗じようするということがどれほど無む謀ぼうか、貴女が一番ご存じのはずです」

「ああ、知っているとも。しかし破砕ノ星『アルハザード』は第五元素兵器の天敵だ。機動性に特化したこの機体が、相対するのにもっとも相応ふさわしいという上の判断は正しいよ」

「それならば、オレ一人でも……！」

「うぬぼれが過ぎるぞ。貴様は【星】を舐なめ過ぎている。その認識を改めよ。さすれば、おのずと結果はついてこよう」

　オフィクスは肩かたを落とし、素す直なおにイレイナの指し摘てきを受け入れる。

　オフィクスは決して驕おごりで言ったのではない。

　第五元素兵器『ヴリトラ』はナンバーズの中でも特とく殊しゆであり、非人道的な機体として恐おそれられていた。

　ロストテクノロジーの産物であったのは他のナンバーズと同様だが、地中にて発見された当初のヴリトラは半はん壊かいしており、ほとんどが使い物にならなかった。そこで後のオフィクスの製作者が、小型化を視野に入れた実験機としてヴリトラを改修したのである。

　結果、ヴリトラは機動性とパワーに特化した高速機体へと生まれ変わった。

　しかし問題は、その機動性を可能にした技術だった。

　ヴリトラは運動器官が限りなく人間に近くなっており、エーテル流体化筋繊せん維いが採用されている。これは液状化した高こう濃のう度どエーテルを血液のように筋繊維に流し込むことで、爆ばく発はつ的な瞬しゆん発ぱつ力りよくを発揮させる技術だった。しかしこの機体は、全身がエーテルそのものと言える状態であるため、操者へのエーテル汚染を抑おさえきることができなかった。

　エーテル汚染の除去技術は確立されているが、汚染そのものを完全に封ふうじることは今のところ不可能とされている。

　全すべての操者がそのリスクを背負っているが、ヴリトラは他とはレベルが違ちがうのだった。

　非人道的であるとして長らく封印されていたが、イレイナは自ら志願し、此この度たびの作戦でヴリトラに搭乗することになっていた。

「何も貴女が乗る必要は無い……オレはそう思います」

「お前の親は馬ば鹿かで狂科学者だったが、一度たりとも人を殺すためにモノを作ったことはなかった。かと言って倫りん理りが欠けつ如じよしているから、生かすために作ったこともなかったがな。ただただ機械が好きな、子供のような女だった……そういうところが好きだったよ」

「…………」

「だからあいつが作ったもので無関係な兵を殺させたくはない。あいつに殺されるのなら、私が相応しい」

　ヴリトラを見つめる防護ヘルメットの中の瞳ひとみは、かつて博士に向けていたものと同じだった。

「そう悲しそうな顔をするな。長い間量産型に乗っていた私は、遅おそかれ早かれ死ぬ。その前に、貴様と共に肩を並べて戦いたいのだ。その辺りを少しは察しろ」

「無理です……貴女は私にとって、博士と同じぐらい大切な方です。死ぬとわかっているからと言って、容認できるものではありません」

「しつこいぞ。本当に親心ごころのわからぬやつだな」

　冗じよう談だん混じりにそう言って、イレイナは拳でオフィクスの胸を叩たたいた。

　笑えみを消し、イレイナは顔を引き締める。

「偵てい察さつから報告が入った。アルハザードが最前線を離はなれたそうだ」

「？　このタイミングで……何な故ぜです？」

「さあな。謎なぞの部隊が彼女を回収し、去っていったらしい。追つい跡せきをさせたが、撒まかれてしまったそうだ」

　オフィクスは息を吞のんだ。

「──その部隊に、黒い右みぎ腕うでを持つ男はいましたか？」

　オフィクスの声に殺意が混じっているのをイレイナは見み抜ぬき、不敵に笑った。

「ああ。恐らく、貴様の言っていた星ほし守もり部隊だろう」

　拳がぎちりと音を立てる。立ち上る殺気と共に、オフィクスは機械の瞳を赤く輝かがやかせた。

「少しはやる気が出たか？」

　オフィクスが答えずとも、イレイナは十分に理解した。

　何故ならば、装甲に包まれていてもわかるほどに、オフィクスが笑みを浮うかべているのがわかったからだ。

「衛生兵メデイツク……！」

　胸に刻んだその名を声に出すだけで、人として残ったオフィクスの魂たましいが歓かん喜きに打ち震ふるえていた。




　　　　※　※　※




　かつての西部戦線は、大陸統一戦争が始まって軍事拠きよ点てんとして利用されるまでは帝てい国こくと王国をつなぐ街かい道どうが通っており、非常に栄えていた。

　鋼国の侵しん攻こうが決定打となり、今では軍人以外の人間は一人も生活していない。

　そのため、打ち捨てられた家屋の類たぐいは数え切れないほど存在している。

　小さな牧場跡あとに建っている二階建ての廃はい屋おくを隠かくれ蓑みのに選んだメディックは、家に入ると二階のベッドにアルハザードを寝ねかせた。

　防寒シートを毛布代わりにかけてやりながら、メディックはアルハザードの寝顔を見つめる。

（三年前はまだ子供だったのに、ずいぶんと大きくなった……）

　雰ふん囲い気きも大人びて、グリューエルと共に旅をしていた頃ころの面おも影かげはない。

　苦労したのだろう。それを思うとメディックの胸がずきりと痛んだ。

　彼女を【星】にしてしまった原因は、偏ひとえにメディックにある。こうして疲ひ弊へいした姿を見るとその責任の重さを感じた。

　シートから手を離してその場を離れようとした時、アルハザードが眠ねむりながらメディックの手をつかんだ。

「……行か……ない……で」

　寝言をつぶやきながら、彼女の瞼まぶたから涙なみだのしずくが零こぼれ落ちる。

　振りほどくことなどできずに、メディックは頰ほおを指で搔かきながら途と方ほうに暮れた。

　と、そこへ、水を入れた器を片手に持ったリリスが、ドアを開けて顔を出した。

「メディックさん、食事の件なんですけど、ラビィさんが……って、ぁ」

　ドアノブを摑つかんで開けた状態でリリスが硬こう直ちよくする。メディックはアルハザードに手を握られたまま顔をリリスへと向けた。

「ん？　糧りよう食しよく持ってきてるだろ？　それでどうにか……どうしたリリス？」

「……あの、ごめんなさい……ノックもしないで……ご、ごゆっくり」

「何を!?　何をごゆっくり!?」

「いえ、二人の仲を邪じや魔まするのは悪いなと思って……」

　ドアを閉めようとしたため、メディックは「ちょいちょいちょいちょい！」と手をパタパタとさせて引きとめた。

「何を誤解してんのかしらねぇが話の途中で退場すんなっ。動けねぇで困ってんだ。それ、こいつの頭冷やすための濡ぬれタオルが入ってんだろ？　持ってこいよ」

「あ、で、ではここの棚たなに置いとくので、ご自由に……」

「──いいからこっちこいやッ」

　こめかみに血管を浮き上がらせながら言うと、リリスはしぶしぶといった様子で部屋に入ってきた。

　なんだかもじもじしつつも、トトトッと小走りにやってきて、ベッド脇わきのスタンドに器うつわを置いてタオルを絞しぼる。

　その間も、手を握るアルハザードと、握られっぱなしのメディックのことをチラチラと見ている。ちょっと口を尖とがらせていじけている風なのは何故だろう。

　メディックもさすがにこうもじろじろ見られると照れくさい。

「なんだよ……見せもんじゃねぇぞ」

「こっちこいって言ったのメディックさんですよ……イチャコラされるの見せ付けられるこっちの身にもなってください」

「あ！　やっぱそういう誤解ね!?　ロリコンじゃないって前に言いましたよね!?」

「……否定する部分が微び妙みようにズレてるのがほんとメディックさんですよね」

「!?　その返し……お、お前、ちょっと星守メンバーに感化されてきてない……？」

「そうですか？　別にそんなつもりはないですけど」

　口を尖らせながら言っても説得力はなかった。

　リリスは絞り終えたタオルを、アルハザードの額にのせる。涙を流す顔を見て、リリスの瞳が慈いつくしみを帯びる。

「アルハザードさん、安心してるみたいですね。緊きん張ちようの糸が解けているのがわかります。この寝顔を見たら、メディックさんの誘ゆう拐かい発言にも、ちょっとだけ納なつ得とくできました」

「フッ、俺らの救出はいつも誘拐と紙かみ一ひと重えだからな。まあ今回のは完全に誘拐だが」

「いや、でも冗談じゃ済みませんよ？　西部戦線の主力が突とつ然ぜんいなくなったんですから、前線部隊は大混乱です。【星】を誘拐したとなれば、正直、軍法会議どころでは済まないと思います」

「そのへんのフォローはオッカムさんに期待したいところだが、覚かく悟ごはしてるぜ。お前達も、承知の上でついてきてくれたんだろ」

　苦く笑しようしながらメディックは頰を指で搔く。

　誘拐しよう、というとんでも発言があった後、極きよつ刑けいもあり得うるということをメンバーに伝え、その覚悟が無い者はついてくるなときちんと言ってあった。

　誘拐染じみているのは毎度のことだが、今回はレベルが違う。

　リリスを助けに行った時のような、独断で救出に向かうどころの話ではないのだ。国の象しよう徴ちようたる【星】を誘拐して行方ゆくえをくらませるなんて前ぜん代だい未み聞もんである。加えてボルドーは王族の血けつ縁えんであるため、さらにこじれることが予想された。

　それらの事を承知の上で、星守メンバーはあっけらかんとついてくることを選んだ。

『ほんじゃ身みの代しろ金きんいくらにする？』

　ラビィも、

『覆ふく面めんでもして脅きよう迫はく写真とか送りつけるのはどうでしょう？』

　レイディも、

『いっそ脱ぬがせた恥はずかしい写真を撮とりましょうよ、メディックの』

　フローラも、まるで緊張感の無い冗談を返す始末だった。むしろわりとノリノリだった。

　まだ慣れていないリリスだけが、おろおろと心配性しようを発揮していただけである。

「まあ、一応通信で誘拐するっつー宣言は破は砕さいノ大隊にしておいたからな。前線の穴あな埋うめは迅じん速そくに行われるだろうよ」

「そのあたり、しっかりしているところは評価できますよね。しっかりじゃなくてちゃっかりでしょうか」

「……辛から口くちっぷりまで様になってきてんじゃねぇぞ」

　そうですか？　と言いながらちょっと意地悪そうな笑みを浮かべるリリス。

　手ぬぐいで濡れた手を拭ふきながら、リリスは部屋を眺ながめた。

「そういえばこの廃屋、戦線に配備されている部隊からは完全に死角になっています」

「エーテル汚お染せんの影えい響きようもあって、魔ま力りよくでの探査も難しいはずだ。念のためアーサリーには、周辺の特とく徴ちよう的な岩場や、生き残ってる植物なんかの形状を《構造フイツクス変換ブロークン》で作り変えて偽ぎ装そう工作を施ほどこしてもらっている。地図通りに俺達を探す連中が自然と迷うようにな」

「でも、よくこんな場所を見つけられましたね？」

　リリスが問うと、メディックは近くにあった椅い子すを引き寄せて腰こしを下ろした。

「ここは一時期、俺が使っていた家なんだ」

「使っていた？」

「この場所で鋼国の大進しん撃げきがあったのは知ってるだろ。その頃俺とグリューエルは……軍を離れてここで二人で生活してた。といっても、三ヶ月足らずだけどな」

　生活してた、の意味が一いつ瞬しゆんわからず呆ほうけた後、リリスの顔がボッと赤く染まった。

「それって、つまり……やっぱりその、二人は……」

「？」

　メディックが首をかしげると、リリスはモジモジしながら目を逸そらした。

　そこまできてようやく、メディックはリリスが何を言いたいのか理解した。

「ああ、いや……うーん、どうなんだろうな。ただ俺達の関係は、恋こい人びととかそういうのだったのかと聞かれると、はっきり違ちがうと言えるぞ？」

「え!?　違うんですか!?」

　妙みように食いつくなこいつ、と思いつつもメディックは答える。

「なんて言ったらいいかわからないんだが、慰なぐさめあう関係だったのは間違いないし、所しよ詮せん傷の舐なめあいだって言われたらその通りだ。でも確かにそこに『想おもい』はあったんだ。俺が生きてきた中で、一番大切な存在だったのは間違いない」

　膝ひざの上に肘ひじを置き、少しうつむいて、メディックは懐なつかしむように当時の二人の関係を口にする。

「お互たがいがいなければ立っていられない……そういう関係だな」

　メディックは淡たん々たんとしながらも、当時のグリューエルの話をリリスにするのだった。







　リリスは黙だまってメディックの話を聞いていた。

　救うために【星】の力を使いたいと言い、その願いの通りに生きたグリューエル。

　そのそばに連れ添そった、メディックの旅の話だった。

　胸の内をそっと打ち明けるようなメディックの声に、リリスの胸が少しだけ痛んだ。

　異性だとか恋れん愛あいだとか、そういう言葉では言い表せないほどに二人の関係は深かった。

　リリスは、自分の俗ぞくっぽい勘かんぐりが恥ずかしくなった。

　きっと二人はわずかに残った生きる意味を、互いを薪まきにし合いながら燃やしていたのだ。

　それがどれだけ悲しく、どれだけ儚はかなく、どれほど尊いかは、不思議とリリスには理解できた。

（どうしてでしょう……私は、二人を見てきたわけじゃないのに）

　胸の痛みは、嫉しつ妬とや悲しみではなく、共感からくるものだった。

「あの頃の俺達は追い詰つめられていたんだ……今のこの子みたいにな」

　そう言って、メディックはアルハザードの頭に手を置いて軽く撫なでた。

「アルハも俺達と一いつ緒しよにここにいたんだぜ。あの頃はまだ【星】じゃなかったがね」

「…………」

「俺とグリューエルは、この子にも救われた。一緒に助けられた最初の命だ、って、あいつは喜んでたっけな」

　メディックの撫でる仕草に、リリスはようやく二人の関係を理解した。

　まるで親子だと思った。

　グリューエルが母親で、メディックが父親、そしてアルハが娘むすめ。そんな生活が、ここにはあったのかもしれない。

　この廃はい屋おくに入った時に、生活観を感じたのはそのせいなのだろうとリリスは思った。

　話を終えたメディックは椅子から立ち上がると、大きく伸のびをした。

「アルハが【星】になったのは俺達の旅が終わった直後なんだ。そう考えると、お前とは同期ってことになるな。起きたら仲良くやれよ？」

「う……どうしたらいいんでしょう？　同世代の【星】との交流、ほとんどなくて……」

「訓練時代に同い年ぐらいの【星】いなかったのか？　魔法士とかもさ」

「いましたけど、よく堅かたすぎるって言われて遠ざけられちゃうんですよね」

「女の子同士について俺に聞かれてもな？　フッ、これでも無神経で通ってるんで」

「それ自信持って言うことじゃないですよね!?」

　ついつい声を荒あらげてしまった、その時だった。

「……ぅぅ、ん……メディック……？」

　眠ねむたそうな声の方を見ると、目をこすりながらアルハが起き上がっていた。

　アルハはぼんやりとした目でメディックを見つめていたが、彼が「よう」と手を上げると緩ゆるみきった顔でにへらと笑った。

「本当に……夢じゃなかったんだ」

　メディックは薄うすく微笑ほほえんだ。

「呼ばれたら、どこにいようが必ず行くさ」

「うん……ごめん」

「なんで謝るんだよ。お前が呼んだらすぐに行くって約束したろ？」

「うん……ごめん……ごめんなさい」

「……アルハ、何があった？」

「ごめんなさい……許して……」

　笑え顔がおで謝り続けるアルハザードの顔が少しずつ歪ゆがんでく。やがて彼女は両手で顔を覆おおい、うつむいて声もなく泣き始めた。

　ベッドに腰を下ろしたメディックは、リリスに言った。

「悪い、リリス。少し外してくれるか」

　リリスはこくんと頷うなずいて、部屋を離はなれた。

　ドアを閉めようとする時にメディックの方を一度だけ見た。前まえ髪がみに隠かくれて瞳ひとみは見えなかったが、彼が血が出るほどに歯を食いしばっているのだけが見えた。




【星】の死というものは、【七星】以外は国民に知られることはあまりない。【星】は再臨という形で生まれ変わるという考えが根付いているため、悲しむ必要は無いという習わしが王国にはあるのだ。

　葬そう儀ぎも国民全員で大々的に行うのではなく、星宮にて【星】のみでしめやかに取り仕切られる。現在は戦時下にあるため、個別に行うのではなく、三ヶ月ごとに戦死した【星】をまとめて送り出すことが多かった。

　一番最近に行われた戦死者の列に、一人の【星】がいた。

　黄おう雷らいノ星『ウルエラ』という、まだ若い【星】だった。

【星】としての力は強くなかったが、それでも西部防衛線を守る者として、立派に務めを果たした。

　三ヶ月前、量産型第五元素兵器と戦せん闘とう中に、相打ちとなって殉じゆん職しよく。

　軍にはそう報告されている。

　だが、彼女の死には他ほかに理由があった。

「三ヶ月前、救きゆう援えん要よう請せいを受けたの……第五元素兵器の出現で黄雷ノ大隊が壊かい滅めつ状態で、ウルエラの命も危あやういって。わたしは休息のために拠きよ点てんを離れてて……近衛このえ分隊が先に現場へ向かったの」

　泣き疲つかれて落ち着いたアルハが、当時のことを淡々と語る。

「後から追いついたけど現場はひどいエーテル汚染で……視界も曇くもってまともに見ることもできなかった。でも、みんなが戦ってる音だけはしてた……悲鳴と助けを呼ぶ声……わたし、どうにかして助けなきゃって思ったの」

　メディックは黙って話を聞いている。

「魔力通信もろくに繫つながらなかった。それでも、どこのポイントにいるのかさえわかれば、援護ができると思って……そうしたら、通信が聞こえてきたの」

「…………」

「このポイントを攻こう撃げきしてほしい、って……もっとよく考えるべきだった……音は途と切ぎれ途切れで聞き取れなかったのに、わたし、どうして……どうして……」

　泣きはらした顔を、アルハが上げる。

　助けを求めてすがりつくような視線を受け止めながら、メディックはまっすぐに見つめ返した。

「わたしの攻撃で、ウルエラも、大隊長も、近衛分隊も、みんな死んでしまった……っ」

「……それでお前は、戦線に一人で留とどまり、戦い続けていたのか」

　アルハが頷く。

「自主的に、じゃねぇよな」

　瞳を揺ゆらして、下を向きながら首を横に振ふった。

「噓うそは吐つかなくていい。お前が【星】と仲間を手にかけちまったことを知っている奴やつがいるな？」

「……っ」

「ボルドー・ルッケマラン、あいつだ。違うか？」

　少しだけ問い詰めるように言うと、アルハはうつむいたまま首を縦にも横にも振らなかった。

　答えなど聞かずとも、アルハを見ていればわかった。

　味方を誤射したことをボルドーに知られ、奴に脅おどされていたのだ。自分達は安全な後方でぬくぬくと過ごし、戦いは全すべてアルハに任せる。彼女のもたらした戦果は、全てボルドーの評価になっていく。

　恐おそらく、そういう寸法だ。

　直属大隊が全て奴に従っているのは、奴がそれだけの権力を持っているということである。逆らえば適当にでっちあげられた罪状で軍法会議にかけられるか、もしくはその場で銃じゆう殺さつされてもおかしくない。王族にはそれが許される。

　一度だけ見たボルドーの薄ら笑いを思い浮うかべて、メディックは感情が急激に冷えていくのを感じた。

　怒いかりはない。こういう時、そういうものは邪じや魔まになる。抱いだくだけ不毛だ。

　最初は怒りを抱くこともあったし、冷静ではいられない時も多かった。

　だが、本当にその対象が「問題」となった時、思考は冷える。

　どうやって排はい除じよするかだけを考えるようになる。

　メディックは星ほし守もりという特とく殊しゆな部隊を率いているため、立場が上のゲス野や郎ろうとかかわることがよくあった。

　利己的な奴、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴、猫ねこを被かぶっている奴、今まで散々関わってきた。

　しかし、【星】を利用しようとする奴は今回が初めてだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺がなんとかしてやる……こういうのも星守の仕事だ」

　そう言うと、アルハは切せつ羽ぱ詰つまった表情でメディックの胸むな元もとの服を摑つかんだ。

　そして、激しく首を横に振る。

「ダメだよ……！　そんなことをしたら、何をされるかわからないっ。メディックや星守の人達、破砕ノ大隊のみんなもっ、きっとひどい目にあっちゃうよっ」

「…………」

　アルハは無理やりに笑顔を見せながら、下した唇くちびるをかんだ。

　まるで何かを我が慢まんするかのように。

「わたしは、大丈夫だから……ちょっと休めば、また戦えるから」

「…………」

「これは当然のことだから……わたしがウルエラや仲間を殺してしまったのは事実なの。だから、わたしが一人で……」

「──ふざけるな」

　怒ど気きを含ふくんだ、とても冷たい声だった。

　アルハの顔が強こわ張ばる。

　メディックは眉み間けんに皺しわを寄せて、明らかに怒おこっていた。

「何が大丈夫なんだ。そんなわけねぇだろ」

「……っ」

「あのまま戦い続けていれば、お前は近いうちに必ず命を落としていた。このまま戦い続けるのは、自殺以外のなんでもねぇ。俺が【星】になるなら約束してほしいと、お前に言ったことを覚えてるか？」

「…………うん」

「──生きることを第一に考えろ。じゃなきゃ【星】になんかなるな。あの約束は、まだ有効か？」

　息を吞のむ。

　メディックはアルハの頭に手を置いて、優やさしく撫なでた。

　再び、堰せきを切ったようにアルハが大おお粒つぶの涙なみだを流した。

　最初とは違ちがい、まるで𠮟しかられた後の子供が泣いているかのようだった。

　泣きながら、アルハは素す直なおに頷いた。

　メディックは真しん剣けんな表情を崩くずして、かつて彼女に向けていたのと同じ、優しくも悲しい笑みを浮かべた。

「こうしてお前を撫でてやるのも三年ぶりだな。だけど、もう俺達はあの頃ころとは違う。お前はもう破砕ノ星『アルハザード』だ。【星】になったのなら……何が何でも生きてもらう。それが俺の信念だからだ」

　撫でていた手をそのまま頰ほおへ持っていき、右手と合わせて顔を包む。

　彼の左手は温かく、右手は冷たかった。

「俺はお前の助けを求める声を聞いた。お前が口でどう言おうが、俺にはその声が届いたし、今もまだ聞こえている……だから」

　言葉を一度区切り、メディックは優しさを消して、今一度確かく認にんする。

「アルハ。俺はお前を助けるぞ、いいな？」

　アルハは彼の左手に手を重ねようとして、止める。

　アルハにはわかったのだ。三年前、この場所で過ごしたメディックはもういないのだと。

　かつてメディックは、アルハのことをまるで娘むすめのように大切にしていた。グリューエルと一いつ緒しよに助けた最初の命として、この場所で家族のように過ごした。

　けれど、アルハが【星】になったように、メディックもかつての自分を捨てて星守となった。

　メディックはもう、アルハを特別扱あつかいしたりはしない。

　グリューエルとの約束があるからだ。

　アルハは目を閉じ、夕焼けに染まるグリューエルの後ろ姿を思い出しながら──

　彼の黒い右手に、自分の左手を重ねた。

「はい」

　頰を伝う涙が一筋流れ落ちて、アルハの涙はその時、止まった。







　ドアの外で、聞くつもりはなかったのに全て聞こえてしまっていたリリスは、膝ひざを曲げてしゃがみこんでいた。

【星】には誰だれしも、そうなる切きっ掛かけとなる原点がある。

　リリスのそれは「誰かを守れる人になりたい」という、強きよう烈れつながらも漠ばく然ぜんとしたものだった。

　そしてリリスが星守になろうと決めた原点は、メディックへの憧あこがれだった。

　もちろん、自分と同じような境きよう遇ぐうに陥おちいっている【星】を救う仕事がしたいという気持ちも強くある。

　でも何より、リリスは彼のようにまっすぐに自分の在り方を見定め、進んでいけるような人になりたくて星守になった。

　メディックはどうして星守になったのだろう。

　それを考えると、二人の会話に出てきた約束という言葉が頭から離はなれなかった。

（約束……かぁ）

　そういうものを誰かと交かわしたことは、たぶん一度も無かった。

　きっと、彼の原点はその約束にあるのだろうとリリスは思う。

（グリューエルさんって、どんな人だったんだろう）

　ぼんやりと天てん井じようを仰あおぎ見ながら、グリューエルを夢想する。

　一度も会ったことがないのに、リリスにはどういうわけかぼんやりとイメージできた。

　深い海色の長い髪かみの女性。

　槍やりを持ち、天に舞まうその姿を──

「あの槍……もしかして……」

　リリスは手の平を広げて、天井に翳かざす。

　その手には、第五元素兵器との戦いで使った槍の感かん触しよくが、まだ残っているような気がしてならなかった。

[image: ]








第三章　逃とう避ひ行こう






　アルハから事情を聞いた後、メディックは星ほし守もりメンバー全員に同じ話を聞かせた。

　リビングにて、食しよく卓たくだったであろう机を囲みながら、星守達は話を聞き終えても黙だまっていた。

　事情を知った星守達はそれぞれ思うところはあったのだろうが、深く突つっ込んだりはしない。日頃からのんべんだらりとしている彼らだが、こと仕事に関してはわりとまじめというか、ドライなところがあった。

　というより、割り切っていると言ったほうが正しい。この場にボルドーがいればたぶんラビィ辺りは殺すつもりでぶん殴なぐったりしただろうが、「この場にいないやつに怒っても仕方が無い」とあっさり状じよう況きようを受け入れた。

　ラビィは胸の前で腕うでを組みながら、どことなく貫かん禄ろくのある神しん妙みような顔つきをしていた。

　メディックは話を続ける。

「事情はもうわかったと思うが、すでにアルハが守っていたポイントには別の【星】が配置されている。防衛面ではむしろアルハ一人の時よりは──」

「最優先すべきは感情じゃないものね。それよりも今後どうするかよ」

「……うん、今後をどうするかなんだが──」

「いいえ、方針は決まってるわ」

　メディックが眉まゆ根ねを寄せてジト目をラビィに向ける。

　……なんでこいつ、突とつ然ぜん仕切り始めた？

「現状、あたしらは王国も鋼こう国こくも敵扱いよ。だけど基本的に、王国軍の追っ手が襲おそってきても攻こう撃げきを仕し掛かけることはできないわ……あたしらはいいけど、リリスちゃんとアルハちゃんは絶対にダメ」

「うん……そうだね」

「特にアルハちゃんには真っ先に自分の身を守れるように、なるべく休養を取ってもらうのがいいと思うの。そもそもあたしらはそのために強行手段をとったわけだから」

「そうだね、そうだね」

「そこで──」

　なんで隊長の俺が相づち打たなきゃいけないんだろう。素そ朴ぼくな疑問を感じつつも、的を射ているのでメディックは頷うなずくだけに留とどめた。

　バンと両手を机について、ラビィはアルハに向かって身を乗り出した。

「──アルハちゃん、今何食べたい!?」

　…………。

「なんで食い物の話になった？」

「はぁ!?　お腹なかが空すいているからよ！」

　ツッコミに対して真顔で怒ど鳴なられて、メディックは顔を引きつらせた。

「あ、その顔、こいつまた空気読まずに適当なこと言ってら～とか思ってるわね？」

「思わざるを得ねぇだろ……何、急にどうしたんだ？　ハラペコなのか？」

「ハッ、これだからど素人しろうとは」

　やれやれと両手を上げながらラビィがもの凄すごい見下した目で見てくる。

　あ、すごいムカつく、とメディックは思った。

「いい？　食事っていうのは体力、精神の回復に睡すい眠みんと同じぐらい大事なの。いくら治ち癒ゆ魔ま法ほうといってもあくまで治癒。対象の治癒能力を促そく進しんさせて治すんだから、元が元気じゃないと効果が薄うすまるの。魔力は人間の第二のエネルギーではあるけど、魔力を活性化させるのに必要なのは……なんでしょう？──はいメディック君！」

「……カロリー？」

「正解！　つーわけで何食べたい!?　胃が弱ってるからお腹に優しいものがいいよね！」

「戦せん闘とう糧りよう食しよくじゃダメなんか……」

「【星】が大食いなの知ってるでしょ？　あたしらが持ってきた糧食だけじゃ全然足りない。それにあんな出で来き損そこないのクラッカーを食べても心は豊かにならないわ！」

　一理も二理もあるのだが、状況が状況なので実に吞のん気きである。

　しかし、あまり張り詰つめていてもアルハにはよくない。ラビィのこういうところに今まで何度も救われてきたのは事実だった。

「言うだけ言ってみて！　なんでもいいよ！　できるものならメディックがなんでも作ってくれるから！」

「俺が作るのかよ！　俺達は隠かくれてるんだぞ!?　火が使えねぇんだから、ろくなもん作れないからな!?」

「アーサリーが魔力コンロを作ってくれたわ！　あれなら煙は立たないでしょ！」

　メディックが顔を引きつらせていると、リリスが素朴な疑問を口にする。

「メディックさん、お料理ができるのですか？」

「できるというか、わりと得意ですわよね？　料理」

　レイディに同意を求められるが、頰を指で搔かきながらメディックはそっぽを向いた。

「ただの兵士だった頃ころに、戦地で食い物に困ることが多くてな。あり合わせのもんとか、現地で手に入るものを、喰くえるように改良するのは……その、なんだ……得意だ」

「わっ、意外です。そんな特技をお持ちだったなんて！」

「特技とか、そんなたいそうなもんじゃねぇっつの。そのへんの獣けものなんかは季節によってはカレー粉とかがねぇと食えたもんじゃないんだよ。そういうのを食べやすくしたりとか……その程度だ」

　リリスが珍めずらしくメディックに対して感心している。メディックはそっぽを向いたまま、少し照れくさそうに口元をもごもごさせた。

　そこで、

「メディックのお料理……美お味いしい、よ」

　メディックの後ろに隠れていたアルハが、小さな声でそう言った。

「ここに住んでた頃に、よく作ってくれたから……蛇へびとかも、美味しくしてくれる」

「蛇!?　蛇食べたんですか!?」

「カエルと蛇は美味しい、です」

「マジですか!?　こ、こんなに可か憐れんなのに……へ、蛇とカエル……」

　驚きよう愕がくして、リリスは言葉遣いが崩くずれていた。

　メディックはアルハの背中をぽんぽんと叩たたいた。

「んで、何か食いたいもんはねぇのか？　とりあえず何でも言ってみろ」

「な、なんでも、いいの？」

「おう。この辺でまだ生き残ってる動植物はエーテルに耐たい性せいを持ってる。ここにいた当時とは事情は違ちがうだろうが、食えるもんは見つかるだろうしな」

「じゃあ……あの、アルハは」

　アルハはもじもじとしながら、上うわ目め遣づかいでメディックを見た。

　そして頰ほおを赤らめて、恥はずかしそうに──

「虎とらが食べたい、かな」

　──百ひやく獣じゆうの王の親しん戚せきを所しよ望もうした。

　西部戦線の温暖な地域には、砂虎と呼ばれる大型の虎が生息している。強きよう靭じんな外皮と体毛はエーテルの影えい響きようを受けずに弾はじき、呼吸器官も特とく殊しゆなため生息できている。

　なお、肝きもが美う味まいらしい。




　　　　※　※　※




　破は砕さいノ大隊本部はメディック達のいる廃はい屋おくからはかなり遠く離れているが、ボルドー・ルッケマランは拠きよ点てんのテントで酒を飲みながら部下と賭かけダーツに興じていた。

「おっ、また僕の勝ちだね！　いや～悪いね、これで何勝目かな？」

　ニコニコと笑いながら、ボルドーは部下のテーブルに積まれた煙草たばこのパックを奪うばい、自分の机に置いた。

　気分良さそうにウイスキーの入ったグラスを呷あおり、足を組んで煙草を口に咥くわえる。

　部下達は皆みなテーブルについてはいるものの笑ってなどいなかった。

　ここに集められた部下達は、誰だれ一人ひとりボルドーには逆らえない。近衛このえ分隊はボルドー以外戦死し、補ほ充じゆうのためにやってきた魔ま法ほう士も彼の命令で後方の検問に回されている。ここでの一番の権力者はボルドーであり、また同時に戦せん闘とう能力的にも一番優すぐれているのは彼だ。

　彼はあえてこの状況を作り出している。さらにあろうことか【星】であるアルハザードを私物化している。

　そこに直属大隊の兵士達が怒いかりを覚えないはずがない。全員ではなくとも、アルハザードをまっとうに守ろうとしている兵士は多かった。

　兵士達が大人しくボルドーに従わざるを得ない理由は、彼が王族縁ゆかりの者というのはもちろんある。軍法会議にかける権限があるというのは誇こ張ちようではなく、極きよつ刑けいもあり得うるというのも事実だ。そんなことをせずとも彼が現大隊長である以上、敵に一人で突っ込めと命令されれば逆らえないのだ。

　しかし保身で彼に従っている者達だけではなかった。逆らってでもアルハザードの現状を解消させようと試みた者はいた。ボルドーから聞かされた誤射による【星】と近衛分隊、前大隊長の事故死というのがたとえ事実であろうとも、その責任の全すべてをアルハザードに負わせるのは間違いだ。それでは直属大隊の意味がない。

　そのような想おもいで動いた者はいた。どうにかして連隊本部や防衛線統とう括かつ本部へ連れん絡らくを取り、信しん頼らいできる上官へ真実を届けようとした者はいたのである。

　ボルドーはそういった動きを徹てつ底てい的に封ふう殺さつした。魔法士としての実力は並であり、戦闘経験も浅いため兵士としては三流だが、事こういった動きに関してだけは一流だった。

　兵士達や【星】が雁がん字じ搦がらめになるような根回しをさせると、この男の右に出る者はいなかった。彼が破砕ノ大隊の実権を握にぎるようになってから、極きわめて不本意な状況に陥おとしいれられた兵士は数知れない。

「進言します。大隊長殿どの」

　沈ちん黙もくを裂さくように、一人の兵士が立ち上がり、ボルドーに話しかけた。

　ボルドーはグラスをくゆらせながら、彼を見ずに「何？」と返す。

「我々直属大隊は、現在【星】を強ごう奪だつさせられている最中です。捜そう索さくなどは行わなくてよろしいのでしょうか」

「んー？　いいよいいよ。このへんじゃどうせ遠くへは逃にげられない。なにせ進んでも戻もどっても彼らにとっては敵しかいないからねぇ」

「しかし、アルハザード様は我々にとって──」

「君、しつこいね。僕は二回同じことを言うのが嫌きらいなんだよね」

　薄うす目めを開けたまま微笑ほほえみ、立ち上がった兵士を見つめる。

　兵士は顔を青くして冷ひや汗あせをかいたが、決して椅い子すに座ろうとはしなかったため、仲間の兵が彼を無理矢理座らせた。

　ボルドーは椅子から立ち上がり、欠伸あくびをしながら伸のびをした。

「まあでも、安心しなよ。何も手を打っていないわけじゃないからね。僕らは動かずとも、連中がなんとかしてくれるよ」

「連中？」

　進言した兵士が訝いぶかしむと、ボルドーはテントの出口へ歩いて向かう。

「【星】の中には、特殊な役割を担になっている連中がいるのを知ってるかい？　中には敵と戦うことが本ほん懐かいではない【星】もいるんだ」

「…………っ」

「逃げた【星】や、敵に寝ね返がえった【星】を処分する【星】……聞いたことない？」

「……まさか、あなたはどこまで……！」

　ボルドーが首を回して一度だけ振ふり向き、ニタリと薄目を開けて笑う。

「──王族付きの暗あん天てんノ星に動いてもらった。だからもう心配いらないよ」

　兵士が驚おどろいて立ち上がるのを見もせずに、ボルドーはテントを出て行く。

　進言した兵士から滴したたった汗が地面を濡ぬらす。

「王族付き……いったいなんです？」

　仲間の一人が問うと、兵士は震ふるえた声で答える。

「……【星】の行使権は実質国王が握っているが、全てが国王に完全に従っているわけではない。【七星】になれば独自に動く権限もあり、国王に異を唱えることも可能だ。しかしそれ以外の【星】が万が一謀む反ほんを起こした場合に備えて、王族付きと呼ばれる者がいる」

　ごくりと喉のどを鳴らして、兵士はその名を口にする。

「それが暗天ノ星『ゼノ』……前王の懐ふところ刀がたなだった、【星】を殺すための【星】だ……！」







　テントを離はなれたボルドーは、広がる満天の星々を見上げながら口元に弧こを描えがく。

　王族が軍人になることは珍しくはないが、直属大隊の近衛魔法士になったのはボルドーが初めてだった。魔法士は戦果を上げて名を残そうと出世することが難しく、せいぜいが直属大隊の大隊長止まりなのだ。

　故ゆえに、近衛魔法士になった王族として誰もが彼の噂うわさをした。

　戦争好きだの、国を憂うれいた真の愛国者なのかもしれないだの、憶おく測そくは留とどまることを知らなかった。

　しかし、真実はそのどれにも当てはまらない。

　ボルドーが近衛魔法士となったのは、実に単純な理由だった。

　それは、【星】を私物化するためだ。

「うっとうしいなぁ。僕の許しもなく勝手に輝かがやくなよな」

　彼は前王の隠し子だった。一七人もいる正統な王子として認められず、今もあくまで親戚として王族の身内となっているが、ボルドーはそれを憂いたことはなかった。

　理由は、自由に動けるからだ。

　自由に【星】を使し役えきできるからだ。

【星】を崇すう拝はいし、【星】に依い存そんするこの国を愚おろかの極きわみだと彼は考える。前王が統治していた頃はここまでではなかった。絶対的な存在は王であり、【星】はあくまで兵器。意い思し疎そ通つうが可能であり、それなりの地位こそ得ていたが、【七星】のトップが王と対等な存在である、などということはなかったのである。

　ボルドーはこの国に根付いたその認にん識しきを覆くつがえすために、自ら戦場へ出て【星】の一番近い場所にいようと考えた。思いのままに使役できる第一号を得るために。

　王族であるならば、直属大隊は口出しなどできるはずがない。

　そう高をくくっていたが、思い通りに事は運ばなかった。

　大隊長は、ボルドーに臆おくさなかったのである。

　ボルドーはそこで改めてこの国に根付いた【星】への崇拝を思い知った。

　間違っている。【星】は確かに強大な力を持つが、心はただの人間だ。精神までは超ちよう然ぜんではない。

　超然であるべきは、王ただ一人。

　そしてこの国の王は、実質いまだに前王だ。国民から恐おそれられ、【星】達からも崇拝されていた前王こそが真の王。そう考える者が多い。

　王族の傀かい儡らいとなっている現王は、誰からも信頼されていない。

　児じ戯ぎのごとき統治、王ではなく王族という枠わくに拘こだわり続けている唾だ棄きすべき政治、【星】という兵器が優ゆう秀しゆうというだけで、政治に口を出す権限を与あたえている現状は破は壊かいしなければならない。

　アルハザードはそのための第一歩だ。

【星】を従えさせるには準備が必要だった。自分は王族と言っても前王の妾めかけの子。自分に怯ひるまなかった大隊長、近衛分隊を始末し、なおかつアルハザードの弱味を握る方法。

　黄おう雷らいノ星『ウルエラ』からの救きゆう援えん要よう請せいがきた時は、これだと思った。

　ボルドーは近衛分隊を離れ、アルハザードを追つい跡せき。戦場へと足を踏ふみ入れ、エーテル粒りゆう子しのせいで盲もう目もく同然となった彼女に、近きん距きよ離り無線で近衛分隊及およびウルエラを攻こう撃げきするように仕向けたのだ。

　こうしてボルドーは直属大隊の実権と、アルハザードを好きにできる力を手に入れたのである。アルハザードの性格はよく理解していた。どうすれば彼女が逆らえなくなるかなど、手に取るようにわかる。

　自分はぬるま湯に甘んじている王族共とは違う。

　前王のように、人を支配する才覚をこれまで磨みがいてきたのだから──！

「星守部隊は予想外だったけど、この程度で揺ゆらいでいては前王を超こえられないからね。アルハザードは【七星】の全てを凌りよう駕がする可能性を秘ひめた逸いつ材ざい。だから──」

　手を空へと掲かかげ、瞬またたく星を握りつぶすように拳こぶしを握る。

　そして、

「──アレは僕が使う。誰にも渡わたさない」

　目を見開いて内に秘めた野心を空へ放った。




　　　　※　※　※




　虎とらが食べたいというアルハの要求に応こたえるべく狩かりに出かけたのは、隠おん密みつと狙そ撃げきに優れたアーサリーとレイディだ。

　他のメンバーはメディックも含ふくめ、廃はい屋おく周辺の警けい戒かいを行うことになった。

　今、廃屋に残っているのはアルハとリリスだけだった。

　二人はダイニングの前に置かれたテーブルについている。正面で向かい合って座っているのだが、どちらもなかなか目を合わせようとしなかった。

　リリスは膝の上に両手を置いたまま、気を張はり詰つめさせながら下を向いている。

（ど、どうしよう……何を話せばいいのでしょう……っ）

　夜も更ふけ、明かりもつけられないのだが、差し込む月明かりがアルハを照らしているので、表情は確認できた。

　アルハは落ち込んだように肩を落とし、やはり下を向いている。

　一応アルハはリリスの先せん輩ぱいなのだが、年ねん齢れいはたぶん年下だ。もっとも【星】は見た目で年齢の判断ができない。七〇歳を超こえても子供のような姿の【星】もいる。メディックと暮らしていた頃ころの年齢から計算すると、きっとアルハは一三歳から一四歳程度である。

　年下で先輩。しかも【七星】候補。

　なんともやりづらい。

（世間話なんかできないというか、世間を知らないのは私の方だし、戦場でのお話なんてうんざりしてるだろうし、好きな食べ物とかでしょうか？……いや虎ですよね!?　王都でのグルメの話なんてされても余計お腹なか空すいちゃうだろうし、うぅぅぅなんで私、食べ物しか出てこないの～っ）

　頭を抱かかえそうなほどにリリスが苦く悩のうしていると、

「……あの」

　不意にアルハが声をかけてきた。

　リリスは肩をびくんと震わせて「ひゃい！」と裏返った声を上げた。

　アルハは少し悲しそうな顔をしており、月明かりも相まって妙みように薄はつ幸こうそうに見えた。こうして見ると、同性から見ても綺き麗れいな少女だと思ってしまう。

「……メディックとは、どういう関係、ですか？」

「え？」

　予想外の質問にリリスは目をパチパチとさせた。

「どう、と言われても……一応、上司と部下のようなものです。私は北部戦線で、先月星守部隊に助けられたんです。その繫つながりで、今に至ります」

「【星】って、直属大隊以外にも所属できるんだ……あぅ、違ちがう違う、できるんですね」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ。言こと葉ば遣づかいは気にしないでください。私のこれは、元々の癖くせみたいなものだし、それにアルハザードさんは私の先輩ですからっ」

「あ、ありがとう……ありがとね」

　アルハが微笑んだのでリリスも笑顔を取り繕つくろってみるが、上手うまくいったかは微び妙みようだった。

　アルハはリリスとは違い落ち着いているが、やはりどこか気落ちしている雰ふん囲い気きがあった。

「最初にリリスさんを見た時、わたし……リリスさんを呼び間違えたのを、覚えてる？」

　そういえば、とリリスは思った。

　意識がもうろうとしていたのだろうが、アルハは確かにリリスのことを「グリューエル」と呼んだ。

　頷うなずいてみせると、アルハはまっすぐにリリスを見た。

　目をそらすまいとするが、瞳ひとみがどうしても泳いでしまう。

「やっぱりリリスさん、こうして見てもグリューエルに似てる」

「そうなのですか？　私はグリューエルさんと面識が無いので、よくわからないのですが……」

「雰囲気も、魔ま力りよくもそっくりだよ。性格は、たぶんあんまり似ていないと思うけど、それでもわたしが見間違えるぐらいには……似てる」

　そこまで神妙に言われるのなら、きっとそうなのだろうとリリスは思った。

　グリューエルに自分が似ている理由はわからないが、思い当たる部分があるのは、あの槍やりだろう。

　星屑兵装メテオウエポン『ステラマリス』。

　あの槍がグリューエルが扱あつかっていたものだと知ったのはアラクネーとの戦いの後だった。本来星屑兵装メテオウエポンは、特定の【星】専用の兵器であり、魔力に互ご換かん性が認められなければ扱えない代しろ物ものだ。リリスにはその互換性が備わっていた、らしい。

　と言っても、リリスとグリューエルは別の【星】だ。それは間違いない。

　互換性があるのは何な故ぜなのか、という疑問は確かに抱いだいた。

　リリスが考え込みながら黙だまっていると、アルハが話を続けた。

「グリューエルが元気だった頃に、あの人からお話を聞いたことがあるの」

「お話、ですか？」

「うん……グリューエルには、会ったことのない妹がいるんだって」

「え……」

　まさか私がその妹なの!?　と思ったが、アルハは両手を振ふって否定した。

「ご、ごめんね。そうじゃなくて、【星】としてのお話。海かい淵えんノ星には、妹がいたらしいの。えっと……アカシック、レコード？　それに書かれてるらしいの」

　星天秘譚アカシツクレコード。

　原初の【星】にまつわる記録、叙じよ事じ詩しのことであり、この世界においての聖書だ。

　一いつ般ぱんに公開されているものだが、原典と呼ばれるものは王国の禁書庫に保管されているため、通常は読むことができない。姉し妹まい星に関しては原典に記されている事こと柄がらなので、ほとんどの者は知らないことだろう。

　アルハから聞かされた話に、リリスも驚おどろきを隠かくせなかった。

「初耳です。私、原典は読んだことがないので……詳くわしく聞かせてもらっても、いいですか？」

「わたしもグリューエルから聞いただけだからあんまり知らないんだけど……でも、グリューエルとリリスは姉妹星で、同じ時代に一いつ緒しよに再臨したことが一度も無いって言ってた」

「…………」

「だから……会ってみたいって、グリューエルは前に言ってたの。グリューエル、家族がいなかったから」

　アルハは両手の指先を組んだり解いたりをしながら、目を伏ふせる。

「でも、そっか……リリスさんだったんだね。海の青と空の蒼あお、二人は似てる」

　リリスにはその事実がどういうことを意味するのかわからなかったが、自分とグリューエルに繫がりがあったことに戸と惑まどいつつも、納なつ得とくができる部分もあった。

　海淵ノ星の再臨が行われていないのは、その姉妹となる蒼そう天てんノ星が再臨したからなのだろう。あの槍を握にぎった時の妙に馴な染じむ感かん触しよくも、誰だれかが一緒にいてくれていたような感覚も、まだリリスの手に残っていた。

　しかし突とつ然ぜん姉妹星と言われても実感が湧わくものではなかった。

「やっぱり……グリューエルはわたしじゃなくて、リリスさんなんだね」

「……へ？」

　アルハが上うわ目め遣づかいで見てきた。

　上目遣いと言っても可愛かわいらしいものではなく、若じやつ干かん恨うらめしいような感じである。

「わたし、グリューエルになりたかったの……メディックにとってのグリューエルになりたいって、ずっと思ってた」

　言葉の意味を考えつつ、リリスは首を傾かしげた。

「わたしはグリューエルが亡なくなる時、メディックを見てた。全すべてを失って、それでも拳を振り上げて戦おうとするメディックを見て……少しでも、あの人の心のよりどころになれればいいなって、思ってた」

「…………」

「だけどわたし、もうグリューエルのようになれる自信がない。その資格がない……」

　一度だけ、アルハは唇くちびるをぎゅっと結び、拳を握った。

「だから、できるなら……リリスさんが……メディックにとってのグリューエルに──」

「ごめんなさい。そういうお願いは、お断りします。私には私の夢がありますので」

　アルハが顔を上げると、リリスは真しん剣けんな顔で見つめていた。

　背筋を正し、しっかりとアルハと向き合っている。

「たとえ私とグリューエルさんが姉妹星というのであったとしても、私は他の誰かになるつもりはありません。私にとっての今の目標は、メディックさんなんです」

　胸に手を当てて、己おのれの言葉を嚙かみ締しめるように口にする。

「メディックさんになりたいわけではないです。私は彼のような、真まっ直すぐでぶれない信念を抱けるような【星】になりたいんです」

　アルハもまたリリスから目をそらさなかった。

「守るのは趣しゆ味みだ、生きるのが仕事だ……彼が私に教えてくれた事。そういう生き方を、私もしたい。彼から学べることを学んで、一人前の【星】として胸を張れるようになりたいんです」

　リリスはそう言い終えると、頰ほおを指で搔かいて視線を横にずらした。

　なんだか妙に説教臭くさくなってしまった……私後輩なのに……と思いつつ、「うーん」と腕うでを組んで考え込む。

　そして不意に眉まゆ根ねを寄せながら人差し指を立てた。

「あの……こんな風に言うのはアレなんですけど」

「……うん？」

「正直、嫌いやでしょう？　私がアルハザードさんの理想に成っちゃうの、嫌じゃないですか？　人に夢を奪うばわれるのってムカつきませんか？」

　アルハは口を開けてポカンとした。

　リリスは再び腕を組み、口をへの字にしながら首を横に振った。

「私だったら嫌ですね。悔くやしいです。きっとアルハザードさんも同じはずです。だって全然目が笑っていませんでしたし、恨めしそうでしたし、納得していないのがわかりましたから」

「…………」

「あれは諦あきらめ切った人の目ではないと思います」

　はっきりとそう言って、リリスが微笑ほほえみを浮うかべる。

　別にリリスは人生経験が豊富というわけではないし、他者との関わりはむしろ薄うすい方だった。これは単に、自分に置き換かえて考えた末に出した言葉だった。

　世間知らずな自分には、正直な考えを伝えるしかないとリリスは思ったのだ。

　アルハの気持ちなら、少しはわかる気がしていた。

　今のアルハの状じよう況きようは、かつての自分に似ていると思ったのだ。

　アルハは、

「べ、別に、そんなこと…………………………………………………………………ない」

　もの凄すごい間があった上に、目を逸そらした。

　きっと噓うそが吐つけないタイプなのだろうと思い、リリスは苦く笑しようした。

「私も以前、自分の判断ミスで仲間を失いました。そばにいたのに守れなかった【七星】もいる……自分だけ生き残って、私は【星】でいる資格はないと思った。逃にげるために、死に場所を探していました」

「…………」

「だけど、たとえ自分のせいで大切な人の命が奪われたのだとしても、その命に報むくいるには、【星】としてもっと多くの人の命を救うしかないと思ったんです」

　リリスはそう言って、窓から差し込む月明かりに目を細めた。

　その横顔が、アルハの中でグリューエルと重なった。グリューエルもまた、かつて命令によって敵諸もろ共とも仲間を手にかけたと言っていた。その中にメディックの親友がいて、彼はグリューエルを憎にくんだ。

　けれど、二人は共に前に進むことを選んだ。どれだけ傷ついても、報われなくても、自分達の『願い』を直ひた向むきに信じて戦い続けた。

　アルハの胸の奥が、少しだけ熱くなる。

　自分はあの二人を見て、【星】になったのではないのか？　とアルハは自問する。

「どうするかはアルハさん次し第だいだと思います。戦うのを止やめるのも、【星】を辞めてしまうのも間違いではないはずです。でも私は」

　リリスは少し照れくさそうに鼻を擦こすって、小さく笑った。

「私は、このまま止めるのはちょっともったいないと思うな。自分勝手な物言いですが、アルハさんの実力が、少し羨うらやましいので」

「羨ましい……わたし、が？」

「はいっ。自分ももっとがんばらなきゃって思いますっ」

　あんまり実績が無いので……とリリスは自分で言って落ち込んだ。

　アルハは戸惑うような、どこかこそばゆそうに身体からだをモジモジさせた。

「わたし、戦うの、嫌きらいなの……でも、そういう風に思われるの、初めてで……」

　もじもじもじもじ、まんざらでもない様子だった。

　再び上目遣いでリリスを見てくるが、前とは違ちがって可愛らしさだけがそこにあった。

「……わたしも、リリスさんが羨ましい」

「!?　はぇっ、恐きよう縮しゆくですっ」

　リリスは少し顔を赤くした。

　なんだろう、この子にこうして見つめられると、ちょっと妙みような気分になってくる……。

　無む性しように抱だきしめたくなるというか、よしよししてあげたくなるというか、庇ひ護ご欲よくをそそる感じである。年下でもアルハは先せん輩ぱいなのにおかしな話だった。

「わたしも……もう少し、がんばってみようかな……リリスさんに負けないように」

　同じようにもじもじしていたリリスだったが、ん？　と顔を上げた。

「……あれ？　勝ち負けですか？」

「うん。戦いも、恋こいも、わたし、負けたくない」

「恋!?　ど、どうしてそっちに飛ひ躍やくしたんです!?」

「わたし、メディックにとってのグリューエルになりたいって、さっき言ったよ？」

　…………。

　…………。

「あれそういう意味だったんですか!?」

　アルハは小首を傾げてきょとんとした。

「？　他ほかにどういう意味があるの？」

「い、いやまさか、異性の関係としての、メディックさんにとってのグリューエルさんだったとは……」

「異性としても、【星】としても、存在としてもだと思う」

「ぜ、全部っ。意外と、強ごう欲よくっ」

「ところで、リリスさんはメディックのこと、どう思ってるの？」

　もの凄くストレートに聞かれて、リリスは盛せい大だいに狼ろう狽ばいした。両手を激しく振ったり首をぶんぶん振ったりして慌あわてふためいている。

　アルハはどうしてリリスが慌てているのか本気でわからないのか、心底不思議そうな顔をした。

「好きなの？」

「いあ！　えぁ～……す、好きとかそういう……っ」

「嫌い？」

「嫌いではないです！　はい！」

「キスしたい？」

「!?!?!?」

「わたしは……したいよ」

　頰も染めずに、なんだか遠くを見つめるような朗ほがらかな顔をしてアルハは言った。

　さっきまで庇護欲をそそるだとか、抱きしめたいとか思っていたはずなのに、なんだか自分の方がよっぽど子供なのではとリリスは思ってしまう。

　どうしたの？　ねぇ？　と食い下がってくるアルハに、リリスは林りん檎ごのように顔を赤くしながら、苦くるし紛まぎれにこう答えた。

「そっ──尊敬してます！　異性として！」

　間を取っているようで全然取れていない答えに、アルハは盛大に首を傾げるのだった。







　アルハとリリスを廃はい屋おくに残し、周辺の警けい戒かいをしていたメディックだったが、実のところ屋内の会話が聞こえてしまっていた。

　一応いつでも異常を察知できるように、アーサリーがビーコンを設置し、音声を拾うようにしていたのである。

　リリスもアルハもそのことを知っているはずなのだが、赤せき裸ら々らすぎる会話は全て筒つつ抜ぬけだった。黙だまって聞こえていない体ていを装よそおうメディックだったが、さっきからラビィの笑いを堪こらえる声が通信で入ってきていた。

《ぶっ、ぶふぉっ！　もうダメ！　メディックメディックメディック！　聞いてる!?　ねぇねぇねぇ！》

「……う、うるせぇな。仕事しろ仕事」

《あんなにシリアスな雰ふん囲い気きだったのに、斜ななめ外角から抉えぐり込むように恋バナにシフトしていったタイミングがお姉さんにはわかりませんよ!?》

「だからって俺に聞くなっ」

《アルハちゃん面おも白しろいね！　すごいませてる！　リリスちゃんもいい味出してるわ！》

「何の話だっ。つーかもう盗ぬすみ聞きやめろっ」

《とか言って～、あんたもちゃっかり聞いてたんでしょ～？　それでそれで、実際のところどうなのよこのモテ野や郎ろう！》

　頰を引きつらせながら、メディックは冷静に答えを返そうとする。

「悪い気はしねぇよ？　でも俺は──」

《──やっぱりロリコンじゃないの！》

「あーもう、うるっせーなぁ！　いい加減にしろよテメェ!?」

《ねぇねぇフローラ的にはどうなのよぅ。やっぱり幼おさな馴な染じみとしてはジェラシーに燃えちゃったりするぅ？》

　メディックが頭をガシガシと搔いていると、ラビィがフローラに話を振ふった。

《私は別に何も。メディックが【星】を娶めとって苦労する様を見るのは、そこそこ楽しみよ》

《えぇ～？　またまたぁ。内心は穏おだやかじゃないんじゃなあい？》

《ラビィ、それはあなたでしょう？　さっきから妙にハイテンションだけれど、取り繕つくろおうとしているのが見え見えよ》

　フローラがため息と共にそう言うと、ヒュッとラビィが息を吞のむ声が響ひびいた。

《は、はああああああ!?　あ、あ、あり得ないでしょ～！　このあたしがメディックごときのことで動どう揺ようするわけないじゃーん！》

　これでもかというほどわかりやすい反応を見せるラビィ。これではフローラにいじられまくって終わりである。

　メディックはといえば、状況と乖かい離りした通信のやかましさにうんざりした様子でため息を吐いて、魔ま力りよくによる通信を中断する。

「ったく、恋だのなんだのは考えたこともねぇっつの……」

　荒こう野やの岩いわ陰かげに背を預けながら、メディックは廃屋を遠目に眺ながめた。

　荒廃してこそいたが、あの家は三年前からほとんど変わっていなかった。正直なところ、あの場所を利用するのを躊ちゆう躇ちよもした。

　あそこでの生活はメディックにとって大切なものだが、過去を振り返ってしまう場所であるのは間違いなかった。

　前へ進む足が止まるのでは、という危き惧ぐがあった。実際に足を踏ふみ入れた時には、懐なつかしさに満たされた。けれど思いの外平気な自分がいて、薄はく情じようだなと思った。

　同時に、グリューエルのことに関しては、自分の中で決着がついているのだと確信した。

　後こう悔かいはあるし、今も悲しみを抱かかえている。
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　けれど、たとえ振り返ることはあっても、もう足を止めることは無いだろう。

　そのあたりは、仲間達やリリスのおかげだった。

　居場所になってくれる連中がいてくれていることで、今は生きていける。

　なんだか無性に煙けむりを吸いたくなって、メディックは巻紙を口に咥くわえたところで、任務中だったことを思い出す。自分も気が抜ぬけてるなと思いつつ、巻紙を胸ポケットにしまって通信に戻もどった。

「おい、いい加減にちょっと静かにしろよ。いくら見つかる可能性が低いっつっても、ＴＰＯっつーものを弁わきまえてだな──」

《フローラ！　聞こえてるの!?　ねぇ！》

「ラビィさんこそ俺の話聞いてますか!?」

《──違うわよ！　さっきからフローラの応答が無いのよ！》

　メディックがツッコミを入れると、怒ど気きを含ふくんだ声でラビィは言った。

　目を鋭するどく細め、メディックはフローラへの魔力通信に集中する。

「フローラ聞こえるか。おい、どうした」

《──、────、──────！》

　何か言っているのは間違いないが、ノイズしか届かない。エーテル粒りゆう子しの影えい響きようは考えられるが、フローラに頼たのんだ巡じゆん回かいルートであればさほど離はなれていないため通信に影響はほとんど無いはずだった。

　しかもこのノイズは、エーテルのものとは違う。音声を拾うために発生させた魔力の結合がエーテルによる強制分離が起こればこういった障害は起こりうるが、このノイズは明らかに──

　その時だった。

　パチン、パチンパチン、というノイズとは違う何かが弾はじける音が響いた。

　メディックはその音を聞いてすぐさま頭を切り換かえる。

　信号通信に切り替かわったのだ。音声を送ることができないため、魔力の粒子の衝しよう突とつ音のみを辛かろうじて伝える緊きん急きゆう時の方法。

　つまり──

「ラビィ戻れ！　アルハの安全確保！」

　──信号の内容は、今すぐ逃にげろ、だ。

　メディックは足を魔法で強化し、廃屋へ走る。

　アーサリーの警けい戒かい網もうを、鋼国軍が魔法による警戒を突とつ破ぱすることは考えにくい。

　その網あみを突破するとは即すなわち、魔力に精通している者。

　しかも並の魔法士ではない。

　彼は知っている。

　逃とう亡ぼうした【星】を捕ほ縛ばく、もしくは処分する特とく殊しゆな【星】の存在を──。

（──まさか、連中が動いたのか……！）

　奥歯を嚙かみしめ、廃屋までの距きよ離りを一気に詰つめるために、メディックは跳ちよう躍やくした。




　　　　※　※　※




　狩かりに出かけていたアーサリーは、巡回ルートに平行していくつかある水源付近を見回っていた。

「……虎とらとか……さすがに狩ったことないぞ……」

　ため息を吐つきつつも、アーサリーは周辺を見回る。

　ここは一応は王国軍の陣じん地ち内だ。鋼国軍側はレイディに任せており、二人で分担して警戒を行っている。

　この辺りは半年前までは奪うばい奪われを繰くり返していたが、アルハザードの活かつ躍やくもあってか現在は落ち着いている。

　最近は軍人も寄りつかない。水源はあるのだが、汚お染せんのせいで飲み水として利用もできないため拠きよ点てん構築に不向きだからだ。水源といっても泥どろと岩しかない。岩は戦せん闘とうのせいで砲ほう弾だんで砕くだかれ、まだ風雨に晒さらされていないせいか鋭えい利りな形状をしていた。

　獣けものが隠かくれるには不向きな場所だが、虎は夜行性だ。めぼしい水源は限られているし、待っていればそのうち現れるだろう。

　アーサリーは身を隠せそうな場所を探すことにした。

　今のところ、廃屋へ続く経路へ張り巡めぐらせた警戒網に反応は無い。空気中に魔力を散布して探知する手法はエーテル汚染の中では使えないが、物質に干かん渉しようするアーサリーの魔法ならば機能させられる。

《構造フイツクス変換ブロークン》は、その名の通り物質の構造を造つくり替えるものだが、物質に魔力を宿らせることに関しては基き礎そ中の基礎だ。エーテルの影響が少ない地中に己おのれの魔力を流し込み、薄うすく広げていく。そうすることで感知器の機能を持たせることが可能だった。

　人や兵器と思おぼしき反応はすぐにわかる。

「やれやれ……荒野というのはどうも僕には不向きだな。身を隠す場所が少なすぎる」

　アーサリーに魔法士としての格付けは無い。元レジスタンス、未み遂すいといえども元テロ実行犯という経歴もあって、一応軍人ではなく軍属扱あつかいになっている。

　星守部隊の工作や偵てい察さつを担当するだけあって優ゆう秀しゆうではあるが、はっきり言って戦闘には不向きだった。乗り物の運転は一流だが銃じゆうの扱いも上手うまくはないし、近接戦闘も不得手である。

「砂虎程度ならなんとかなるだろう。キマイラとか言われたら困ってしまうが……」

　砲弾によって砕かれた岩を触さわったり、生き残っている植物を調べたりしながら、アーサリーはふと足を止めた。

　何か……空気が変わった。

　息も止めて、砕かれた岩から手を離す。

「…………そうきたか」

　そして、両手を上げて、空を見た。

　星空が広がっているが、その風景に違い和わ感かんを覚える。

　空につなぎ目が見えた。星と星の位置に若じやつ干かんのズレがあり、空間が歪ゆがんで見える。その歪みをなぞって見ていくと、人型になっていた。

「魔法迷めい彩さい……これだけ近づかれて気づかないとは、僕も衰おとろえたもんだ」

　空の歪みが明めい滅めつして、迷めい彩さいを纏まとっていた者達が姿を現す。

　空中に浮ふ遊ゆうする三人の兵士が銃を構えていた。

　軍服の色を確かく認にんして、アーサリーは目を細めた。

「暗天ノ近衛このえ……王族付きの傀かい儡らい部隊か。まさか僕ら如ごときに君達が派は遣けんされるとは、ボルドーってやつは本当に王族なんだな」

　消音飛行魔法でアーサリーの警戒網を突破し、ここまでやってきたのだろう。飛行魔法は魔力を大量に消費する上に、消音を付ふ与よしているとなれば、はっきり言って彼らは並の魔法士ではない。

　暗天ノ星の直属近衛分隊……ほとんどが謎なぞに包まれた部隊だが、星守部隊は過去に一度だけ彼らと顔を合わせたことがあった。

　まだ星守部隊が創設されて間もない頃ころ、【星】を強制的に戦線から攫さらった時に彼らに襲しゆう撃げきされたのだ。あの時は事情を説明し、正規の部隊であることをわかってもらおうとしたが、問答無用で星守部隊は捕縛された。

　ガスマスクのようなもので顔を覆おおった兵士達は、静かにアーサリーへ銃口を向けた。

「アーサリー・マスケトンだな。投降しろ、お前達の処しよ遇ぐうは軍法会議により下される」

「事情ぐらい聞いてくれないのか？　いや、くれないか。前回も問答無用だったしな。捕つかまえるなら好きにすればいい、僕は武器を持っていない」

　ほら、さっさとしろ、とアーサリーは両手をプラプラとしてみせる。

　暗天ノ近衛部隊は、銃口を向けたままゆっくりと地面に降りてきた。

　彼らが、じりじりと少しずつ距離を詰めてくる中、アーサリーは吞のん気きに周囲をキョロキョロと見回していた。

「ところでこの岩場、すごいと思わないか。ここら一帯は敵の兵器や【星】に蹂じゆう躙りんされて、巨きよ大だいな岩石すらもこんな風に砕けてるんだ」

「…………」

「戦争がもたらす環かん境きよう被ひ害がいというのは度し難がたい。戦争が終わったら環境復旧活動にでも従事しようと思ってるんだ」

　無む駄だ話をするつもりはないと言わんばかりに無視されるが、アーサリーは続ける。

「いやしかしどうだろう、僕みたいな経歴の人間がそういう活動をすると、エコテロリズムに傾けい倒とうするかもしれないな。正直向いてると思うんだ、エコテロリスト」

「……静かにしろ」

「何な故ぜって僕の魔法は物を壊こわすことも、直すことも得意だから」

　パチンと、上げていた手の指をアーサリーが鳴らす。

　近衛部隊がその仕草を見て警けい戒かいを強めた。指をかけたトリガーに力がこもったのがわかる。しかしもう遅おそい。

「──おい、撃うつなら今だったぞ」

　アーサリーが挑ちよう発はつしたその時だった。

　微かすかな地鳴りを感じて、近衛部隊はアーサリーではなく初めて周囲へ注意を向けた。

　兵士達が驚きよう愕がくする。近衛部隊へ向かって──周囲に散らばっていた岩の破は片へんが勢いよく飛ひ翔しようしてきたのである。

　アーサリーが勢いよくその場を飛び退のき、兵の一人が「しまった！」と叫さけぶ。

　しかし彼らは飛んできた岩を避さけることも、アーサリーを追うこともできなかった。

　集まってきた岩の破片に押しつぶされたからだ。まるで破は壊かいされる前の元の形に戻ろうとするかのように、破片は一いつ箇か所しよに磁石のように集まっている。ひしめき合う破片の中、兵士達三人は動こうと足あ搔がくが、どうにもできない。

「貴様……何をした……っ！」

「僕は周囲に散らばった岩を元の形に戻しただけだよ。《構造フイツクス変換ブロークン》は分解して再構築する魔法だ。以前、装そう甲こう車を戦車に造り替えた時に仲間を再構築に巻き込んでしまったことがあってな……それを応用させてもらった。本当は虎を捕とらえるために使うはずだったんだが、まあお前達も似たようなものだ」

　アーサリーは近衛部隊が岩に拘こう束そくされた様を冷ややかに見ると、踵きびすを返した。

「王族も王族に仕える者も虫むし酸ずが走るが、死にはしないから安心しろ……あばら骨ぐらいは何本か折れるだろうがな」

　そう言い残すと、もがく兵士達を放置してアーサリーは廃はい屋おくへ猛もうスピードで走り出した。

　エーテルの影えい響きようで仲間達との通信は行えない。

　懐ふところから照しよう明めい弾だんを取り出して打ち上げる。まだメディック達が無事ならばこれで気づいてくれるだろうが、恐おそらく本命は廃屋へと向かっているはずだ。すでに手て遅おくれかもしれない。

（ここから廃屋まで、全速力で三分といったところか）

　手遅れでなければ気づいてくれたはずだ。

「──無事でいろよ、メディック……！」

　爆ばく風ふうのように土つち埃ぼこりを巻き上げ、脚きやく力りよくへ全すべての魔ま力りよくを回して、アーサリーは地上を駆かけた。




　　　　※　※　※




　アルハとリリスのいる廃屋へ跳躍したメディックは、入り口の前へ着地するとそのままの勢いでドアを蹴け破やぶり、中へ入った。

「無事か!?」

　鬼き気き迫せまる様子のメディックに、アルハとリリスが硬こう直ちよくしていた。

　リリスは顔を赤くしており、アルハは目を大きくして驚おどろいている。

「メディック、どうしたの？」

「なんです!?　ま、まさか──そうだ忘れてました！　ぜ、ぜ、ぜ、全部聞聞いてたんですか!?」

　机に手をついて立ち上がるリリスの姿も確認して、メディックは安あん堵どしそうになった。

　まだここには来ていない。今すぐに逃にげれば間に合う。

　そう思い、メディックは二人に逃げる旨むねを伝えようとした。

「──、────！」

　確かに声を出したはずだった。喉のどが震ふるえて、声を出したという感覚はあった。

　それなのに音が出なかった。

　メディックは絶句しながら喉を手で押さえるが、異常なのは自分の声帯ではない。この場所から発せられている全ての音が消えているということに気づいて、メディックは戦せん慄りつした。

　──天てん井じようを突つき抜ぬけて、それは降ってきた。

　闇やみ夜よに溶とけるような装しよう束ぞくと黒い髪かみが、まるで影かげそのもののように。

　天井が崩くずれた音もせず、無音のまま降ってきた。

　消音魔法なんてレベルではない。この音を奪うばうという魔法の使い手は、知る限り一人しかいなかった。

　着地と同時にそいつが顔を上げ、ナイフのように鋭するどい瞳ひとみを向けてきた。

　──暗天ノ星『ゼノ』

　離り反はんした【星】の捕ほ縛ばく、もしくは暗殺を請うけ負ってきた国王直下の特務部隊。直属大隊を持たず、近衛分隊のみを率いて動く【星】だ。前大戦では王国を裏切る【星】もいたため、彼らは反王政の抑よく止し力りよくとして動いていた。

　大陸統一後は目立った動きをしてこなかったが、彼が動くことの意味するところは、メディック達は王国の敵として判断されたということだ。

　──逃げろ！

　そう叫んでメディックは飛びかかるように前へ出た。

　奇き襲しゆうと音を奪われたことに対応できず、わずかな混乱が二人の隙すきを作った。

　ゼノはまず振ふり向むこうとしたリリスの腹部へ針のようなものを突き刺さし、まったくの同時といってもいい速度でアルハの首に針を打ち込む。

　次いで、ゼノは身を低くかがめて飛びかかってきたメディックへ肘ひじを前へ突き出した。

　肘には暗器が仕込まれており、鋭い刃はが飛び出した。

　メディックはその攻こう撃げきを防ごうと、咄とつ嗟さに右みぎ腕うでを突き出す。

　だが、ゼノは目を見開いて右腕を縫ぬうように避け、メディックの顔面目がけて刃を伸のばす。

　刃はメディックの頰ほおを抉えぐった。深く斬きり裂さかれ、血を噴ふき出しながらも、メディックはそのままゼノを通り過ぎてアルハに手を伸ばそうとした。

　しかし通り過ぎた瞬しゆん間かんにゼノが回し蹴げりを繰くり出す。蹴りがメディックの左ひだり肩かたに炸さく裂れつ。

　吹ふき飛ばされたメディックは、廃屋の壁かべを貫かん通つうして外へ投げ出された。

　砂地を右腕で摑つかむようにして衝しよう撃げきを殺しながら、メディックはすぐさま立ち上がる。

　自分のダメージなど気にしている状じよう況きようではない。このままではアルハが捕縛されてしまう。

　メディックは外れた左肩を治しもせずに廃屋へ駆け出そうとした。

　ゼノは壁に空いた穴から出て、メディックの方へ歩いてきていた。

　その時、風の音や自分の呼吸音が戻もどってきた。

「──相変わらずその右腕を使いこなせていないのですね、ガルガンチュア」

　冷たい声でそう言って、ゼノは肘の刃を戻し、腰こしに差していた二本のナイフを引き抜いた。

　黒髪の美形の男で、年ねん齢れいは非常に若く見えるが、纏う雰ふん囲い気きが若さを感じさせない。統一戦争初期の頃から前王の懐ふところ刀がたなとして活動しているからには、年齢は五〇を越こえている。

　メディックはだらりと垂れ下がって外れた左肩をゴキリと元に戻し、汗あせの浮うかんだ顔で引きつった笑えみを浮かべた。

「……なんだよ、【星】の捕縛が任務のくせに俺に構ってくれんのか？　ずいぶん優やさしいじゃねぇか、ゼノ」

　挑発をしてみせたのは、さらに自分へ注意を向けるためだった。

　視線はゼノの背後。倒たおれたリリスとアルハを見ていた。

　二人はあの針の一撃で昏こん倒とうしている。命に別状は無さそうだ。ゼノの今回の仕事はやはり暗殺ではなく捕縛と見て間ま違ちがいない。

「安い挑発ですね。自分よりも【星】の心配ですか。見上げた男です」

「お誉ほめにあずかり光栄だよ、王族付き」

「誉めていませんよ、夜よ逃にげ部隊。これは国王の勅ちよく命めい……アルハザードを捕縛し、君達を排はい除じよするのが自分の仕事です」

　排除、とはそのまま殺すという意味だろう。どうやら捕縛だけが目的ではないらしい。

　味方同士でご苦労なことだ、とメディックは思った。

「国王？　王族の間違いだろ。前王に仕えていた統一戦争の頃の誇ほこり高き暗天も地に堕おちたな」

「…………」

「王族付き、なんて揶や揄ゆされんのも納なつ得とくだぜ。夜逃げ部隊のほうがよっぽどマシだ！」

　ゼノの表情に動きはなかったが、瞳に怒いかりが宿るのをメディックは感じた。

　国王に仕え、その勅命を実行するのが暗天ノ星『ゼノ』だが、今の国王は親族の傀かい儡らい。その傀儡の勅命を執しつ行こうするということは、王族の言いなりということで、揶揄を込こめて王族付きと呼ばれているのである。

　前王から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置かれ、数多あまたの星々に恐れられた【星】が見る影も無いというのは本当のことだ。

　苛いら立だったということはゼノも自覚があるのだろう。

「注意を向けようとしたところで、アルハザードの回収はすでに完かん了りようしています。自分の仕事はすでに終わった……あとは、障害となる君を排除するだけです」

　ゼノがそう口にすると、廃屋の中に三名の影が浮き上がるように出現した。

　暗天ノ近衛。格付けがされていない非公式な魔法士達で構成された部隊だ。彼らの一人がアルハザードを丁てい寧ねいに担かつぎ上げるのが見えた。

　残りの二名がゼノのそばに寄る。

「暗天様、蒼そう天てんノ星は如何いかがしますか？」

「本丸はアルハザードだ。回収不要。星ほし守もりの他の隊員はどうなった」

「麻ま酔すい師は命令通りに。工作兵はとり逃がしました。残りは引き続き追つい跡せき中です」

「捕縛後、星守部隊はここへ捨て置け」

「……あの者は、如何しましょう」

　メディックを見ながら暗天の特務魔法士が言うと、ゼノは目を細めた。

「アレは放置すると厄やつ介かいだ。自分が相手をする。お前達は手を出すな」

　ゼノがメディックに向かって歩き出す。

「安心しなさい。アルハザードは排除対象ではなく捕縛対象です。我々が責任をもって王都へ帰き還かんさせます」

「……その後はどうなる？」

「自分の与あずかり知らぬこと。王が判断されるでしょう」

　メディックが、それじゃダメだ、と言おうとした時だった。

「──それじゃダメだよ。命令はちゃんと聞かないとねぇ」

　背後から声がして、メディックは振り返った。

　そこには、軍用車から降りてきたボルドーの姿があった。部下をぞろぞろと引き連れながら、ボルドーは腰の後ろに手を回しながらのんびりと歩いてくる。

「王はこうおっしゃっていたはずでは？　誘ゆう拐かいされたアルハザードを回収し、僕ら破砕ノ大隊の元へ戻せ、とね」

「…………」

「おや、腑ふに落ちない顔をしているね。暗天ノ星ともあろう者が王の勅命に不満でも？」

　ゼノは何も言葉を返さない。その代わりに、わずかに拳こぶしを握にぎったのがわかった。

　その動きを目ざとく見ていたボルドーは、薄うす目めを開けてクスリと笑う。

「相変わらず忠実な飼い犬だね～。王族の僕であっても、君達の忠犬ぶりには恐れ入るよ。前王に忠誠を誓ちかうならともかく、あんな傀儡の王に従うなんて立派だねぇ」

「…………」

「いやいやご苦労様。君達は引き続き夜逃げ部隊の殲せん滅めつを行ってくれたまえ。ちゃんと全員殺してくれよ？　アルハザードはこちらで預からせてもらうからさ」

　ボルドーはゼノの横を通り過ぎると、肩を裏拳で小こ突づくように叩たたいて、そのままアルハザードの元へ歩いて行った。

「あ～、こんなところにいたのですね我が愛いとしの【星】よ。こんな連中にたぶらかされてはダメじゃないですか～。あなたは西部戦線の要かなめなのですから、ねぇ？」

　魔法士に担がれているアルハの前髪を摑み、ボルドーが無理矢理顔を上げさせる。

「これからも働いてもらいますよ。その命尽つきるまで、あなたは王国の剣けんであり続ける……大だい丈じよう夫ぶ、あなたが死のうが、僕の【星】はまだまだたくさんいるのですからねぇ」

　メディックの怒りが弾はじけた。

「てめぇ……！　それ以上アルハに触さわったらただじゃ──」

「──誰だれが動くことを許可した」

　息を吞のんだ瞬間、メディックの身体からだは荒こう野やへ蹴り飛ばされていた。

　血を吐はきながら吹き飛び、地面に激げき突とつする。

　防ぼう御ぎよする隙など無かった。あまりにもスピードが速すぎる。

　戦せん闘とうに慣れているメディックであっても、咄嗟には対応できない。

　ボルドーがアルハを連れて車に乗り込む。

　起き上がって追いかけようとしたが、ゼノが間に立ちはだかった。

　メディックは震える身体で起き上がり、懐ふところから注射器を取り出して首に打ち込む。視界が滲にじむように霞かすんだが、すぐに薬の効果により必要以上にクリアになった。

　戦う気でいるメディックに、ゼノは不本意そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　土つち煙けむりを上げて車が去って行く。

　残されたメディックとゼノは、砂の巻き上がる荒野の真ん中で対たい峙じする。

「……あんたほどの王国への功労者が、何な故ぜわからない？　軍に正しい報告もせずあの子を酷こく使しし、【星】を私物化してる奴やつの命令を聞くってのかよ！」

「…………」

　ゼノは何も言わずに眉間を険しくしながら目を細めるだけだ。

　苛立ちが募つのっていくのを感じる。

　ゼノがじゃない。

　お互たがいに、だ。

「なんとか言ったらどうなんだ……！」

「王の勅命です。【七星】が王の盾たてであり剣であるならば、自分は懐刀。汚よごれ仕事も、不本意な仕事も請け負います」

　淡たん々たんとした機械的な返答に、メディックは怒りに任せて顎あごを上げた。

「ハッ、ボルドーがあんたの王なのか？　あのクソみてぇな軍人がてめぇの王だってのかよ。それとも今の国王か？　あのつけあがった間ま抜ぬけな傀儡が、あんたの王なのか？」

　この時初めて、ゼノは怒りに顔を激しく歪ゆがませた。

「違う。我が王は──」

　ゼノが両手の刃を横に広げ、歯を食いしばりながら身体を深く沈しずめる。

「──君に言われずとも、我らの王は前王ただ一人だ」

　瞬間、砂の大地が爆はぜ、ゼノの身体がメディックの目の前に躍おどり出た。

　メディックもまた歯を食いしばり、右手によってゼノの斬ざん撃げきを受け止める。鋭い痛みが襲おそうが、痛みは怒りに変わった。

「だったらてめぇは何をやってんだ……ッ！　これが前王の望みかよ！　あの王は暴君ではあったが【星】を蔑ないがしろにはしなかったぞ！」

「前王の望みは末まつ裔えいの守護と繁はん栄えい、我が忠義に曇くもりは無い。何も知らぬ小こ僧ぞうがあのお方を知った風に語るな」

　空間を斬り裂くかのような斬撃の連撃。メディックには防ぐ以外に対応はできない。

　麻酔によって研とぎ澄すまされた反射神経であっても捉とらえるのがギリギリだ。一撃を受け止めてもほぼ同時に二撃、三撃と続く。腕うでのままでは対処し切れず、盾状に変形させて応戦するが、ゼノの足あし捌さばきは容易たやすく背後に回り込む。

　捕ほ縛ばく、昏倒、暗殺。ゼノはあくまで対【星】としての魔ま法ほうを扱あつかう特とく殊しゆな【星】。第五元素兵器や軍を相手にした戦闘は不得手であり、【星】に求められる戦闘力はさほど突出はしていない。個にしか対応できない能力は必要とされなかった。

　それ故ゆえに前王は彼をそばに置き、【星】への抑よく止し力りよくとして働かせていたのである。

　盾を構えたところへ、ゼノが飛び込むように腕をクロスさせ、一気に開くように斬撃を放つ。吹き飛ばされこそしたがダメージは無い。あるのは痛みだけだ。

「だったら尚なお更さら、てめぇのやってることは守護でも繁栄でもねぇ！　今の王と一いつ緒しよだなぁ？　王族共の傀儡で満足かよぉ……！」

「本当に……本当に苛いらつかせる男だ。五〇年生きてきて、君のような男は初めてですよ」

　ゼノの怒りが研ぎ澄まされて手ての甲こうから生えるように伸のびた刃はに影かげが宿る。

「その右腕がどこまでやれるか試ためしてあげましょう」

　その影に、汗あせが滲む。ゼノとは以前やりあったことはあったが、魔法を見るのは初めてだ。最初の邂かい逅こうの時は、魔法を使うまでもなくあっさりと捕縛された。まだ連れん携けいが取れていなかったというのもあるが、奇き襲しゆうを受けて瞬またたく間まに組くみ伏ふせられていたからだ。

　ゼノは再び音を奪った。

（くッッ！）

　聴ちよう覚かくを奪われるというより、周囲一帯の音を奪っている。音が与あたえてくれるものは想像よりもずっと多い。『気配』というものは第六感などではなく、視覚聴覚嗅きゆう覚かくからもたらされるかけがえのない情報だ。

　その一つを奪われ、敵が目の前にいるという恐きよう怖ふに、人はわずかでも動きを止める。

　目の前からゼノが消えた。

（──背後！　いや違う──ッ！）

　上だ。咄とつ嗟さに右腕を振ふり上げ、盾で矢を受け止めるように構える。

　頭上にゼノがナイフを投げる姿が見えた。

　完全に勘かんだったが、メディックはそのナイフの一撃を止めたと確信した。

　しかしその直後、背後からナイフが突つき刺ささった。

　確信を裏切られ、驚きよう愕がくする。頭上にいたはずのゼノの姿が、霞かすみのように消えた。

　背にナイフが突き刺さったまま振り返るとそこには、投とう擲てきと同時に突とつ貫かんしてきたゼノの姿があった。

　幻げん影えい？　分身？

（──なんでもいい、応戦を──！）

　盾を剣状に変えて防ごうとするが、フェイントを交えて縫ぬうように刃がメディックの身体を斬きり裂さいた。血しぶきが上がる中メディックは必死に攻こう撃げきを防御する。

　しかし全すべてを受けきることはできない。防ぐことに関しては無敵を誇ほこる右腕ではあるが、防ぐ動作をするのはあくまでメディックだ。格闘技術はそれなりに秀ひいでているが、【星】を相手にするとなれば話は別だ。

　戦い方は、あくまで星守部隊というチームがあってこそ本領を発揮する。

　一対一の白兵戦のスペシャリストに通用するはずがなかった。

　致ち命めい傷しようは避さけながら応戦を続けたが、嵐あらしのような連撃に身体中傷だらけになっていく。血まみれになった身体で果か敢かんに立ち向かうが、傷以外の肉体の異常に気づいた。

　視界が霞み、身体に力が入らない。

　これは、魔力が急激に枯こ渇かつしたのだ。

　右腕にダメージは蓄ちく積せきされているが、肉体の魔力がほとんど失われていた。消費した覚えはない。魔法など使っていないのだから。

　魔法士は魔力を失いすぎれば身体にも影えい響きようが出始める。普ふ通つうの人間よりも格段に強きよう靭じんだった肉体は、相応の身体能力へと低下してしまう。

　息が上がる。動体視力に肉体が追いつかない。たとえフローラの麻ま酔すいで限界を超こえた動きができようとも、無い力は振るえない。

　一瞬で満まん身しん創そう痍いにさせられたメディックは、よろめいて膝ひざをついた。

　ゼノが動きを止めて刃についた血を払はらうと同時に、音が戻もどってきた。

「白びやく夜やノ星は君のことを偽ぎ典てんの【星】だと言っていましたが、やはりただの魔法士です。それも下等な部類の……君のような者が星守を名乗るなど、片腹痛い」

「っ、対象の魔力を枯渇させる魔法か……！」

「【星】の捕縛と暗殺。それが自分の任務であり、自分の力です。【星】として不出来でも自分はこのために在る。君の任務は【星】の守護と救出……君には、その右腕に見合うだけの資格があるとは思えない」

「はっ、ごもっともで……だが止めるつもりはねぇ……趣味なんでね」

　趣味と口にすると、ゼノは実に不ふ愉ゆ快かいそうに眉間に皺を寄せた。

「国務が趣味、だと？」

「ああ趣味だ。好きでやってる。この腕があろうが無かろうが、【星】を救うのはやめらんねぇよ。あんたはどうだ？」

「…………」

「今まで、【星】を殺したくて殺してたんじゃねぇのかよ？」

　ゼノの目が見開かれる。彼に芽生えたのは怒いかりでも殺意でもない。

　微かすかな、悔かい恨こんのようなものだった。

　メディックは笑えみを消して冷ややかにゼノを睨にらんだ。

　自分とは相反する使命を背負う、忌いむべき【星】を──

「統一戦争の時、何人【星】を殺した？」

「……君に何の関係があるのです」

「あるね。俺は星守だ。どうせ俺も殺すんだろう？　冥めい土どの土産みやげに聞かせてくれよ」

　ゼノは見開かれた目でメディックを貫つらぬくように見つめながら、震ふるえた声を吐き出す。

「五人ですよ。塞かん彩さい、天あま色いろ、覇は純じゆん、無む華か……永久とこしえ。全てこの手にかけました」

「前王の命令か？」

「っ、そうだ！　何が言いたい！　それが何だ！」

「──楽しかったか？」

　プツン、とゼノの理性がキレたのを、メディックはその時確かに感じた。

　手てつ甲こうの刃を収め、踏ふみ込こみと同時に腹へ拳こぶしを叩たたきつけてくる。

　くの字に折れて身体が浮うき上がった。

「がハッ！」

「ふざけるな……ふざけるなふざけるなふざけるな！　楽しかったかだと!?　同どう胞ほうを……かつて共に国を守ろうとした英えい雄ゆう達を殺すことが、楽しいはずないだろうが！」

　浮き上がった背中に肘ひじを打ちつけて、今度は地面に叩きつけられる。

「彼らは王国を裏切り、帝てい国こくや連れん邦ぽうと内通していた！　前王がそれを知ったことで、どれほど心を痛めたか貴様にはわかるまい！　あのお方は王として覇は道どうを征いこうとも、一度も【星】を蔑ろにしなかったお人だ！」

「ぐ、くッ」

「永久ノ星は王の息むす子こだった……！　己おのれの息子を手にかけろと命令した王の気持ちがわかるか!?」

　怒ど声せいが荒こう野やに轟とどろく。しかしその声は、メディックには悲鳴に聞こえた。

【星】だからといって、その全てが人格者というわけではない。破は綻たん者も多くいたし、それは今もそうだ。当時は寝ね返がえりも少なくはなかったし、今も鋼国を相手に行われている可能性だってある。

　しかし前王は、そういった星々もまた丁てい重ちように扱った。英雄として祀まつり、上手うまく御ぎよし、高らかに笑いながら率いていた。

　覇者であり暴君だった。されど善悪で語れるような王ではなかったことは、歴史が物語っている。

　一番近くで見続けてきたゼノには、それがよくわかるのだろう。

　だが、メディックが知りたいのはそこではない。

　ゼノに上から踏みつけられながらも、メディックは口元に笑みを浮かべた。

「わからんし、わかるつもりもねぇな……国父の悩なやみなんざ俺とは無む縁えんだ」

「ならば囀さえずるな！　お前に王の気持ちはわからない！」

「王の気持ちはわからなくても、あんたの気持ちなら理解できる」

　踏みつけてくる足の力が少し緩ゆるんだ。

　メディックは力を込めて起き上がろうとする。

「【星】の暗殺を実行したあんたの辛つらさはわかる……！　落とし前つけなくちゃならねぇ王のためにやったことだってのも理解できる……っ！　だがな！」

　容よう赦しやなく踏みつけているはずなのに、ゼノの足がメディックの背に持ち上げられていく。

「──あんたは、今やってることに納なつ得とくしてんのかよ！」

　メディックがついにゼノの足を押し返し立ち上がり、拳を振り上げた。

　右ではなく、左手の拳だ。

　拳はゼノの右みぎ頰ほおを打だ撃げきし、彼の身体からだをわずかによろめかせた。

　すかさずメディックは右手を伸ばし、ゼノの胸むなぐらを摑つかみ上げた。

　眼前に顔を寄せ、真っ向から彼を睨む。

「前王には相応の理由と責任があった……だからあんたは自分で決めて命令に従ったんだろう!?　今の王にそれがあるのか!?　王族共に従うだけの理由が、あんたにあるのかよ！」

「……ッ」

「あんたは前王の遺ゆい言ごんに甘んじてるだけじゃねぇのか!?　【星】を殺すのも捕とらえるのも、自分で決めてやりやがれ！」

　胸の内を明かすようにメディックは怒号を飛ばす。

「他人の判断に流され続けるなら、あんたはほんとに傀かい儡らいだ……！」

　暗天の存在は、メディック達星守部隊とは対局の存在だ。従わない【星】を捕らえ、必要とあらば殺す者達と、【星】の命を優先し戦せん況きようを度外視してでも救い出す者達。

　ゼノの存在は、メディックにとって相あい容いれない。

　彼が統一戦争でやってきたことを否定するつもりはない。

　だが、自分のしていることに胸を張れずにいるというのなら、メディックは決してゼノを認めない。前王に仕えたという抜ぬけ殻がらの誇りだけで王族達に従うというのなら、彼は黒き右腕を使ってでもこの【星】を止めるだろう。

　メディックに胸ぐらを摑まれて、ゼノは絶句していた。

　怒りに歯を食いしばっていた。メディックに対してではなく、己自身に──。

「──ゼノ様ッ！」

　その時、今まで手を出さずにいたゼノの部下達が、一いつ斉せいにメディックへ刃やいばを向けて飛びかかろうとした。

　メディックは防御もせずにゼノを睨み続けている。

　無防備な彼へ刃が届こうとした瞬間、彼を守るように蒼あおい影が躍おどり出た。

　部下達が動きを止め、手甲から伸のびた刃はを寸前で停止させる。

　刃の先に飛び出したのはリリスだった。

「味方同士での殺し合いは不毛です。どうか刃を収めてください」

　リリスがそう言うと、部下達は明らかな敵意をメディックへ向けた。

「どうか、お願いします」

「この男がゼノ様を害そうとするのなら、我々は──」

「見てわからないのですか。二人とも、最初からお互たがいを殺すつもりはありません」

　リリスは両手を広げ、無防備な状態でそう言った。

「メディックさんが暗天様を殺すつもりなら、右腕を攻撃に使っています」

「…………」

「暗天様も、メディックさんを殺すならいつでもできたはずです。手出しをさせず、自ら相手をしているのがその証しよう拠こ。致命傷を避けていたのは、あなた方もわかっていたはずですよね。少なくとも問答をするつもりはあったんです」

　リリスの言う通りだった。

　メディックは防御以外で右腕を使わず、ゼノもまた刃による致命傷を避け、戦せん闘とう不能に追い込もうとしていただけ……殺すならいつでもできたはずなのだ。

　メディックが胸ぐらを摑む手を緩め、ゼノの足が地につく。

　よろめき、膝をついたメディックの姿を見下ろしながら、ゼノは問う。

「何な故ぜ右腕を……攻こう撃げきに使わなかったのですか」

　ゼノは口調から荒あら々あらしさが消え、元に戻っていた。

　その問いに、満身創痍のメディックが顔を上げて、やはり睨みつける。

「俺達の使命が、【星】を救うことだからだ……【星】であるあんたをこいつで攻撃しちまったら、本ほん末まつ転てん倒とうだろ？」

「自分は君の敵でしょう？」

「俺はあんたが嫌きらいなだけで敵とは思ってねぇ」

「…………」

「あんたは……どうなんだ」

　視線は和やわらげずに、真まっ直すぐに見つめながらメディックは問う。

　ゼノは目を閉じて、身体から力を抜いて警けい戒かいを解いた。

「嫌けん悪おの対象ですが、敵として殺すのは問題がありますね。君を殺すと、白夜ノ星や緋夜ひよりノ星に恨うらまれそうですので」

「あァ!?　そういう理由でかよッ！」

「それと……蒼天ノ星にも、ね」

　ゼノが言うと、リリスは話を振ふられて驚おどろいた。

「【星】を救うとか言っておきながら、【星】に守られているのが滑こつ稽けいですね。しかも彼女は君の部下だと聞いています。【星】が衛生兵の部下とは、何の冗じよう談だんですか？」

「い、いや……それは、リリスの希望であってだな……別に俺は」

「ほう。彼女や隊員の世せ間けん体ていも考えず、希望だからと甘んじて受け入れたのですね。あなただって流されているじゃないですか。そういうところが本当に虫むし酸ずが走ります」

「弱味を見つけると水を得た魚みてぇだなあんたは！」

「ともあれ……蒼天ノ星に免めんじて我々は引きましょう。確かにこれ以上の諍いさかいは不毛です」

　メディックはふらつきつつもリリスの肩かたを借りながら、ふんと鼻を鳴らした。

「じゃあ、王の命令は無視するって決めたんだな？」

「勘かん違ちがいしないでください。我々の最優先任務は、あなた方に攫さらわれた破砕ノ星を取り戻もどすことです。王の命令を無視したわけでも、間違っていると判断したわけでもありません」

　たとえ刃を収めても、ゼノがメディックを見る冷たい視線は変わらない。心底軽けい蔑べつしているのがわかる。

「たとえ如い何かな理由があれ、【星】を誘ゆう拐かいするという行こう為いは許されるものではない。他ほかにもっと賢かしこい方法はいくらでもあったはずですから」

「ふんっ、わりぃな賢くなくて！」

「ですが、王の命令といえども、あなた方を排はい除じよするという判断は早計でしょう。今の体制なら、【七星】も黙だまってはいないはずです。特にあなたは白夜ノ星のお気に入りですし、彼が謀む反ほんでも起こそうものならたまったものではない」

「だから、そういう理由なのかよ……」

　ゼノは目を伏ふせて、マスクで隠かくれた口元に笑えみを作った。

「必要なことです。王にも、王族以外の意見を取り入れる処世術は身につけてほしい。今の王はまだ若い……自分も、彼を正しい方向へ導ける要員ぐらいにはなれるのではないかと、そう思ったのです」

　その笑みが自じ嘲ちようなのか、儚はかない夢を抱いだいてのことなのかは、メディックにはわからない。

　国民は今の王をよく知っている。世間を知らず、王族以外とまともに関わりを持たない国王は、国民にとって不安の種だ。

　そんな王のそばにいられる唯ゆい一いつの部外者は、ゼノだけなのかもしれない。

　メディックに言われて、彼なりに考えて決めたのだろう。

「自分の仕事は終わりました。王都へ戻ります。君は好きにするといい」

「俺の仲間は？」

「お返しします。麻ま酔すいで眠ねむっているので、目が覚めるのは明日以降になるでしょうが……」

　そこで、リリスが間に割って入る。

「あ、その必要はないです。フローラさんなら、私を起こしてくれたので」

　リリスが言うと、丁度廃はい屋おくの中からひょっこりとフローラが姿を現した。

　ゼノの部下達が、「バカな……暗天様が生成した麻酔だぞ」と驚いていた。

　フローラは首をこきこきと鳴らしながら、いつものジト目でそばにやってくる。

「成分が優やさしすぎるし、中和する薬液なら体内で作れるの。私を昏こん睡すいさせるならもっとパンチが効いたのを寄よ越こしなさい」

「お前もうなんか完全にヤバい人なんだが……？」

「それより、アーサリーとレイディ、ラビィはどこ？」

「ああ、たぶんあいつらは──」

　メディックが何か言いかけた時だった。

　ゼノが何者かの気配を察知して、闇やみ夜よの荒野を勢いよく睨にらんだ。

　その場にいた全員が同じ方向へ視線を移す。

　砂が巻き起こる荒こう野やの向こうから、人ひと影かげが近づいてくる。ゼノやその部下達が手甲から刃を引き出し、警戒した。

　だが、

「……暗天……様……」

　やってきたのは、暗天ノ近衛このえの隊員の一人だった。

　そしてその傍かたわらにいるのは、

「ラビィ？　お前、なんで」

　メディックがラビィに声をかけた時、その場にいた全員が戦せん慄りつした。

　ラビィに肩を借りながら歩いてきた兵士は、エーテル汚お染せんと火傷やけどでボロボロだった。しかしラビィが治ち療りようを施ほどこしたのか、火傷は《人工魔膚マジツクスキン》が塗と布ふされていた。

　ゼノが駆かけ寄より、倒たおれそうになった彼の身体からだを抱いて寝ねかせた。

　ゼノは表情を険しくしながら、ラビィを見上げた。

「何があったのです？」

「あたしがやったわけじゃないからね。メディックからの命令であたしも廃屋に戻ろうとしたけど、その途と中ちゆうでこの人が倒れてるのを見つけたの。さすがに見捨てられもしないんで、この人の治療をしてたんだけど……」

　視線を部下へ戻し、事情を聞こうとした。

　息も絶え絶えだが、部下は魂たましいを振り絞しぼるように、言葉を伝える。

「西部戦線、の……状じよう況きよう……報告。最前線にて、敵の奇き襲しゆう……あり。第五元素兵器が……出現しました」

　メディックが驚きよう愕がくし、息を吞のんだ。

「まさか、ナンバーズか！　破砕ノ星の代わりに配備された【星】はどうなった!?」

「……為なす、術すべもなく……」

　それを聞いて、メディックは音が鳴るほどに拳こぶしを握にぎりしめ、血が出るほどに奥歯を嚙かみしめた。たとえあの状況でアルハザードが守り続けていても結果は同じだっただろう。しかし、その代わりに一人の【星】が命を落とした。

　ゼノの言う通りだ。もっと賢いやり方があったのかもしれない。

　メディックが自責の念に駆られそうになったところで、ラビィが突とつ然ぜん彼の頰ほおを引っぱたいた。声も上げられず呆ぼう然ぜんとしながら、叩たたかれた頰の痛みを感じる。

　ラビィは怒おこっているわけでもなく、いつも通りの快活とした顔で腰こしに手を当てた。

「なんて顔してんのよぅ。あたしがいるでしょ。まだ死んだって確定したわけじゃないし、死にかけだったらあたしが治す。【星】の生命力の高さはあたしが一番よく知ってんだから」

「……ラビィ」

「信用してよね。それより、あんたは第一にアルハちゃんのこと考えなさい。他はあたしが救うから」

　ラビィが背せ伸のびをして、ツンとメディックのオデコを突つく。

「それがあんたの趣味しごとでしょ」

　軽くウィンクしてみせたラビィに、呆ほうけ顔がおだったメディックが苦く笑しようを浮うかべ、次いで楽しげで不敵な笑みを浮かべる。

「ああ、そうだ……！」

　自責なんてものを感じている暇ひまはない。時は一刻を争うのだ。後こう悔かいも懺ざん悔げも、やるだけのことをやってからすればいい。

　俺の趣味は、【星】を救うことなのだから。

　ラビィは負傷した兵士の治療の仕上げをすると言い、メディックは右みぎ肩かたを回しながらゼノを見た。

「ゼノ、俺はアルハの救出に向かう。このまま最前線に向かえば、確実に敵の第五元素兵器と鉢はち合あわせるからな。あんたは通信可能領域に入ったら近きん隣りんの拠きよ点てんへ救きゆう援えんを頼たのんでもらえないか？」

「それは構いませんが、間に合いますか？　すでに車両との距きよ離りはかなり開いていますが」

　不敵な笑みをそのままに、メディックは目を細めた。

「なに、うちの隊員が足止めぐらいしてくれてるさ」

「あの狙そ撃げき兵へいが？」

「レイディもだが、もう一人の方だよ」

　含ふくみのある笑みを浮かべて、メディックは仲間と共にアルハを乗せた車を追おうとした。

「──ねぇ、ちょっと待って待って。この人、まだ何か言ってる」

　ラビィがゼノの部下のか細い声を聞こうとしていた。

　喋しやべりづらそうだったため、喉のどに溜たまった血液を魔ま法ほうで排はい出しゆつさせる。

　喘ぜん鳴めいに苛さいなまれながらも、ゼノの部下は必死に声を出す。

「元素兵器は……一機じゃない……二機だ……」

「二機？　両方ナンバーズなの!?」

「わからん……一つは、中型……もう一つ、は……」

　一ひと際きわ深く息を吸い込み、咳せき込みながら、部下は言った。

「人型……だった……人間と同様の大きさの……」

「……!?」

「気を……つけろ……私は……ここにたどり着く、前に、奴やつは……」

　よく聞こえず、ラビィが耳元に耳を近づけた。

　視線が横を向いた時、ふと、遠くで何かが光ったのを見た。

　荒野に点在する丘おかの稜りよう線せん。そこに、緑色のオーラを纏まとった人型が──

　それが放たれたのは、ラビィが息を吞んだ瞬しゆん間かんだった。

　距離は二〇〇〇メートルほど。閃せん光こうから着ちやく弾だんまでわずか〇・２秒。

　──過集束エーテル砲ほうだ。







　ラビィにできたことは、負傷したゼノの部下に覆おおい被かぶさることだけだった。エーテル砲を前にそんなものが無む駄だだということは百も承知だったが、身体が動いてしまったのだから仕方が無い。

　視界が光に包まれて消し飛ぶ。

　だがラビィは確信していた。根こん拠きよはない。

　ただただ信じているのだ。

　彼が、守ってくれるはずだと。

　閃光はいつまで経たっても身体を焼くことはなかった。代わりに聞こえてきたのは、悲痛なまでの咆ほう哮こうだ。

　ラビィはこの咆哮が聞こえた時、いつも胸が締しめ付けられる。

　自分は彼の傷を癒いやすことはできても、痛みを消してあげることはできない。

　だからいつも守られる時は──絶対に目を逸そらさないと決めていた。

　顔を上げ、彼の背中を目に焼き付ける。

　愚ぐ直ちよくなまでに【星】を守ろうとする、彼の姿を──







　エーテル砲を防ぎ切ったメディックは、痛みに耐たえるために食いしばっていたせいで砕くだけた歯を吐き捨てた。

「──魔力展開、形状《拳》」

　膜まく状じように広げていた右みぎ腕うでを振ふり払はらい、そのまま拳を形成する。

「────放出形式《衝しよう撃げき》、制限解除、全開放──蜂ほう起き開始！」

　そして血管が破れて血が噴ふき出している顔面を前へ向け、振り上げた拳を前へ突き出した。

　拳の先には、遠方から超ちよう高こう速そくで飛来した銀色の人型が、同じように拳を振り上げていた。

　第五元素兵器『オフィクス』──因いん縁ねん深き宿敵が、今再び飛来した。

「この時を待っていたぞ──衛生兵！」

「邪じや魔ますんな、鉄てつ屑くずが───ッ！」

　メディックの拳と、オフィクスのエーテルを纏った射しや突とつ杭くいが衝突する。

　爆はぜる両者の怒いかりは、衝撃波となって荒野を駆けた。








第四章　アルハザード






　細切れになりそうな衝撃にメディックの身体からだは吹ふき飛ばされたが、魔法で飛行したリリスが彼の手を摑つかんだ。

　対するオフィクスもまた盛せい大だいに吹き飛ばされ、地面をバウンドしつつも獣けもののように四し肢しを地面について着地した。

　メディックは怒りと共にオフィクスを睨にらみ、オフィクスもまた赤く染まった機械の目で彼を捕ほ捉そくしている。

　武装が最低限だったひと月前とは違ちがい、背中には翼つばさのようなプレートと、両腕にパイルが装着されていた。

「あの野や郎ろう……！」

　痛みと怒りに我を忘れそうになる中、メディックはリリスに地面に下ろされて仲間の無事を確かく認にんする。咄とつ嗟さに右腕を展開し防ぼう御ぎよ膜まくで覆ったが、本当に間かん一いつ髪ぱつだった。

　魔力が枯こ渇かつしていた分はエーテル砲のダメージ蓄ちく積せきによって補えたが、ゼノの部下の人型という一言が無ければ警けい戒かいが遅おくれていただろう。

　瞬間転移魔法を扱あつかう【星】であり、第五元素兵器でもある存在。

　碧へき凱がいノ星『オズ』を屠ほふった忌いむべき相手がそこにいた。

「衛生兵ィィィ……ッ！」

　獣の如ごときうなり声を上げるその姿は、到とう底てい機械には見えない。纏まとっている赤黒い稲いな妻ずまは、魔力とエーテルの混合粒りゆう子しだろう。

　あれのもたらす破は壊かいは記き憶おくに新しい。最さい高こう峰ほうの防ぼう御ぎよを誇ほこったオズを一撃のもとに降くだし、王都を汚お染せんさせた男だ。

　メディックにとって忌むべき相手だ。

　たとえ彼が【星】であろうとも。

　右腕の拳を握りしめ、戦う意志を固めた時、リリスがメディックの前に出た。

「メディックさん、行ってください！　あの男の相手は私が！」

「バカ言うんじゃねぇ」

「しかし、アルハさんを救うのが私達の使命でしょう!?　足止めなら得意です！」

「駄だ目めだ。俺が相手をする。速さも戦せん闘とうもお前の方が圧あつ倒とう的に達者だ……お前が行ってアルハを救え！　ラビィ、フローラ、リリスを頼むぞ！」

　前を見み据すえたまま叫さけんだ直後、オフィクスの姿が視界から消えた。

　──転移魔法！　どこから来る!?

　首に追加の麻ま酔すいを打ち込み、動体視力を極限まで高める。まるで世界がスローになったような感覚の中、開かれた瞳どう孔こうがソレを捉とらえた。

　転移魔法は移動の過程を省略するようなもの。転移開始で頭の先から消失していき、転移先に足先から出現する。

　音速に近いスピードだが、転移先に出現するまでにコンマ数秒の隙すきがあった。

　オフィクスの足先が頭上に出現したのを見て、メディックは右腕を盾たてにして頭上に構えた。

　転移が完かん了りようした直後にオフィクスの腕からパイルが射突される。

　盾でその一撃を防ぐことには成功したが、メディックはすでに奴の背中の翼のようなものを警戒していた。

　翼が分ぶん離りし、一枚一枚が槍やりのような形状に変化して散らばった。

　そしてメディックの防御を回り込み、六本の槍が背後から奇き襲しゆうを仕し掛かけてくる。鋼国の超ちよう技術、どういう原理かメディックにはわからなかったが、くらえばただでは済まないことは明らかだった。あの槍に変形した翼はエーテルで出来ている。ダメージを負えば【星】でもない限り癒いえぬ傷となるだろう。

　メディックは意識を集中し、右腕の一部を針のように伸のばしてオフィクスの槍を防ごうと試みた。最初の二本を弾はじき、三本目、だがそれ以降は対応できない。

　伸ばした針をすり抜ぬけて、メディックの身体に槍が直撃しようとしたその時、

　上空から短たん剣けんのようなものが飛来し、オフィクスの槍を地面に叩たたき落おとした。

　オフィクスが警戒して上を見る。

　そこには、跳ちよう躍やくして空から真まっ直すぐに降ってくるゼノの姿があった。ゼノは手てつ甲こうから刃はを引き出し、身体ごと真っ直ぐにオフィクスの頭目がけて振り下ろした。

「チッ！」

　オフィクスはその場から飛び退のき、ゼノの一撃を回かい避ひ。ゼノは着地からそのまま鮮あざやかに回転し、飛び退いたオフィクスへ刃による連撃を浴びせにかかる。

　オフィクスは突つき出たパイルで応戦し、二人の武器が衝突する。

「なんだ、貴様はァ……！」

「あなたこそ何ですか。礼を言うタイミングを奪うばわないでいただきたいですね」

「今は【星】などどうでもいい……！　貴様などに構っている暇ひまはないッ！　退どけぇぇ！」

　オフィクスが纏う稲妻が嵐あらしのように吹き荒あれて、ゼノの刃が弾かれる。

　オフィクスはメディックしか見ていない。彼を殺すことに全神経を傾かたむけていた。再びメディックに襲おそいかかろうと、オフィクスはブースターに火を灯ともそうとした。

　が──

「《暗黒ダークマター領域プリズン》」

　──その時、空に星ほし影かげが昇のぼった。

　ゼノが魔ま法ほう名を口にした瞬間、オフィクスの動きが完全に止まった。

　機能が停止したのではなく、自ら動きを止めたのだ。

　オフィクスは混乱したかのように辺りを見回し、自らの両手を彷徨さまよわせた。

「何だ……これは……魔法か……!?」

　何事かとメディックが思っていると、背を向けたゼノが刃を横に広げて一歩オフィクスへ近づく。

「どうやら視覚は人のもののようですね。視神経が残っていてよかった」

「……何をしたんだ？」

「視覚、嗅きゆう覚かく、聴ちよう覚かくを全すべて奪いました。ただし触しよつ覚かくは人のものではないようだ。触ふれれば位置がバレます。手を出さぬように」

　ゼノがそう言うと、後ろから暗あん天てんノ近衛このえの隊員達がゼノのそばへ行き、横に並んだ。

「行ってください。ここは我々が請うけ負います。あなた方は一人でも欠けては星ほし守もりとして機能しない」

「……いいのか？」

「王都での君の報告書には目を通しています。相手は曲がりなりにも【星】ですから、これは自分の専門です。借りぐらいは返しますよ」

　借りと言われてメディックは怪け訝げんそうにする。

「部下の命を救ってもらいました。先ほどは、その礼を言っていませんでしたので」

　ゼノの声が少し小さくなったことで、メディックは苦く笑しようを浮うかべた。

「……あんた、意外と義ぎ理り堅がたいんだな？」

「勘かん違ちがいしないでください。君にではなくそこのお嬢じようさんへの借りです」

　ラビィが、あたし？　と自分を指さしている。

「あの……俺もエーテル砲ほうからあんた達を守って──」

「頼たのんでいません」

「扱いの差酷ひどくねぇか!?」

「いいから早く行きなさい。この魔法は長く保もちません」

　ゼノの部下達も臨戦態勢に入る。感情を表に出さない彼らだが、その背中はどこか「行け」と言っているように感じられた。

　メディックはリリスとフローラ、ラビィに指示を出し、自分もまたアルハザードを追いかけるために走りだそうとした。

「あんたのことは嫌きらいだが、無事に帰れたら王都で酒の一いつ杯ぱいぐらい奢おごらせろよな！」

　走り出す直前に、ぶっきらぼうかつ照れくさそうにそう言って、メディックは地を蹴けった。

　ゼノは彼に背を向けたまま見送りこそしなかったが、小さく口元に弧こを描えがいた。

「お断りしますよ。自分は下戸ですので……」

　彼の浮かべた笑えみは寂さみしげではあるが、どこか優やさしげだった。

　酒に誘さそわれたのは統一戦争以来だと、ゼノは自じ嘲ちようする。国王付きの暗殺者という役割を担になっている彼には、友と呼べる者はいない。

　だが、統一戦争が末期となる以前には、彼にも多くの戦友がいた。彼が暗殺を行った者の中にも……。

　過去の輝かがやくような日々を思い出しながら、ゼノは鋭するどく目を細めてオフィクスを睨む。

「……お前達、付き合わせることになってすまない」

　謝罪を口にすると、感情を表に出さなかった部下達がくすりと笑った。

「何を言いますやら。ためらいも無く仕事ができるこの状じよう況きようは、我々にとって楽しきものです」

　部下の一人がそう言うと、ゼノはハッとして、彼らと同じように小さく笑った。

「確かに。なるほどそうか……楽しむとはこういうことですか、メディック」

　空を見上げると、自分の星影がそこにあった。

　憂うれいがないというだけでこれほどまでに晴れやかだとは思わなかった。今まで多くの【星】と相対し、命を奪ったこともある。一度たりとも楽しいとは思えなかったし、悲しみしか残らなかった。

　今は違う。

　目の前の敵を屠ることに、何の躊ちゆう躇ちよもない。

　オフィクスの人工眼球が明めい滅めつし、赤から青に変わる。恐おそらく視界をサーモグラフィーに切り替かえたのだろう。機械の恩おん恵けいをフルに使えば魔法効果に意味がなくなるとわかった以上は、この魔法は使えない。

　だがそれでも、負ける気など微み塵じんも無い。

　対【星】に特化した暗天ノ星としての力は、星屑魔法スターダストだけではないのだ。

「何だ貴様らは……衛生兵を……どこへやった……！」

　怒いかりに我を忘れているオフィクスに、ゼノは冷たい刃を構えてその名を口にする。

「暗天ノ星『ゼノ』──星隠かくれの逸いつ話わ、此処ここに示さん！」

　縁ふちを日につ蝕しよくを思わせる光輪に囲まれた黒き星影の下、暗天ノ星は憂いなく己おのが戦いくさに身を投じるのだった。




　　　　※　※　※




　アルハを乗せた車両は、西部戦線最前線、破は砕さいノ大隊が守っていたポイントへと直行していた。揺ゆれる車内には運転手、助手席に魔法士が一名、後部座席は向かい合うような形になっており、二人の兵士と、一番後ろにボルドーとアルハが座っていた。

　アルハは下を向いている。

　ボルドーは窓の外を眺ながめながら笑顔で外の風景を眺めている。

「あの男とは知り合いなんだってね？」

　問いかけに、アルハの肩かたがびくんと震ふるえた。

「メ、メディックは……い、命の、恩人……で」

「あ、どういう関係なのかは興味はないよ。人間として君に興味があるわけじゃないし、兵器が誰だれに懸け想そうしようが知ったことではないからね」

「……っ」

「だけど君にとって害になるなら、放ほうっておけないな。君はいずれ僕が作る王国の柱になるんだ。戦力としてのね。だからできるなら、君の人間関係は極力排はい除じよしておきたい」

　排除。その言葉に、アルハは絶句した。

　ボルドーは風景から視線を外し、薄うす目めを開けてアルハを見た。

「もう二度と彼にコンタクトを取るようなことはしないと約束できるなら排除は考え直そう。ただし、向こうからやってくるようなら手段は選ばない」

「……わたしは……っ」

「ああ、排除と言っても殺すわけじゃないよ？　王国から居場所を無くすだけさ。ある意味死ぬより辛つらい思いをすることになるだろう。僕にはそれが出来る。僕は前王の息むす子こだからね」

　ボルドーはアルハの性格を重々理解していた。

　彼女は自分自身がどれだけ脅おどされようとも臆おくしはしない。だが、他人が関わるとこのように縮こまる。自分のせいで誰かが酷い目にあったり、不幸になることに耐たえられないのだ。

　それが命の恩人でもあり懸想している相手なのだとしたら尚なお更さらだとボルドーは勘かんぐった。

「君にはまず【七星】になってもらわなくちゃいけないんだ。そのためにも戦い、勝利し続けてくれないとね。大だい丈じよう夫ぶ、僕は君の力を信用してる。まだまだやれる、そうだろう？」

　ボルドーは肩を竦すくめて窓に視線を戻もどそうとした。

「……い、嫌いやです」

　一いつ瞬しゆん、彼は聞き間違いだと思ったが、アルハを見ると口をへの字にしながら、膝ひざの上に拳こぶしを乗せていた。

「何？」

「嫌、です……わたしは、もうあなたのためには、戦わない……！　会いたい人にだって会います……休みたい時は、休みます……！」

「────は？」

　信じられない、と驚きよう愕がくした表情のまま立ち上がり、ボルドーはアルハの前まえ髪がみを摑つかみ上げた。

「うぐっ……！」

「今なんて？　ねぇ？　嫌って言った？　どの口が言ってるのさ。味方殺しの【星】が口答えするなんて信じられないな」

　半笑いのまま、ボルドーはアルハの頭を揺り動かす。

「お前が大隊長も近衛分隊も自分で殺したんだろ？　そのしわ寄せがいってるだけだって何でわからないの？　ねぇ？」

「ひっ……うぅぅ」

「僕はいいんだよ？　君を大切に思っている破砕ノ大隊の連中が路頭に迷おうが、激戦区に【星】無しで放り込まれようが構わないんだ。その場合全部君のせいだしねぇ？　君が責任を取らなかったからなんだし、全然心も痛まない」

　髪を摑む手を引いて、顔を近づける。

「ぁぅ……！」

「そうなってほしくないなら、お前は僕の兵器になれよ。僕のために戦えよ、僕はお前の王なんだ。【七星】にもしてやるしいずれ国王付きにもしてやるからさぁ、それまでがんばれよ、なぁぁ！」

　髪を一ひと際きわ引っ張って、アルハの頭を窓に叩たたきつけようとした、その時だった。

　二列目の席に座っていた兵士が、突とつ然ぜんボルドーの手を摑み上げた。そしてそのまま捻ひねり上げて床ゆかに伏ふせさせる。

「あっ、づ……！　お前……誰に何をやっているのかわかっているのか!?」

　憎にく々しげに兵士を見上げてボルドーが叫さけぶが、兵士はふんと鼻を鳴らした。

「ああ、わかっている。腐くされ軍人をひれ伏させている。実に気分がいい」

「なんっ、だと!?　お、お前ぇ……今すぐ殺してやる！　覚かく悟ごしろ、僕は王族だぞ！」

　ボルドーがそう言うと、兵士はますます邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

「ああ、王族なのもわかってる。かつての敵だ、なおさら気分がいいな！」

　兵士がボルドーの髪を摑み、頭を思い切り床に叩きつけた。

　鼻が折れ血が噴ふき出し、涙なみだを浮かべながら「あべぁ……」と情けない悲鳴を上げるボルドー。

　ボルドーを気絶させた兵士は、本来の姿を現した。

　身につけていた破砕ノ大隊の軍服が、見る見るうちに別物に変化したのだ。

　それは枯かれ草くさを纏まとわり付かせたような服で、肌はだの露ろ出しゆつがほとんどない。

　いわゆるギリースーツというやつだった。

　アーサリー・マスケトンは、本来の姿を現すとボルドーを見下ろしながら小さく笑った。

　啞あ然ぜんとしていた兵士の一人が銃じゆうを向けてこようとするが、アーサリーが右手を翳かざしただけで、一瞬で銃が分解されてしまう。

「動くな。お前、破砕ノ大隊の兵士じゃないな？　こいつが子飼いにしている魔ま法ほう士か？」

「っ、わ、私は──」

「う・ご・く・な。どうせキャリア組だろ、こいつにつけば甘い汁しるが吸えるとでも思ったか？──悪いけど、さっきの会話は全すべて録音させてもらった」

　懐ふところから録音機を取り出して、録音していることを示すために音声を流す。子飼いの兵士は明らかに狼ろう狽ばいし、助けを求めるようにボルドーを見た。

　ボルドーは白目をむいて完全に気絶している。

「こいつの権力でなんとかしてもらえるだなんて思うなよ？　【星】への暴行だ、王族や国王が見み逃のがそうと、【七星】は黙だまってないぞ。白びやく夜やや聖せい剛ごうがこのことを批難すれば、王族だってこいつを見捨てる」

「だ、だがこの方は、前王のご子息だ……！」

「不義の子だろ？　だったら見捨てるさ」

「……ひっ」

「それから例の誤ご爆ばくが起こったとされる場所の現場検証やアルハザードの身体検査もされるだろう。体内から魔ま力りよくを抽ちゆう出しゆつし、通信記録を調べれば、爆ばく撃げきポイントを教えた人間が誰なのかは……一発でバレるだろうなぁ？」

　何な故ぜそのことを!?　みたいな顔をして青ざめる兵士。

　王族のやることだ、そのぐらいは予想できる、と言って、アーサリーはアルハに近づいた。呆ぼう然ぜんとしていたアルハだったが、アーサリーが近づくとビクッと怯おびえた。

　アーサリーは戸と惑まどった。

　女の子が苦手というか、そもそも若じやつ干かん人間嫌ぎらいなのでどう接したらいいのかわからないのである。大げさに身み振ぶり手て振ぶりで無害であることを主張する。

「心配するな、僕だ、僕。ほら、一応自己紹しよう介かいはしただろ？　メディックの部下だよ」

「アサリー……さん？」

「ん、んーおしいな……でも覚えててくれて嬉うれしいよ。影かげが薄うすいけど改めてお見知りおきを～」

　言いながら手て錠じようを分解してアルハを自由にさせる。

「どうして……ここに？」

「暗天の奇き襲しゆうの後、照しよう明めい弾だんを上げて君らのところへ直行したんだが、すでにメディックとゼノが対たい峙じしていてな。僕じゃ出来ることは無かったから様子を見ていたんだが、そこへこいつらの車がやってきた。小便してる間ま抜ぬけをハッ倒たおして、成り代わって上手うまく紛まぎれ込んだという次し第だいだ」

　すごい……と感心するアルハに、アーサリーは照れて少し顔を赤くした。

「臨機応変、【星】最優先はうちのモットーだ。命令されなくてもこれぐらいのことをしなくちゃ、工作員の名折れなんでね。怪け我がはないか？」

　アルハが頷うなずいたのを確かく認にんし、アーサリーは運転席の方を見た。

　車内は防音な上、運転席とアーサリー達のいる後部座席が分かたれているため運転手と助手席の魔法士はまだ気づいていない。

「ふん、間抜け共め。車を拝借してずらかろう」

「……どこへ、ですか？」

「そんなの決まってるじゃないか」

　アルハが立ち上がったアーサリーを見上げる。

　アーサリーは自信に満ちた顔で彼女に答える。

「君がいるべき場所、メディックのところだよ」

　そう言って、アルハへ手を差し出す。

　アルハが表情に生気を取り戻し、嬉しそうに彼の手を取ろうとした。




　その時──突然、車両が大きく跳はね上がった。




　車内で身体からだが浮うき上がる中、アーサリーは咄とつ嗟さにアルハを守るように抱だき留とめ、激しく壁かべや座席に身体を打ちつけられる。

　車体は砂地を激しくバウンドしながら転がり、岩に激突して煙けむりを上げながら停止した。

　アルハを離はなして、アーサリーは車内でゴロンと転がった。

「ア、アーサリーさん……大丈夫、ですかっ」

「いってて……魔法士だからね、全然、平気平気」

　ガラにもなく強がってみせつつも、腰こしが痛くてたまらないのか芋いも虫むしみたいに蠢うごめきながら立ち上がる。

「……何が起こったんだ？」

　背面のドアをこじ開けて外に出る。アルハも後に続いた。

　外は砂すな嵐あらしになっていた。一過性のものだろうが、視界は悪い。

　まともに目が開けられないような状じよう況きようではあったが、二人は車両の状態を確認して絶句した。

　運転席が完全に潰つぶれ、運転手と助手席の兵士は完全に肉につ塊かいと化している。それほどスピードは出ていなかったはずだ。何かに衝しよう突とつしたにしても、軍用車をここまでひしゃげさせるには無理がある。

　アーサリーは息を吞のみ、砂が目に入らぬように手を翳した。

　砂のせいか、肌がひりつく。目を開けていられない。

「……？」

　アーサリーはそこで、自分の皮ひ膚ふに触ふれて初めて気づいた。

　出血している。転てん倒とう時に頭を打ったのかと思ったが、違ちがう。

　皮膚から血が、汗あせのように噴き出しているのだ。

「これは……」

　砂のせいでも、車の転倒のせいでもない。

　エーテル汚お染せん症しようの初期症状だ。しかし何故こんなにも急激に？　砂嵐の影えい響きようで、遠くのエーテル粒りゆう子しが流されてきたのか？

　そう思って、何気なく上を見た。

　どうして気づかなかったのかと後こう悔かいしながら、アーサリーはようやく気づく。

　──目の前にいるモノを見た。

　ひしゃげた車を覆おおうような影と、緑色の粒子をまき散らす、ソレの姿を。

　第五元素兵器『ヴリトラ』の姿を──。

　大きさは中型。されどその姿は、どう見ても人の形をしていた。そして腕うで、足、胴どう体たい全てに、人のものを思わせる筋肉のようなものがついている。筋肉に似たその繊せん維いは、エーテル特有の深緑の光を帯びて脈動していた。

　機械なのに人のようで、獣けもののようで──アーサリーの人間としての生存本能が、悲鳴をあげていた。

「──まずい」

　そう口にした瞬しゆん間かん、信じられないような速さで巨きよ体たいが拳こぶしを振ふり上げた。

　アーサリーに出来たことは、アルハの身体を突つき飛ばすことだけだった。







　アルハは一部始終を見ていた。突然アーサリーが突き飛ばしてきて、何事かと顔を上げた時、巨人のような屈くつ強きような腕が彼を吹ふき飛ばしたのを──。

　アーサリーは苦痛に顔を歪ゆがめもせずに、アルハの命を救えたことを確信し、笑っていた。

　アルハはアーサリーが吹き飛ばされた直後すぐさま動き、彼の身体を抱き留めた。ボタボタと滴したたるものが身体を濡ぬらす。全身の骨が砕くだけ、腹から内臓がはみ出ていた。

　アルハはアーサリーを抱きしめたまま、その場から勢いよく跳ちよう躍やくした。

　第五元素兵器の姿が遠のいて、砂嵐に消えていく。

　アルハは着地すると同時に凄すさまじいスピードで転がるように走り出した。全神経を逃とう走そうに傾かたむける。敵との距きよ離りは見る見るうちに離れていく。

　距離を、まずは距離を稼かせがなければ。

　それからアーサリーさんの治ち療りようを──。

「待、て……止まれ……」

　アーサリーが血を吐はきながら、アルハの耳元で囁ささやく。

　アルハは言われた通りに足を止め、アーサリーを地面に下ろした。しゃべっている暇ひまはない、基本的な治ち癒ゆと回復魔法は訓練で習っている。頭の中にあるのは「死なないで」という想おもいしかなかった。

　もう誰だれかに、自分のせいで死んで欲しくなかった。

「聞いてくれ……」

「ごめんなさいごめんなさい、わたしのせいで……！」

「アルハちゃん……お願いだ……聞いてくれ……」

　傷を押さえるアルハの手を止めさせて、アーサリーは血を吐きながらも彼女の目を見た。

　そして、アルハにとって残ざん酷こくな一言を告げた。

「──戦ってくれ……奴やつと、戦うんだ……」

　強こわ張ばった顔のアルハに、アーサリーは微笑ほほえんだ。

「君ならできる……僕は大だい丈じよう夫ぶ……応急処置なら、自分で、できるから……」

「っ、でも……わたし……あなたを置いて戦うなんて……！」

「生きる、ため……生きるために、戦ってくれ……」

　お願いだ。

　そう言って、アーサリーは意識を集中させて魔法を発動し、自分の応急処置を開始する。

　出血が止まり、止まりかけの心臓に血液を循じゆん環かんさせる。付つけ焼やき刃ばではあるが、ラビィから教わった「命を長らえさせるための方法」だった。

「あいつの、受け売りだが……真理だ……ハハ」

「────」

　アルハの瞳ひとみから、涙なみだの雫しずくが一筋零こぼれる。

　星守部隊。最初に聞いた時、メディック以外の隊員のことなど、考えたこともなかった。正直、彼が信しん頼らいを置いている仲間がグリューエル以外にいることが信じられなかったのだ。

　信じたくなかったというほうが正しいかもしれない。

　グリューエルを失った時、約束だけが彼の生きる意味だったのは間違いない。

　アルハは彼に生きて欲しいから、グリューエルの代わりになるのだと誓ちかったのだ。故ゆえに他ほかに彼に生きる意味があったのだという可能性は、考えたくなかった。

　しかしそうではなかった。

　メディックだけでなく、彼ら全員が「星守」なのだ。

　どういう経けい緯いで、星守の隊員達がその理念に従っているのかアルハは知らない。

　アルハは、ただ繫つながっているのだと思った。グリューエルの約束から始まり、彼女の生き様はメディックの生き方を通じて仲間達にも受け継つがれている。

　たとえ歪いびつだとしても、グリューエルの生きた証あかしは、ここにもあった。

『──ねぇ、メディック。約束してほしいの』

　彼と彼女が約束を交かわした時、アルハはそばにいた。

『──もしも、私がいなくなっても』

　最後の戦いの前日、夕日を背にしながら踊おどるように歩いて、グリューエルは言ったのだ。

『──ちゃんと生きてね。あなたが好きだと思うもの全すべてを守るために、どうか生きてほしいの』

　あの日の眩まぶしい笑顔を、アルハは忘れたことはなかった。

『──生きて。守るために、生き続けて……約束よ？』

　アルハの中に、火が灯ともる。

　憧あこがれが蘇よみがえる。

　そうだ、グリューエルは死ぬために戦ったわけでも、誰かのために戦ったわけでもない。

　自分のために、生きるために戦った。

　自分の好きなことを続けるために戦ったのだ。

　アルハの好きなこと。

　メディックのそばにいたい。

　メディックに笑っていてほしい。

　メディックに生きてほしい。

　メディックの横を、グリューエルのように歩いていたい。

　その願いを、叶かなえるためには──！

「アーサリーさん……だったら、死なないでね……約束だよ？」

　アーサリーからは、前まえ髪がみに隠かくれて彼女の顔は見えなかった。

　けれどその出いで立たちは雄お々おしく見えて、彼女の戦う意志がそこにあるのを感じられた。

「………………………………ああ……もちろんだ」

　アーサリーの答えを聞いて、アルハは第五元素兵器のいた場所へ歩み始めた。

　逃にげてもいずれ追いつかれる。同じように致ち命めい傷しようを受けたアーサリーを治療していても追いつかれる。

　生きるための最善策。それは自分が戦うことだ。

　遠方から高速で接近する機き影えいを確かく認にんしながら、アルハは深く息を吐はいて目を閉じた。

「……来て……」

　心の中と口に出して呼びかける。右手を広げ、手の平に何かを握にぎるような仕草と共に、今一度アルハは叫さけぶ。

「──来て！　アストライヤー……！」

　それは、古いにしえの滅ほろびた神を象かたどった兵器の名だった。

　手の内側が熱くなる。敵とは別の何かが光のようなスピードで迫せまってくる。

　そしてアルハが目を見開いた瞬間、ソレは彼女の手の中に飛来した。

　アルハの背せ丈たけ以上の大きさをもつ、巨きよ大だいな大たい剣けん。彼女の性格に似つかわしくないそのシルエットは、猛たけ々だけしい破は壊かいの申し子のようだった。

　アルハがその剣を肩かたに担ぐと、彼女と刀身から凄すさまじい勢いの橙だいだいの炎ほのおが吹き荒あれた。

　周囲一帯が炎の海と化す。

　──星屑兵装メテオウエポン『アストライヤー』。

　破砕ノ星にのみ使用することができる、唯ゆい一いつ無二の灰かい燼じん兵器。ボルドーが国王に要よう請せいしたことで使用を許可された代しろ物ものだが、紛まぎれもなく本物だった。

　敵は炎に触れる直前で急停止し、アルハと対たい峙じした。

　アルハの橙の炎と、第五元素兵器の緑の炎が触れ合い、バチバチと爆はぜる。

《……其その方、やはり破砕ノ星『アルハザード』か。戦線を離はなれたと情報にあったが、どうやら誤報だったようだ》

　操者の声が女性なことを少し意外に思う。操あやつる元素兵器に似つかわしくない、気品のある声だ。得物に似つかわしくないといえば自分も同じかと、アルハは目を細める。

「……あなた、わたしのいた前線基地を襲おそったの？」

《当然だ。其の方の不在を狙ねらった。卑ひ怯きようだと詰なじってくれても構わんぞ》

　卑怯だとは思わない。これは戦争だ。

　だが、視線には敵意がじわじわと宿っていく。

《貴国の【星】や兵士達の奮ふん闘とう、見事であった》

「…………」

《──礼として一人残らず殲せん滅めつした。この『ヴリトラ』を相手にしたのだ……彼らは其の方の代わりを十二分に果たしたと言えるだろう》

　炎が激しく揺ゆらめく。

　自分の代わりに多くの者が死んだことに対して動どう揺ようはあったが、あのままの自分が戦い続けても結果は同じだった。アルハはそう考えるように努める。

「防衛線を突とつ破ぱしたのに、あなたはこんなところで何してるの？」

《目的は確かに前線基地の排はい除じよだ。しかし、私に期待されているのは其の方の討とう伐ばつよ……この機体は、そのために西部戦線へ投入されたのだからな》

「わたしを、探してたんだ……」

《如い何かにも。我が命を懸かけた戦い、これだけでは些いささか不足と言えよう。他に獲え物ものを探していたところだった》

　狙いは自分。だったら、やっぱりここで戦うのは正解だ。

　何も無いこの場所なら、誰かを巻き込むこともない。

　アルハの気持ちが昂たかぶっていく。戦せん闘とう行動に前向きになれたのは生まれて初めてだった。

「いいよ……」

　アルハの髪かみが、ふわりと浮うかび上がる。

　彼女の闘気に呼応して、アストライヤーの刀身が音を立てて開く。

「戦ってあげる。その代わり──」

　開かれた刀身から橙の炎がさらに巨大な刃はを形成し、炎は竜たつ巻まきのように空へ昇のぼる。




「──手加減なんか、絶対してあげない……！」




　臨戦態勢の整ったアルハを見て、ヴリトラの操者、イレイナ・メリディアムは息を吞のんだ。

　今まで相対してきた【星】とは格が違ちがうことが見ただけでわかる。【七星】候補であることは前もって知っていたが、これほどの魔ま力りよくの螺ら旋せんは見たことがない。

　美しい、と素す直なおに賛美する。

　だがイレイナもまた操そう縦じゆう桿かんを握りしめた。トリガーのリミッターを解除し、コアのエーテルを無制限解放する。ヴリトラの人工筋肉が激しく脈動し、砲口が開かれ咆ほう哮こうする。

《笑しよう止し。元より我が求めは死闘である。この命尽つき果はてるまで、存分に相対そうではないか！》

　ヴリトラが背中のブレードのロックを解除し、強きよう靭じんな手でそれを握りしめる。

　白兵戦用の第五元素兵器。その神しん髄ずいは兵装ではなく、ヴリトラ本体だ。纏まとう粒りゆう子し密度は剝むき出だしの炉ろ心しんそのもの。並なみ大たい抵ていの兵器では本体に攻こう撃げきは届かず、並大抵の【星】であれば近づくだけでダメージを負う。

　故にヴリトラは近づくことを恐おそれない。得物は剣が理想なのだ。

「破砕ノ星『アルハザード』──わたし、逸いつ話わほど優やさしくないから！」

「第五元素兵器№Ｘ『ヴリトラ』が操者、イレイナ・メリディアム。全ぜん霊れいをもってお相手仕つかまつる！」

　爆ぜる粒りゆう子しの中、先に動いたのはアルハザードだった。

　まずすべきことはアーサリーを巻き込まぬように場所を移動させること。地を蹴けって跳ちよう躍やくしたアルハの身体からだは、炎を置き去りにしてヴリトラの眼前に躍おどり出た。

　下段に構えた大剣を空中で振ふりかぶり、ヴリトラの胴どう体たい目がけて振り抜ぬく。

　アルハと比べればヴリトラの体たい軀くは二〇倍以上ある。

　巨大ならばそれだけ愚ぐ鈍どん。

　その認にん識しきは、しかしヴリトラには通用しなかった。

　完全に懐ふところに入った状態であったにもかかわらず、ヴリトラは超ちよう速そくで後ろへ下がり、剣を構えてアルハの一撃を防ぼう御ぎよした。

　だが、驚きよう愕がくしたのはイレイナの方だった。

　アルハは防がれたことなど気にせずそのままアストライヤーを──振り抜いたのだ。

　砲ほう弾だんが城に直撃したような光景が目の前にやってくる。

《──なッ、に!?》

　アルハの爆ぜる刃に、ヴリトラの巨大な身体が吹ふき飛ばされた。巨体は地面を砕くだきながら遥はるか彼方かなたまで吹き飛び、衝しよう撃げきを殺し切れずに転てん倒とう。なおも大地を刮こそぎながら、岩に激げき突とつしてようやく停止した。

　明めい滅めつするコックピットの中で、イレイナは計器に異常が無いかを即そく座ざに確認し、ヴリトラを立たせようとした。

　立ち上がろうと空をカメラが映した時──燃えるような星ほし影かげが昇るのをイレイナは見た。

　大きく、燃える星影、まるで太陽だ。

　その星影に重なるように、人影が宙を舞まう。

　大剣を振り上げ、瞳ひとみの奥に決して潰ついえることのない炎を宿した少女が──

「星屑魔法スターダスト──《星割りガンマ》」

　直後、眩まばゆい大剣の炎が空を裂さき、大地を割さいた。

　直系二キロメートル。それだけの広大な大地が、縦に割けた。断だん裂れつされた箇か所しよはまるでめくれ上がるように衝撃に浮き上がり、着ちやく弾だん点の熱のせいで砂と土が溶とけてマグマと化す。

　その破は滅めつに吞のみ込まれるのは必然。たとえ第五元素兵器であろうとも、この星を割るほどの破壊に太た刀ち打うちできるはずもなかった。

　大地ごと敵を叩たたき伏ふしたアルハは、反動で地面を転がりながら、岩に背中を打ちつけて項うな垂だれる。
















【七星】や特定の【星】の使う星屑兵装メテオウエポン同様に、アストライヤーの消費魔力は絶大だ。

　ベルシオーネの『セレスティアルスフィア』は魔法の複製、グリューエルの『ステラマリス』は魔法の螺旋化、そしてこの兵装がもたらすのは魔法の圧縮だ。

　撃うてば威い力りよくが拡散してしまう魔法を、剣の刀身部分に圧縮させ、拡散を防いで放てば絶大な威力となる。

　この兵装が破砕ノ星にしか扱あつかえないのは、元々の魔法規模が小さければ圧縮しても高が知れているからである。破砕ノ星のもつ魔力量と魔法の規模は、全【星】の中で第三位。兵装がなければ威力こそ低いが、大軍に対しての殺傷力としては十分だった。

　そして歴代のアルハザードの中でも、彼女は最も魔力量と威力に優すぐれていた。

「はぁ……はぁ……」

　息が上がる。身体中の血が沸ふつ騰とうするようだ。これほどまでに全力集中で魔法を発動したのは初めてだった。この三ヶ月間たった一人で戦ってきたが、自然環かん境きようへの影えい響きようをなるべく抑おさえるのと、魔力の温存を考こう慮りよして威力は抑えてきた。

　アルハはあまりの威力に自分でも驚おどろいているが、手て応ごたえはあった。

　直撃した瞬しゆん間かん、真っ二つになるヴリトラの姿を見た。操者は間違いなく死亡しただろうが、心は痛まない。

　戦いに前向きでも戦いは嫌きらいだ。出来ることなら長引かせず速そつ攻こうで終わらせたかった。

　望み通りの結果に満足しつつも、アルハは急いでアーサリーの元へ急ごうとした。

　剣を杖つえに立ち上がり、よろよろと元きた場所へ戻もどろうとする。

　砂を踏ふみしめる音だけが響ひびく中。

　その音に混じって──地面が揺れた。

　アルハが足を止める。震しん動どうする砂の地面に汗あせが滲にじむ。

　見開かれた目が、そんなことはあり得ないというアルハの心境を物語る。確かに破壊した。確かに両断したはずなのに、そんなことが──あり得るはずがない。

　アルハが恐る恐る振り返る。

　割けた大地の切れ目、マグマが吹き荒れる地の底から──それは這はい上がってきた。

　千切れたエーテルの筋繊せん維いが蛇へびのように蠢うごめき再結合され、片かた腕うでをアルハが作った崖がけにかけながら、ヴリトラの赤き瞳がアルハを捕ほ捉そくしていた。

　戦場で、初めて明確な恐きよう怖ふを抱いだく。

　あれが第五元素兵器のオリジナル──ナンバーズ。

　──金切り声を上げながら、片腕で悠ゆう々ゆうと飛び上がり、ヴリトラが地面に着地する。

　そしてそのまま獣けもののような四つんばいでアルハへ向けて走行を開始。

（──応戦しなくちゃ……！）

　アルハは慌あわてて剣を構えるが、予想以上の重さに絶句する。一撃に全すべてを使い果たしたわけではないのに、魔力の枯こ渇かつが近づくということの恐怖を思い知る。

　ヴリトラは獣のような姿勢をそのままに、剣で砂の地面を擦こすりながら、乱暴に刀身をアルハへ叩きつけた。

　剣を頭上に掲かかげてその一撃を受け止める。足あし下もとの砂が全て吹き飛ぶほどの衝しよう撃げき波はが発生し、身体中の骨が激震する。

　重い。

　けど──！

「わたしは生きるの！　こんなところで死ねない！」

　力を振り絞しぼり、アルハはヴリトラと剣けん戟げきを交かわす。

　弾はじかれ、弾き返し、何度も何度も攻撃を加える。

　ヴリトラは防御をしなかった。全ての攻撃を身に受け、攻撃をしかけることにしか動きを見せない。

　何度も斬きり裂いた。

　それなのに、ヴリトラの身体は見る見るうちに自動修復されていく。素体を包むエーテルを流し込んだ人工筋肉は、いくら裂こうとも元に戻る。

　構わない。何度修復しようが、壊こわし続けるだけだ。

　もはや残りカスだとしても、闘とう志しを振り絞れ。

「わたしも──グリューエルの遺志を継つぐんだからああああああああッ！」




　生き残るのだ、なんとしても──！








最終章　君が遺のこしてくれたもの






　ヴリトラの操縦席で、イレイナ・メリディアムはまだ息をしていた。

　いや、息をさせられていた。

　アルハの一撃は確かに操縦席をも両断し、中にいたイレイナの身体もまた同様に熱と斬ざん撃げきによって吹き飛ばされたはずだった。

「は、はは……第五元素エーテルとは、本当に恐ろしいものだ……」

　口だった場所から、エーテルが垂れ流れている。

　もはや人間として残っている箇所は脳と右半身の一部のみだった。破損した箇所を、ヴリトラの筋繊維の管が修復している。

　エーテルは万ばん能のうの粒子であるが、人体には修復が困難な害を与あたえる。細さい胞ぼうを活性させることも可能だが、エーテルの供給が断たたれれば急激な壊え死し、崩ほう壊かいが始まるのだ。

　これではもって五分程度だろう。

　操者をも部品としか捉とらえていないヴリトラは、動くために必要不可欠なイレイナを無理矢理に生かし続けていた。

「フレンダ……お前は……いったい何を作ったんだ……？」

　それはオフィクスの制作者にして、ヴリトラの修復者の名だった。

　エーテルが人類の未来であると信じ、その技術を兵器や医い療りように転用できるとして研究し続けてきた科学者。そのために倫りん理りを捨て、己おのれの探求のみに人生をかけたマッドサイエンティスト。

　イレイナは彼女と親友だった。

　そんな彼女が拾ってきたのが、まだ少年だったオフィクスだ。

　身体中が破損し、一部分しか残っていなかった彼を蘇そ生せいさせると意気込むフレンダをイレイナは止めようとしたが、フレンダは頑がんとして聞かなかった。

　──私の技術を、人の命を救うことに使えるチャンスなんだ。邪じや魔まをしないでおくれ。

　フレンダは少年の意思に関係なく彼を蘇生させ、オフィクスとして造つくり替かえた。

　──私は君の父！　そして君は私の息むす子こ、オフィクスだ！　私の技術が人の命を救った第一号だよ！　誇ほこりに思いたまえ！

　そう言うフレンダの自じ慢まんげな顔は、今でも忘れられない。

　呆あきれてしまう。

　今イレイナを生かしているヴリトラの技術も、恐おそらくオフィクスを作るための実験だったのだろう。

「まったく……お前はどこまでも狂くるっていたのだな」

　しかし、イレイナは悪い気はまったくしていなかった。

　不思議なことに、満たされた気持ちでもあった。フレンダが作った技術が、今自分を生かしている。そしてこの技術は、彼女の息子であるオフィクスを生かす糧かてとなった。

「私も、似たようなものか……こんな歪いびつな技術に生かされて、ようやくあの子の……オフィクスの母になれた気持ちでいるのだから……」

　イレイナはエーテルで無理矢理造り替えられた手で操そう縦じゆう桿かんを握にぎる。

　間違いなく、この戦いに勝利しようともイレイナは生き残ることはできないだろう。エーテルの供給が断たれずとも、細胞の限界はすぐに訪おとずれる。今生きながらえているのは奇き跡せきのようなものだ。

　けれど、今死ぬわけにはいかない。

　生き足あ搔がき、示そうではないか。

　フレンダの遺した技術が、狂きよう気きの果てにたどり着いた一つの答えが、この世界に何をもたらすのかを──！

「あの【星】を倒たおし、貴族として、息子の門かど出での餞はなむけにしようじゃないか……なあ、フレンダ……！」

　咆ほう哮こうを上げて突とつ貫かんするは、狂った機械と狂った操者。

　けれどその執しゆう念ねんは、紛まぎれもなく人のものだった。




　　　　※　※　※




　遠方、巨きよ大だいな幅はば数百メートルに及およぶ一枚岩の崖の上で、レイディ・コナーは全てを見ていた。

　アーサリーの犠ぎ牲せいも、アルハの奮起も、ヴリトラの再起動も全て見ていた。

　それでも、彼女は動かなかった。

　目を見開き、スコープを覗のぞきながら、瞬まばたき一つせずにヴリトラの動きを追う。

　第五元素兵器を相手に、狙そ撃げき手ができることなど限られている。せいぜいが牽けん制せいか妨ぼう害がいだ。

　出来ること以外はやらないのがレイディの信条だ。

　無む駄だ骨ぼねも、無駄足も、無駄死にも御ご免めんだ。

　必要なのは勝利に繫つなげる決定打。監かん視しと観察、分ぶん析せきから導き出される道筋を示すことだけが彼女にできる唯ゆい一いつの攻こう撃げきだ。

　それを弁わきまえているからこそ、仲間の窮きゆう地ちも守護対象である【星】の危機も放置する。

「……脳を晒さらしなさい……どこにあるのですか……！」

　ガラにも無く焦あせりが募つのる。為なす術すべが見つからない。

　あの素体が纏まとっている筋繊維のようなエーテルが、操縦者すらも修復しているのは明らかだ。

　故ゆえに操縦者が動かしているとも考えにくい。アルハが星屑魔法スターダストを直撃させた時、レイディは操縦者が死亡したのを確かに見た。同時に、ヴリトラ本体も完全に破は壊かいされていたはずだ。頭部も、操縦席も、手も足も全て破壊された。

　では、何がアレを動かしている？　エーテルに意思はない。レイディにも少なからず知識はある。エーテルは魔ま力りよくにとても似た粒りゆう子しであり、魔力は保有者の脳が破壊されれば機能を失い空気に消えてしまうが、エーテルは保有者というものが存在しないため残留し続ける。

　ただし第五元素兵器、特にナンバーズはエーテルを魔力のように操あやつるという。ロストテクノロジーの産物だというが、王国の科学力ではそのメカニズムは判明できていない。

　だが、第五元素兵器の脳核かくを破壊すればエーテルはただの意思持たぬ粒子になる。過去に破壊され、回収されたナンバーズがそれを物語っていた。

　全身を破壊されてもエーテルが修復するというのなら、あのエーテルを動かしているのは何だ？　ヴリトラの体内のどこかにそれがあるのなら、それは──。

　そこまで考えて、レイディはハッとした。

「……別の場所……？」

　オフィクスの背中の翼つばさが分ぶん離りして襲おそって来たことを思い出す。ひと月前、リリスを追っていたオフィクスは、背中の翼を槍やり状に変化させて飛ばしてきた。あの翼はエーテルの結けつ晶しよう、即すなわち……エーテルは遠えん隔かく操作ができるのだ。

　レイディはスコープから目を離はなし、周囲を見回した。

　広大な荒こう野やに、それらしき物体は見当たらない。砂と岩と枯かれた樹木があるだけだ。

　そう、周りには見当たらない。

　ならば──

「………………………あはっ」

　──レイディは、空を見て、笑った。

　遥はるか上空、雲の上に、小さな球体が浮ういていた。

　真下にはヴリトラがいる。

　間ま違ちがいない、アレだ。

　レイディは銃じゆうを肩かたに担かつぎ弾たまを歯の間に挟はさんで思い切り地を蹴けった。

　崖がけから飛び降り、着地。そしてそのまま猛もうスピードで飛ぶように走る。

「射程外、射程外射程外射程外……！」

　楽しげに笑えみを浮かべ、狂きよう喜きに目を見開きながらレイディは風になる。

　レイディの銃、『シルヴェスタ』の弾だん丸がんは過密魔法によって重量と炸さく薬やく量が通常の何倍にも膨ふくれあがっているが、射程は通常の狙そ撃げき銃じゆうとそれほど変わらない。

　上空に撃うって届く距離はせいぜい七〇〇〇～八〇〇〇メートル。あの球体に届くギリギリだ。

　斜ななめに撃ってもダメ。弾道を計算している暇ひまは無い。

　真上へ撃たねば届かない。

　故にレイディは全すべての魔力を脚きやく部ぶに集中させてヴリトラへ接近していく。

　ヴリトラの攻撃はアルハを凌りよう駕がし、ついに彼女を手で摑つかみ上げていた。

　構わない。大だい丈じよう夫ぶ。【星】だったら握りつぶされた程度で死にはしない。勝利への道筋がなければ生き残れないのだから、そのぐらいの痛みは【星】にだって背負ってもらう。

　あと一〇〇メートル、七〇、五〇メートル！

「さあ、お膳ぜん立だてはしてさしあげます……！　後は頼たのみましたわよ、メディック！」

　レイディは跳ちよう躍やくし、ヴリトラの頭を蹴った。

　エーテル汚お染せんによって蹴った右みぎ脚あしがぐずぐずに崩くずれ、一いつ瞬しゆんで骨になったが気にしない。

　跳躍は成功。直上へ飛ひ翔しよう。

　狙ねらうは忌いまわしき第五元素兵器の脳。

　レイディは空中で銃を構え、スコープに球体を捉える。

「──脳のう髄ずいぶちまけなさいなッ！」

　射撃。弾丸は真まっ直すぐに空へ昇のぼり、そして──。

　球体を貫つらぬき、雲の上の月夜の空に消えていった。




　　　　※　※　※




　幾いく度どとなく交かわされた剣けん戟げきに終しゆう焉えんが訪れる。

　アルハはヴリトラを相手に十分すぎるほど白兵戦を行い続けた。優勢だったのは間違いなくアルハの方だ。

　しかしどれだけダメージを与えようと修復してしまうアンデッドの如ごとき敵を相手にし続ければ、どんな【星】だろうと限界が訪れる。

　限界を迎むかえたのはアルハではなく、彼女が立っていた地面だ。剣戟の反動によって地面は幾度となく砕くだけ、足場と呼ばれるような場所は無くなってしまう。

　動きの鈍にぶったアルハの隙すきを突つき、ヴリトラは彼女の身体からだを摑み上げた。

　大剣では摑まれた状態で攻撃を加えることはできない。アルハはもがいたがヴリトラの手はびくともせず、ぎりぎりと押しつぶそうとしてくる。

　触ふれただけでもエーテルの炎ほのおが彼女の身体を焼く。魔力の炎で対たい抗こうしようとも、ヴリトラのもたらす毒は無む尽じん蔵ぞうに湧わき出てきた。身体中の皮ひ膚ふが灼しやく熱ねつを宿していく。

　魔力が枯こ渇かつしかけている今の状じよう況きようでは二分と保もたなかった。

「死ぬ……もんか……ぁっ！」

　必死の抵てい抗こうを、ヴリトラの操者が笑ったのを感じた。ますます力が強まり、エーテルの炎が燃え上がる。

　アルハは痛みに凄せい絶ぜつな悲鳴を上げた。

　苦しみから逃のがれるように手を空に伸のばす。目を開けるだけで眼球が焼けそうだ。

　息が吸えない。このままでは汚染が体内に……。

　アルハは焼けてしまいそうになる眼球で空を見続けていた。

　炎に灼やかれているせいで、空の星は見えない。こんな暗い空の下でわたしは死ぬのだろうかと、そう思った時だった。

　誰だれかがヴリトラの頭を蹴り、空に跳とぶのが見えた。

　レイディだ。

　楽しげに笑いながら空の果てを睨にらむその姿に驚おどろくも、彼女が見ているものにアルハも気づく。砂の一ひと粒つぶよりも小さいそれを、レイディは一番星を見つけた子供のような目で見つめながら、銃を構える。

　撃ち放たれた弾丸は、寸分のずれもなく球体を貫かん通つうし、撃げき墜ついした。

　ヴリトラが手の動きを止め、顔を頭上へ向ける。

　頭上には、両手を広げて墜落を始めたレイディの姿があった。

　ヴリトラはアルハを拘こう束そくしたまま、反対の腕うでで剣を持ち上げる。

（助けなきゃ！　あのままここへ堕おちてきたら、やられちゃう……！）

　もがけどももがけども、拘束は解けず、ヴリトラが剣を振ふり上げる。

（……ダメ……！　お願い、誰か──！）

　口を開けて声を出そうとしたその瞬間、

　落下してくるレイディが、口元に人差し指を当ててアルハを見つめていた。

　一瞬その仕草がどういう意味かわからなくて、アルハは眉まゆ根ねを寄せた。

　静かに？　どうして──？

　疑問を抱いだいている間に、ヴリトラが剣を頭上へ振り抜ぬこうと筋肉を膨れあがらせる。

　レイディは表情一つ変えずに小さく笑っていた。

「レイディさんッ！」

　アルハは耐たえられずに、汚染が体内に入り込むのも構わず彼女の名を呼んだ。

　その瞬間、




「──蜂ほう起き、開始」




　彼の声が聞こえた。




　　　　※　※　※




　右手に握にぎった拳こぶしを打ち放つ。

　敵の右肩、緑色に膨れあがった人工筋へ、ありったけの力を込こめて。

　前線基地がエーテル汚染によって破壊つくされていた状況を目まの当たりにした時、メディックは手て遅おくれだったのかと絶望しそうになった。

　そこにいたのは、瀕ひん死しの【星】だけだった。
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　本来であれば任務優先、アルハの救出に向かうのが星ほし守もりの使命だ。あれほどのエーテル汚染の中では魔法士であろうと無事では済まない。

　命令はしていない。ラビィは残ると言った。

『どんなに助かる見込みが無くても、【星】を見捨てるわけにはいかないっしょ。大丈夫、必ず後で追いつくわ。アルハちゃんのこと、ちゃんと守ってやりなよ～このこの～』

　いつも通りのおちゃらけた雰ふん囲い気きで、肘ひじで小こ突づいてくるラビィだったが、彼女の瞳ひとみには覚かく悟ごが宿っていた。

　前線基地があった場所の汚染数値は間違いなく致ち死し量に達している。あの場所で生きていることすらも並なみ大たい抵ていのことではない。普ふ通つうの人間ならば一瞬で命を落とす。

　命の危険があるのを覚悟の上で、ラビィは少しも震ふるえずに残ると言った。

『ほら、行って。汚染なんてへっちゃらよ。あたしに任せなさい』

　ラビィと別れて、アルハを探す途と中ちゆうでメディック達はアーサリーを見つけた。

　アーサリーは意識を保ち続けていた。魔法士の生存能力は【星】ほどではないにしろ普通の人間の比ではない。内臓と脳さえ残っていれば、しばらくの間生きながらえることができた。

　だが致ち命めい傷しようには変わりは無い。放ほうっておけば死ぬ。

　右腕を使って治そうとするメディックを、アーサリーは止めた。

『……【星】優先……だろ？』

『…………』

『あの子はお前を待ってる……行け』

　メディックが躊躇ためらいつつも立ち上がると、フローラが彼の肩に手を置いた。

『輸血して、薬くすり漬づけにしてでも生きながらえさせるから。ラビィが戻もどるまで、何としてでも持ちこたえさせるわ』

　ラビィが残った以上は治ち療りようができない。通信で報告しようにも汚染のせいで不可能だった。

『ラビィも、もしへたれているようなら私が引きずってくるわ。だからメディックは集中しなさい』

　フローラはメディックのそばで、彼の頰ほおを両手で包んだ。

『この状況で逃にげろと言ってもあんたは聞かない。だから憂うれいなく戦わせることが、あんたを生き残らせる最善の方法。死んだら許さない──絶対に許さないわ』

『……フローラ』

『これ以上、私に幼おさな馴な染じみを呪のろわせないで』

『……………ああ』

『私を独りにしないで』

　間近で見るフローラの瞳には、孤こ児じ院いんでもう一人の幼馴染、レオンとメディックを見送った時と同じ光が宿っていた。あの時のように泣いてはいなかったが、光は同じだ。

　依い存そん、執しゆう着ちやく、愛あい憎ぞう。どう呼ばれても構わない。メディックにとっても、フローラにとっても、二人の関係は明確に言葉にできなかった。

　フローラに頷うなずき、メディックはアルハの元へ急いだ。

　一言も言葉を口にせず、リリスと共にただ走ることだけに全ぜん霊れいを込めた。

　必ず救う、その決意を足に、

「魔ま力りよく展開、形状《拳》──放出形式《衝しよう撃げき》、全開放──」

　そして今、拳に込めて。

「──蜂起、開始」

　跳躍と同時に腕を振り、がら空きの肩へと拳を炸さく裂れつさせる。

　溜ため込まれたダメージが放出された瞬間、ヴリトラの肩は粉々に弾はじけ飛び、そのまま地面を擦こするように横転していった。

　拳を振り抜いたメディックは、敵が倒たおれたのを見開いた眼めで確かく認にんしてから地面に着地。

　すぐに顔を上げてアルハを見た。

「アルハ、怪け我がは!?」

　その切せつ羽ぱ詰つまった表情だけで、どれだけ彼がアルハのことを心配していたかが窺うかがえる。

「……ボロボロだな……遅おそくなってすまん」

　アルハは泣きそうな顔で彼を見て、そして小さく苦く笑しようした。

「メディックだって……ボロボロ、だよ……」

「はは、確かに。でも、間に合ってよか────ぼえぇ!?」

　和なごやかな雰囲気になった瞬間、メディックは上から降ってきたレイディの下した敷じきになった。

「──てめっ、何しやがる！　つーかっ、重っ！」

「あらぁ、レディのお尻しりの下敷きになっておいてその言いぐさですの？　メディックったら！」

　メディックがレイディをどかせると、丁度リリスが横に着地した。空を移動し、メディックに敵の正確な位置を教えていたのだ。リリスはレイディの状態を見て声を上げた。

「レ、レイディさん!?　その足、大だい丈じよう夫ぶなんですか……!?」

「う～ん、ダメですわねぇ。メディックも、たった一瞬の接近で全身火傷やけどですわよ」

　触れて確認すると、皮膚が火傷のように腫はれていた。詳しよう細さいはアーサリーから軽く聞いていたが、エーテル汚染の数値がどれぐらいなのかを想像するとゾッとする。

「リリス、レイディを安全な場所へ退たい避ひさせてくれ」

「了りよう解かいです」

　リリスは命令通りにレイディを抱だきかかえ、飛行魔法でその場を離はなれる。

　メディックは、剣けんを杖つえにして立ち上がろうとしているアルハのそばに寄った。

　アルハは身体中に火傷を負っており、回復が追いついていなかった。見ただけでもわかるほどに、魔力量が限界に近いのだろう。

　メディックは砂地に膝ひざをついて、座り込んでいるアルハの頰に右手を当てた。

　アルハが顔を上げて、わずかに頰を染める。

「動くな。今治す」

「メディック……でもっ、痛みがっ」

「大丈夫だ。慣れてる」

　口では何とでも言えるが、右手でアルハのダメージを請うけ負うと、気が遠くなっていくようなジワジワとにじり寄る痛みに耐えなければならなかった。

　汗あせをにじませながら、メディックは首に注射器を打ち込む。不安にさせまいと思っていたが、この後も戦いを続けなければならない以上、出だし惜おしみはしていられない。

　フローラの調合した麻ま酔すいは、痛みを取り除くだけでなく動体視力も強化される。肉体の限界を考こう慮りよせずに動くことができるが、下手をすれば戦せん闘とう終しゆう了りよう後に命を落としかねない状況に陥おちいることもあった。

　特とく殊しゆな力はあれど【星】ではない彼には、麻酔に頼たよる以外に戦う術すべがなかった。

　アルハのダメージを取り除き、痛みに耐えながらもメディックは彼女の肩かたに手を置く。

「エーテル汚お染せん濃のう度どが高いこと以外に、第五元素兵器についてわかったことはあるか？」

　メディックはいつもの優やさしい父のような表情ではなく、軍人の顔をしていた。

　アルハもまた気持ちを切り替かえる。今は甘えていられる状じよう況きようじゃないことぐらい、アルハは理解していた。

「普通、じゃない……動きが人間みたいで、外側を覆おおってる筋肉が、どんなダメージも治しちゃう。でも、レイディさんが、敵の何かを破は壊かいして……それがダメージを治してたんだと思う」

　メディックは立ち上がり、吹ふき飛ばしたヴリトラの方を見た。

　離れてはいるが、この程度の距きよ離りならばもう襲おそってきていてもおかしくない。筋肉のエーテルの輝かがやきこそ失われていないが、メインカメラらしき目に似た部分が点てん滅めつしている。

　メディックが殴なぐった右肩はひしゃげたままだった。引きちぎられた人工筋肉から、ボタボタとエーテルが漏もれ出していた。

「やっぱりレイディさんが破壊してくれたから、ダメージが修復されなくなってる……！」

　アルハがわずかな勝機を見み出いだし、表情を明るくする。

　だがその時、ヴリトラの瞳が再び赤く染まり、巨きよ体たいが振しん動どうと共に起き上がろうとした。

　そして、修復が再開する。

「そんな……！　これじゃ、何をしても倒せない……っ」

「いや、そうとは限らねぇ。レイディが壊こわしたのはメインの修復ユニットで、予備が体内にあるんだろう。一時的に修復が止まったのは予備に切り替わった証しよう拠こだ」

「じゃあ、本体を壊せばもう修復はできないの……？」

「ユニットがどこにあるのかわからねぇ以上は、完全破壊じゃなきゃ無理だろうな」

　完全破壊と聞いて、アルハは青ざめた。

　これ以上……戦えるの？　という疑問が胸に木霊こだまする。

　メディックによって傷は癒いえたが、魔力は戻っていない。【星】だって肉体の作りは頑がん丈じようだが、その肉体を動かすためにも魔力は必要だ。アルハが身体機能を維い持じしたまま戦せん闘とうを続行する場合は、もって三分程度だった。

　立ち上がって背を向けたまま、メディックは腰こしのホルスターから銃じゆうを引き抜ぬいた。

「アルハ」

　シリンダーを外して弾たまを込こめながら、ラッチをはめ込み、銃を摑つかむ手をわずかに横へ広げる。

「……グリューエルがいなくなった時、俺が生きていられたのはお前のおかげだ。あの戦いが終わって、隣となりにグリューエルがいなくて……約束を守れる気がしなかった。もうアルハだけが、俺の生きる意味だった」

「…………」

「お前が【星】になるって言った時、正直俺はやめてほしかった。アルハだけは、グリューエルを知るただ一人の家族でいてほしかった。だけどあの時、お前の目を見た時──グリューエルと同じ目をしていたのがわかったんだ」

　アルハが目を見開く。

　メディックは肩の服を引きちぎり、右腕を露ろ出しゆつさせた。

　光を反射しない真の漆しつ黒こくを宿すその右腕に、ぼんやりと光の筋が浮うかび上がっていた。

「お前がいたから生きられたし、約束を守ることを選べた。この右腕で救える【星】を全すべて救う。それが俺のやりたいことで、グリューエルとの約束を守る方法だ」

「…………っ」

「だからアルハ──戦ってくれないか」

　アルハの瞳からポロポロと涙なみだが零こぼれる。

「このまま奴やつを放置すれば、ここより手前の前線基地にも汚お染せんをばらまき、多くの兵士や【星】が死ぬかもしれない。それだけはダメだ……俺はそんなことを見過ごすわけにはいかない」

「……メディック」

「だからお願いだ──力を貸してくれ。俺と一緒に戦ってくれ」

　アルハの涙は止めどなく溢あふれる。

　悲しいからではなく、嬉うれしいから涙が零れてきた。

　その言葉を、アルハがどれほど望んでいたかをメディックは知らない。かつて彼の隣で戦っていたグリューエルの存在に憧あこがれていたアルハにとって、これ以上無いほどに尊い言葉だった。

　アルハは涙を拭ぬぐい、晴れやかな笑え顔がおでこう答える。

「はい。喜んで……っ」

　剣を握にぎる手に力を込めて、アルハは立ち上がる。

　そしてメディックの隣に立ち、二人は同じ敵を見み据すえた。

「……作戦がある。アルハ、お前は白兵戦を行って欲しい。できるだけ時間を稼かせいでくれ」

「うん。了解、だよ」

「──リリス、聞こえるか？」

　ノイズの後、魔力通信がリリスに繫つながる。この距離ならば通信は問題無い。

《レイディさんを安全な場所に避難させました。敵の動きは？》

「まだだ。今から仕し掛かけるが、お前にも頼たのみがある」

《はい。私も戦います》

「この作戦はお前が要かなめだ。いいか、よく聞いてくれ」

　ヴリトラが起き上がる中、メディックはリリスに作戦の旨むねを伝えた。

　──その内容を聞いて、あまりの突とつ飛ぴさと無茶振ぶりにリリスは言葉を失った。




　　　　※　※　※




　明めい滅めつする操縦席で、イレイナは意識が霧む散さんしていくのを感じていた。

　エーテルの修復機能が一時的に止まった。上空のコントロールユニットを破壊されたのだろう。

《──メインユニットの損傷を確かく認にん。機内予備ユニット起動──これより、パイロットの生命維持の優先度を下げ、機体損傷修復を優先します》

　元々ヴリトラの修復ユニットは機内にのみ存在していたが、フレンダが改良を施ほどこし、外部にユニットを配置することで暫ざん定てい的に第五元素兵器の「不死」を可能としていた。

　予備ユニットに切り替わったことで、エーテルにより生かされていたイレイナの身体からだが崩くずれ始めている。

　破損箇か所しよからはエーテルが漏れ出し、補っていた機能が失われていく。

　項うな垂だれていた顔を上げ、イレイナは前を見た。

「………………フレン……ダ……そこに……いるのか？」

　瞳ひとみや口からもエーテルが漏れ出し、修復が行われないために彼女の生身の部分が壊え死ししていく。

　ぐずぐずになった顔で、そこにいるはずのない人へ手を伸のばす。

「……そうだな…………あの子が待っているの、だったな」

　伸ばした手の先には、操そう縦じゆう桿かんがあった。

　イレイナは操縦桿を、もう二度と離すまいと強く強く握りしめた。

「さあ…………征いこうフレンダ！　私達の、戦いを、あの子に見せるために……！」

　前へ押し出す。心も身体も、命さえもエーテルに乗せて。

　イレイナ・メリディアムは、荒こう野やを駆かけた。




　　　　※　※　※




　突とつ貫かんを開始し、咆ほう哮こうを上げるヴリトラを前にして、アルハは一人で剣を構えた。

「──来た……ッ！」

　扱あつかえる魔ま力りよくはほとんどない。全てを身体能力に注ぎ、時間を稼ぐことに集中力を使う。

　当然アストライヤーの本領は発揮できない。最初の一いち撃げきに全てを込めてしまったことが悔くやまれるが、今は一人で戦っているわけではないのだ。

　それだけで、アルハの足の震ふるえは止まった。

（相手は白兵戦特化、だったらこっちにもやりようは──）

　そう思った瞬しゆん間かん、咆哮と共にヴリトラの頭部が大きく口を開いた。

　独特な耳鳴りと気圧の変動。

　これは──

「ッッ!!」

　アルハは横へ勢いよく跳ちよう躍やくした。

　一瞬遅おくれて、突進中のヴリトラの口から過集束エーテル砲ほうが放たれる。広こう範はん囲いではなく、一点集中型の貫通力に特化したタイプの砲だ。

　レーザーと化した砲は下から上へと放たれた。

　範囲が狭せまい分、避さけることは容易たやすい。

　そう思った途と端たん、ヴリトラが首をアルハの方へ振った。

　殺気を感じたアルハがスライディングの要領で身を低くして地面を滑すべる。

　彼女の真上を、エーテル砲が通り過ぎて行く。

　それはまるで光の剣けんだ。

（エーテル砲が持続するの……!?）

　エーテル砲は高威い力りよくであるが持続させるのは難しい。それを極限まで集束させ、直線に維持し続けるようなものは見たこともなければ聞いたこともない。

　全ては過か剰じようなまでのエーテルを内包するヴリトラの為なせる脅きよう威いだった。

　これでは遠距離から斬ざん撃げきを浴びせかけられているようなものだ。

　損傷させた右みぎ腕うでがもう治っている。だが破壊させたブレード型の武装は修復されなかったためか投とう棄きしていた。

「だったら────！」

　アルハは剣を肩に担かつぎ、エーテル砲をかいくぐりながら旋せん回かい。

　そしてそのままヴリトラ目がけて突進した。

　あの砲は懐ふところに入った方が躱かわしやすい。武器を持たないのなら、接近戦で仕留められる可能性もある。

　地を蹴けって猛もうスピードで接近。ヴリトラはエーテル砲を中断して口を閉じた。

　一撃をくらわせられる──！

　そう思った時、ヴリトラが突然自らの右腕を引きちぎり、その腕を得物として振りかぶった。

　アルハの剣とヴリトラの腕が衝しよう突とつする。

　威力は互ご角かく。

　しかし、千切られたヴリトラの腕の断だん裂れつした人工筋から、夥おびただしい量のエーテルがアルハに降りかかった。

「ひ、いッ……ぐぅぅぅぅぅ！」

　エーテルがかかった箇所に凄すさまじい痛みが走る。直接エーテルを浴びれば【星】だとしてもひとたまりもない。

　アルハはすぐに距きよ離りを取り、魔力でエーテルを吹ふき飛ばした。

　そこへ再びエーテル砲。

　転がるように回かい避ひし、アルハは再び走り出す。

　エーテル砲を吐はき出しながら、ヴリトラは雄お叫たけびを上げてアルハを追いかけた。

（動きに人の意思を感じる……！　あんな状態で、中の人はまだ戦おうとしているの……!?）

　そこまでの執しゆう念ねんがどこからくるのかはわからない。

　だが、獣けものを相手にしているのとは違ちがうということを痛感し、アルハは冷静になれと自分に言い聞かせた。

（わたしの役割は時間稼ぎ！　攻こう撃げきしても修復されるんだから、欲張らないで戦い続けるだけ！　持久戦──そういうの得意だよ！）

　今までずっとそうしてきた。一人で戦い、魔力の量を考えながら、最前線で気を抜ぬけない日々を送ってきた。

　辛つらい日々だったが、こうしてその教訓がメディックのために役立つのなら、こんなに嬉しいことはない。

（やってみせる！　一分一秒でも長く戦い続けてやる！）

　肩かたに再び剣を担ぎ、スピードを上げる。

　エーテル砲の回避は接近、腕による攻撃がきたらすぐに後退。嫌いやがらせのような動きだが実に効果的だ。こういう翻ほん弄ろうのやり方もまた培つちかってきたもの。

　本人は気づいていないが、【七星】候補は伊だ達てではなかった。

「メディックに、必ず繫いでみせるから！」

　頭上を掠かすめるエーテル砲を避けながら、アルハは自分を見てくれているであろう彼に誓ちかうのだった。




　　　　※　※　※




　一枚岩の崖がけの上で、リリスは意識を集中させていた。

　彼女の役割は、最大出力による攻撃で、所定の位置にきたヴリトラを撃うち抜くことだった。

　リリスの星屑魔法スターダスト《蒼き咆哮エンシエントブルー》は発動までに時間がかかる。破は壊かい力は高いが射程も範囲もそこまで優すぐれてはいない。魔法は魔力の拡散率があるため、補助無しで一点集中させるにしても限界があった。

　第五元素兵器、しかもナンバーズを破壊するとなれば星屑魔法スターダストの一撃だけでは不可能だ。

　たとえ中型のヴリトラが相手だとしても、完全破壊を執しつ行こうするには足りない。

　その点を補うことができる唯ゆい一いつの方法は──星屑兵装メテオウエポンだった。

　魔法を様々な形に変へん換かんして撃ち出すこの兵器は、あまりの破壊力を発揮するものが多いため、使用権のある【星】であろうと許可無しでは使えないことになっている。

　ただし、緊きん急きゆう時に限り使用権のある【星】の呼びかけに応こたえるように設定されていた。

　アルハが『アストライヤー』を呼んだように、この大陸のどこにいようと星屑兵装メテオウエポンは飛来する。星屑兵装メテオウエポンは物質想像魔法の使い手だった【星】によって、核かくとなる古代遺物に外装を取り付けた代しろ物ものだ。遺物が何なのかは秘ひ匿とくされているが、第五元素兵器同様のロストテクノロジーの産物だと推測されている。

　今のリリスには、ステラマリスと互ご換かん性がある。

　呼び出せば、どこにいようと彼女の手元にやってくるはずだとメディックは言っていた。

　──本当に呼びかけに応えてくれるのだろうか？

　はっきり言って自信が無かった。互換性があるだけで、完かん璧ぺきな適性というわけではない。ステラマリスを使用した時、妙みようにしっくりくる感じはしたが、それはきっとグリューエルと姉し妹まい星であるからというだけだ。

「……お願い……」

　リリスは祈いのるように両手を合わせ、膝ひざをつきながら呼びかける。

　しかし反応は無い。声が届いていることも、近づいてきているのもわかるとアルハは言っていたが、そんな感覚はどこにも無い。

　何度必死に呼びかけても結果は同じだった。

　剣を担ぎ、時間稼かせぎをしてくれているアルハの戦いを見ていることしかできない。

　魔力が限界に近いのだろう。スピードが落ちてきている。やむを得ず剣けん戟げきを交わす度たびに、アルハの身体はボロボロになっていった。

「アルハさん……！」

　エーテル砲がアルハの足下に着ちやく弾だんし、アルハが吹き飛ばされて岩に激げき突とつしたのを見て、リリスはいても立っても入られず崖から飛び降りて助けに向かおうとした。




　──空から槍やりが降ってきたのはその時だった。




　槍はリリスの行く手を阻はばむように目の前の地面に突つき刺ささり、振しん動どうで鈴すずのような音を響ひびかせた。

　驚おどろきに身を竦すくませながら、リリスは目の前の槍を見る。

　どこか怒おこっているような、両手を広げて止められているような感覚。

　まるで、信じろ、と伝えようとしているかのようだった。

　ただの武器だというのはわかっている。けれどやはり、リリスはこの槍から意思のようなものを感じていた。

　伸ばした指先が、一瞬触ふれるのを躊ちゆう躇ちよするが、リリスは口を一文字に結び、しっかりとステラマリスを摑つかんだ。

　そして──

「よろしくお願いします、グリューエルさん」

　ここにはいないはずのあの人に願いを込こめて、魔力を放出した。

　瞬間、槍の切っ先が光を帯びて解放され、リリスは勢いよく槍を引き抜く。

　魔力の奔ほん流りゆうに髪かみをたなびかせながら、リリスは槍を構えて魔法を構築する。

「《蒼き咆哮エンシエントブルー》……ッ」

　組み上げられた魔法は槍に吸い込まれ、螺ら旋せんを描えがくように切っ先に集まっていく。

（タイミングは一度きり。少しのズレも許されない。けど……）

　得物を握にぎる手に感じる温かさが、平静さを保たせてくれる。

（不安なんて、どこにも無い！）

　まるで誰だれかに手を添そえられているような感覚と共に、リリスは己おのれの魔力を注ぎ込んだ。

　澄すんだ魔力は、螺旋を描き極限まで高められていく。

　狙ねらうは一点のみ。重なった瞬間を狙う。

　迷いは無い。失敗する気も微み塵じんも無い。

　リリスは槍を引き、足に力を込める。

　自分は勝利への架かけ橋はしであり、

　この一撃は、繫ぐための一撃だ──！

「──《螺旋蒼穹スパイラルブルー》！」

　アルハを追うヴリトラが、ある位置に近づいた瞬しゆん間かん、リリスの身からだ体は槍と化した。

　ヴリトラ目がけて跳ちよう躍やくし、思い切り槍を前へ突き放つ。

　螺旋を描く蒼の奔流は、真まっ直すぐにヴリトラの元へ。

　ヴリトラが奇き襲しゆうに気づき、アルハを追うのを止めてリリスに砲口を向ける。凄すさまじい反応速度で、過集束エーテル砲が放たれる。

　構わない、こうくることは想定済みだ。この状じよう況きように抗こうするためのステラマリスだ。

　槍の切っ先を少しもずらさずに、エーテル砲が直ちよく撃げきするのも構わずリリスは突っ込こんだ。

「はああああああああああああああああああああッ！」

　槍と砲が正面衝突する。

　集束されたエーテルの、圧あつ倒とう的なまでの破壊の中を槍は貫かん通つうしていく。

　まるでエーテルそのものを突き抜けていくように、リリスは身体ごとヴリトラに迫せまる。

　だが、ヴリトラはエーテル砲を放ちつつ、身体を横へ逸そらす。

　槍の切っ先はヴリトラに当たらず、そのまますり抜けた。

　外した。

　否いな、これでいい。

　リリスの狙いは最初からヴリトラではない。

　ヴリトラを挟はさんだ向こう側に回り込み、機を待っていた──彼の盾だ！

『全力で来い、出だし惜おしみなんかするなよ』

　そう言って不敵に笑った彼の顔を思い浮うかべながら、リリスは飛び込むように、ヴリトラの向こう側に待機していたメディックの元へと突っ込んだ。

　信じているから。

　彼が、この一撃の痛みに耐たえられるということを──。
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　ステラマリスから放たれた螺旋の一撃は、エーテル砲を遥はるかに凌りよう駕がする破壊の奔流だった。メディックは盾でそれを受け止めながら、痛みと共に過去のフラッシュバックを味わった。

　幼おさな馴な染じみとの別れ。戦場での経験。グリューエルとの出会い。彼女との過か酷こくで尊い日々。アルハの決意。仲間達との邂かい逅こうと、今の日常。

　そして今目の前で、信じて槍を放つ、リリスとの出会い。

　その全すべてが、痛みと共に一いつ瞬しゆんで頭の中を駆かけ巡めぐる。

　死ぬ前に見る走そう馬ま燈とうのように。

（冗じよう談だんじゃねぇ……こんなところで死んでなんかやるもんかよ）

　痛みに苦しむ時こそ笑え。その教訓の通りに、メディックは歯を食いしばって楽しげに笑う。

　メディックにとって痛みは敵ではない。

　彼にとって痛みとは、積み重ねてきたものの重さだ。

　背負っているものの重さだ。

　だから受け入れる。

　受け入れて──解き放つだけだ！

　一撃を防ぎ終えたメディックは、跳躍の勢いが止まらず通り過ぎようとしたリリスの身体を左ひだり腕うでに抱だき留とめた。

「よくやった、最高の一撃だったぜ！　リリス！」

　身体中から血を噴ふき出しつつも、痛みに耐えきったメディックは自信に満ちた笑えみをリリスに向けた。

　彼の左腕に抱いだかれながら、リリスは頰ほおを染めて、誉ほめられたことに対して嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

　ヴリトラが身体の向きを反転させ、二人の元へ走り出す。

　メディックはリリスを抱いたまま、右手に銃じゆうを構えた。

「近づけさせるかよ……！　この瞬間のために、俺達は繫つないできたんだ！」

　今まで培つちかってきた想いいたみの全てを銃に込める。

　イメージするのは太陽の黒点。

　絶望に抗あらがう究極の暗黒。

　一撃必ひつ滅めつの完全破壊、メディックの右腕はそれを成し遂とげるには打って付けだ。

　右腕そのものが銃と化し、巨きよ大だいな銃口を敵へ向ける。

　そして──
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「消し飛べ──蜂起リベリオン・《黒天バルカン》！」

　極小の破壊が放たれ、ヴリトラの眼前に飛来する。

　ヴリトラは勢いを止めず、その黒点に対して口を開けてエーテル砲を放たんとした。

　だが、究極の暗黒はそれを許さない。




　──瞬間、黒点は黒き太陽のように膨ふくれあがり、ヴリトラを丸まる吞のみにした。




　悲鳴も、咆哮も、死の覚かく悟ごすらも与あたえない。

　ヴリトラも、その操者も、最初から何も無かったかのように、この世界から消し飛んだ。

　予備ユニットが修復する隙すきなどどこにもなかった。

　黒き太陽は、そのまま周囲のエーテルすらも吸い込み、緑に曇くもっていた霧きりが晴れていく。

　やがて太陽は再び小さな黒点となり、わずかな魔ま力りよくの粒りゆう子しを残して消えていった。




　　　　※　※　※




「……………メリディアム卿きよう？」

　オフィクスは夜の荒こう野やの真ん中で、突とつ然ぜん走行を止めた。

　ゼノとの戦せん闘とうで辛からくも勝利を収め、メディックを追いかけている最中だった。

　立ち止まったのは、今まで遠くに見えていたエーテルの輝かがやきが消えたからだ。

　戦闘が終わったのだ。

　しかし、彼にはわかってしまった。

　訪おとずれたのは勝利の闇やみではなく、敗北の闇なのだと。

　ヴリトラの反応と、イレイナの信号が無くなっていた。

「……………」

　啞あ然ぜんとしたままヴリトラのいた方向を見つめるオフィクスの脳のう裏りに、イレイナの言葉が蘇よみがえってくる。

『長い間量産型に乗っていた私は、遅おそかれ早はやかれ死ぬ。その前に、貴様と共に肩かたを並べて戦いたいのだ』

『相棒が私では不満か？』

　オフィクスも、二人で戦えるのだということが嬉うれしかった。

　けれどイレイナは、星守部隊に固こ執しゆうするオフィクスのことを尊重し、拠きよ点てんを破は壊かいした後、偵てい察さつをしていた暗あん天てんノ近衛このえの兵士を彼に追わせた。

　オフィクス自身、勘かんではあったが兵を追った先に宿敵がいるのだと思っていた。

『気が晴れぬのだろう？　ならば行って確かめてこい。そして存分に蹂じゆう躙りんしたら、戻もどってこい』

　イレイナは、楽しげにオフィクスの背中を押した。

『貴様と肩を並べて戦うことが、こんなにも楽しいとは思わなかったよ。もっと早くこうしていればよかった』

　コックピットのハッチに足をかけて、オフィクスを見送った時のイレイナは笑っていた。

　まるで息むす子この出しゆつ撃げきを見送る、母のように──。

『武運を祈いのっているぞ、我が息子よ』

　……とても大切なものを失ったのだと、オフィクスは思い知る。

　嗚お咽えつのような声が漏もれ、砂の大地に膝ひざをつく。

　力なく伸のばした手は届かず、震ふるえて空を摑む。

「……母……上……」

　博士、フレンダを父と呼んだことはあっても、イレイナを一度もそう呼んだことがなかった。

　気き恥はずかしさと、無礼ではないかという気持ちがあったからだ。

　呼べばよかった。躊躇ためらうことなどなかったのに。

　息子と呼んでくれたのに、どうしてオレはあの時……！

　星空に慟どう哭こくする。

　悲しみと喪そう失しつ感かんが、人として残っていた部分が悲鳴を上げる。

　だが、やがてその慟哭は咆ほう哮こうへと変わる。

　満天の星々へ、憎ぞう悪おを打ち上げるように──。

　オフィクスは、この時改めて【星】への憎にくしみと、

　衛生兵への復ふく讐しゆうを誓ちかうのだった。




　　　　※　※　※




　ヴリトラの討とう伐ばつを完かん了りようしたメディックは、安あん堵どと共に身体から力を抜ぬき、立っていることもままならずにふらついた。

　それを、リリスが横から支えてくれる。

　メディックは疲つかれ切った顔でリリスを見た。

　リリスは微笑ほほえみながら、彼を優やさしく抱くように支えた。

「任務完了、ですね。お疲れ様です、隊長」

「へっ……うちの隊員、あんまりそうやって呼んでくれねぇのよ。なんか逆にこそばゆいぜ」

「そうなんですか？　じゃあ、私だけは今度からそう呼びますよ、隊長さん」

　ふふん、と笑いながら、ちょっと意地悪そうに言う。

　うん、やっぱり姉に似てない、と思いながら苦く笑しようするメディック。

　そんな二人の元へ、足音が近づいてきた。

　視線を向けると、そこにはアルハがいた。

「あ……ぅ……」

　アルハは少し不安そうに、近づくことを躊躇うように立ち止まった。

　メディックは、肩を貸すリリスから離はなれて、ゆっくりと、身体からだを引きずるようにアルハに近づく。

　下を向き、怯おびえたように縮こまるアルハの元へ行くと、メディックは、

　──メディックは、彼女を正面から強く抱きしめた。

　アルハは胸に抱かれながら、驚おどろきと戸と惑まどいの中で彼の顔を見上げた。

　メディックは涙なみだを浮かべながら、心底安堵した顔をしていた。

「無事で、よかった……！」

「……メディック？」

「ごめん、ごめんな。無理をさせちまって」

「そんなこと、ない……わたし、何もできなくて」

「そんなことねぇ。お前がいなきゃ俺達は勝てなかった」

　頭を撫なでながら、メディックは大切そうにアルハを抱きしめている。

「本当によくやった。偉えらいぞアルハ……俺はお前が誇ほこらしい」

　まるで、父親のように。

「約束を守ってくれて、ありがとうな。生きていてくれて、ありがとうな」

　その言葉に、アルハの瞳ひとみから涙が溢あふれた。

　それはグリューエルが二人に託たくした、最後の願いだった。

　アルハはようやくグリューエルに近づけたような気がして、メディックの胸で声を上げて泣いた。

　──生き続けてほしい。

　──そして精せい一いつ杯ぱい、自分の夢を追いかけてほしい。

　たったそれだけの願いだけれど、その願いは二人にとって呪のろいでもあり、

　掛かけ替がえのない、大切な人の想おもいだった。








エピローグ






　西部戦線の第五元素兵器出現の報は、後日、王都の新聞に載のった。敵の動きが活発化しつつある現状に、王都襲しゆう撃げきに続いて国民は不安を覚え始めていた。

　加えてもう一つ、王政への不満を抱いだかせるニュースが王国を激げき震しんさせる。

【星】の私物化を謀はかった王族、ボルドー・ルッケマランの企たくらみの情報がメディアに渡わたり、国民に知れ渡ったのだ。

　当初、国王並びに王族達はこの事実を隠いん蔽ぺいし、ボルドーを庇かばおうと試みたが、【七星】はこれを許さなかった。魔力に残された通信記録の声せい紋もんは証しよう拠ことして十分であり、事件当初のアリバイがボルドーに存在しなかったこと、そして何より破は砕さいノ大隊の兵士達からの証言により彼の有罪は確定となった。

　国王も、ここまでされては庇いようが無い。

　前王の不義の息子ということもあり、ボルドーは王族に見捨てられる結果となった。

　王族への不満は倍増し、王国では再び反王政への動きが活発になると予想されていた。

　アルハザードは、誤射の責任を問われることなく解放され、しばしの休息を約束された。




　戦いを終えて、星守達は王都へ戻った。

　とはいっても、リリスとメディック、フローラ以外は即そく入院である。

　ラビィはメディック達と別れた後、残された【星】を救うために、文字通り命をかけた。汚お染せんの中、【星】を引きずって安全地帯まで行き、そこで戦闘で負った傷の治ち療りようとエーテル汚染症しようの治療を行ったのである。

　治療を終えて気を失ったところで、フローラがやってきたラビィに強きよう烈れつな麻ま酔すいを打ち込み、こう言った。

『アーサリーを治しなさい』

　すでに息すら止まっていたアーサリーを蘇そ生せいさせるために、フローラは無理矢理ラビィを起こしたのだった。

「──これあたし今回のＭＶＰよね!?　自分も瀕ひん死しの状態でむっちゃがんばったもん！」

　病院のベッドで包帯ぐるぐる巻きの状態で、ラビィは両りよう隣どなりのベッドで横になっているレイディとアーサリーに言った。

「いいえ、どう考えてもわたくしでしょう？　足を失ってまでして活路を見いだしたんですのよ？　メディックに治してもらいましたけれど、あのままだったら軍人生命が絶たれていましたわ」

「おいおい、僕だろ。みんな知らないだろうけど今回どんだけ僕が活かつ躍やくしたと思ってるんだ。【星】だって身を挺ていして救ったんだぞ。内臓まで飛び出ちゃってたんだ、僕がＭＶＰだね」

　幸い、誰だれ一人ひとり命を落とさずに済んでいた。

　兵士によくある負傷自じ慢まんと手て柄がらがどうのと騒さわいでいるので、わりと元気である。

　あーでもないこーでもないと騒がしい三人を眺ながめながら、リンゴを剝むいて自分で食べていたフローラがテーブルをどんと叩たたいた。

「うるさいわ。ここは病院、静かにして。あとＭＶＰは私だから」

「あんた麻酔打ってただけじゃない！」

「失礼ね。メディックを𠮟しつ咤た激げき励れいしたわ」

「あれどう考えても呪いだろ!?　幼おさな馴な染じみの呪いだろ!?」

「じゃあ、部隊のムードメーカーとして働いたわ」

「どうして今、真逆に攻せめたんですの？」

「何よあなた達、もうリンゴあげないわよ」

「「「自分一人で全部食ってるのに何言ってるの？」」」

　一人だけほぼ無傷という状じよう況きようを批難されながらも、フローラは眠ねむたそうに窓の外を眺めた。

　ラビィも同じように窓の外を見た。

「そういえば、メディックとリリスちゃんは？　アルハちゃんも、帰っちゃったの？」

「三人でお出かけだそうよ」

「噓うそ!?　仲間がこんな状態なのに両手に花でデート!?　メディック死ね！」

　ラビィが嫉しつ妬と丸出しで叫さけぶ。それに便乗してアーサリーも、

「何ィ!?　メディック死ね！」

「アーサリーさんはわたくし達以外の女性苦手でしょうに……」

「そういう問題ではない！　僕は女性が苦手で人嫌ぎらいだけど、イチャコラしてる男はみんな死ねばいいと思っている！」

「複雑ですわね。そういう雰ふん囲い気きじゃないと思いますけれど、どこへ行ったのでしょうね？」

　レイディが言うと、フローラは目を細めてテーブルに頰ほお杖づえをついた。

　そして正午の鐘かねの音を聞きながら、ぼそりと言った。

「墓参り、だそうよ」




　　　　※　※　※




　正午の鐘の音が鳴る中、メディックは小さな墓の前で膝ひざをつき、墓前に花を添そえた。

　花の名前はアルメリア。海に近い、というのが名前の由来だった。

　英えい雄ゆう通りの鐘の音は、正午の報しらせと【星】の栄光、そして【星】の追つい悼とうの意味もあった。そう考えながら聞くと、鐘の音色はどこかもの悲しく聞こえた。

【星】の墓所は一いつ箇か所しよしかなく、星宮敷しき地ち内の最奥にあった。屋根はなく、花が咲さき乱れる庭のような場所に、歴代の星々が眠っている。墓石は夜空に輝かがやく星々が見られるようにと、どれも少し上を向いていた。

　花を添えた墓には、グリューエルの名前が刻まれていた。

　メディックの知るグリューエルは五代目だ。【星】名の下には、普ふ通つうの人間だった頃ころの名前も刻まれていた。

【星】は、役目を終えて眠りにつくと、元の自分の名前を遺のこすことができる。

　ベロニカ・レイクランド。それがグリューエルの本名だ。

　遺体が存在しないというのもあり、メディックがここを訪おとずれたのはグリューエルの死後初めてだった。

　目を細め、メディックが静かに墓石を見下ろしていると、足音が近づいてきた。

「……意外ですね、君がここへ来るなんて」

　そこには、枯かれた花を持ったゼノが立っていた。

　まだ戦いの傷が癒いえていないのか身体からだに包帯を巻いていたが、ゼノはオフィクスとの戦いに敗やぶれたものの生き残った。

　メディックは彼に苦く笑しようしながら、ふんと鼻を鳴らした。

「あんたこそ、こんな場所で会うなんて意外だぜ」

「そんなことはありません。自分はずっと前から、平時にここの管理を任されているのです」

「あんたがか？」

「はい。ここではほとんど他人と関わる必要がありませんし、それに……」

　ゼノが目を細めて、墓所を眺める。

「……いつでも、彼らに謝れますから」

　その瞳の奥には悲しみと同時に安らぎが宿っていた。

　ゼノはグリューエルの墓に添えられた花を見て、小さく微笑ほほえんだ。

「アルメリアですか。いい花ですね。花か瓶びんを持ってきます」

「悪いな……長居するつもりはない」

「構いません。好きなだけここにいてください。彼女も、きっと喜んでいますよ」

　去って行くゼノを見送る。

　その背中は少し寂さびしそうではあったが、以前のように張り詰つめてはいなかった。

　風が吹ふいて、墓所の花びらが空に昇のぼっていく。

　ふと前に視線を戻もどした時に、メディックはあるものを見た。

「…………」

　墓所の桜の木の下に、彼女がいた。

　いつも見せてくれた、どこか儚はかなげな笑顔をこちらに向けて、風に靡なびく髪かみを押さえながら──。

　一いつ瞬しゆんのことだった。

　見み間ま違ちがいかもしれないし、麻酔が抜ぬけきっていないせいで幻まぼろしを見たのかもしれない。

　けれどメディックは、その幻がいた場所に語りかける。

「……俺、ちゃんと生きてるよ、グリューエル。君がいなくて……寂しいけれど、約束通り、前を向いて歩いているよ」

　涙なみだは零こぼれない。何な故ぜなら、もう悲しくはないから。

「君が遺してくれた、たくさんのものに気づけたんだ。もう君を追いかけることはないけれど、君がそばにいてくれるのをいつだって感じられる」

　花の香かおりを吸い込んで、メディックはグリューエルに微笑む。

「……ありがとう、グリューエル。また来るよ」

　彼女の墓を撫なでて、メディックは振ふり返った。

　少し離はなれた場所の桜の木の下に、二人が立っている。

　幻ではなく、そこに確かに立っている。

　リリスとアルハザードが彼に気づき、手を振った。

「メディックさん。ここ、綺き麗れいな場所ですね。お墓なのに、まるで楽園みたい」

「グリューエル、お花大好きだったから。ここならきっと幸せだと思うな」

　メディックは笑みを浮うかべて、二人の元へ歩き出す。

　あの二人も、彼女が遺してくれたものだった。

　彼女達が生きていてくれるから、自分は前へ進めるのだと思えた。

　自分にもグリューエルのように遺せるものがあるはずだから。

　一歩一歩、前を向いて、歩みを止めない。







　これからも、救いを求める【星】の声に応こたえ続けるために──。
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あとがき






　お久しぶりです。柳やなぎ実み冬とう貴きです。

　結構長いこと銃じゆうが登場する作品を書いてきたのですが、正直僕はそこまで詳くわしいというわけではありません。いろいろと調べたり参考資料を漁あさったりもしたのですが、一度も実際に撃うったことはありません。

　ただ、サバゲーには参加させていただいたことがあります。

　最初は幼おさな馴な染じみに誘さそわれて参加したのですが、参考になりそうだから丁ちよう度ど良かったんです。

　やってみたらまあ大変でした。まずエアガンや電動ガンが必要で、何丁か実際に揃そろえました。もらい物のベレッタとシグ５５２。他には自分で買ったＰ９０、Ｇ３６Ｋ。それ以外の必ひつ需じゆ品（バイオＢＢ弾だんとかゴーグル、ガスやバッテリー）など全部合わせて、ガチで揃えるとぶっちゃけ一〇万ぐらいかかります。もちろんフィールドに行けばレンタルをやっているところもあるのですが、興味もあったので自前で用意しました。

　服はジャージだけど、まあいいよね？　とか思ってました。

　そんなこんなで武器だけはそれっぽくして会場に向かったのですが、僕が参加した定例会がかなりガチめな人達の集まりでした。

　場の空気に困こん惑わくです。なんか、ブラックホークダウンのラストシーンで、デルタフォースのエリック・バナが「ガッデム」って言いながらくそ不ま味ずそうなオートミール（？）食ってるテントみたいな雰ふん囲い気きです。僕はあのシーンのレンジャーのジョシュ・ハートネット以上に泣きそうな顔してたと思う。

　だって集まってる皆みなさん、ガチでデルタフォースとかグリーンベレーの恰かつ好こうしてるんだもの。中には旧日本軍の軍服着て、横通り過ぎただけで完かん璧ぺきな敬礼とかしてくるんだもの、武器も三八式歩兵銃だったし。

　僕ジャージですよ。しかも小豆あずきジャージですよ。

　そんな恰好でそれっぽくしろって言われても無理ですよ。ＭＡＣ１０持って路地裏ギャングの真ま似ねするぐらいしか思いつきませんでしたよ。ＭＡＣ１０持ってないし。

　こりゃいかんと思って一いつ緒しよに参加してる幼馴染のところに逃にげようとしたら、そいついないんですよ。探したらそいつ更こう衣い室から出てきたんですよ。

　自分だけＳＷＡＴスワツトの恰好してるんですよ。

　アメリカの警察特とく殊しゆ部隊の恰好してるんですよ。

　噓うそだろお前……みたいな顔で見てたら、そいつ、ちょっとモジモジしながら、

「いや、長物がＧ３６だったし……」

　先に言ってほしい。Ｇ３６はＳＷＡＴの恰好しなきゃいけないってここに来る前に僕にも教えてほしい。こちとら小豆ジャージだよ。

「じゃあ……はい、これ、シールド」

　ライオットシールドいらねぇよ。小豆ジャージにライオットシールドってなんだよ。ていうかライオットシールドまで用意してんのかよ。

　……結局僕は、Ｇ３６Ｋを持って戦せん闘とうをするはめになりました、小豆ジャージで。

　野外のめちゃめちゃ暑い状じよう況きようで銃持って動き回るわけです。軽い気持ちで参加した僕でしたが、正直言って「怖こわい」です。

　ＢＢ弾と侮あなどるなかれ。まず弾が当たると超ちよう痛いです。会場に行くと弾速チェックがあって、規定以上の威い力りよくが出る銃は使っちゃいけないんですが、それでも超痛いです。

　日常では味わえない緊きん張ちよう感かんがあります。思ってる以上に怖くて動けません。

　実際、すごく弾が当たるんです。よく、敵の注意を惹ひきつけて囮おとりになって走り、狙そ撃げき手の援えん護ごをするとか、そういうシーンがあるじゃないですか。あんなんできません。走り出した瞬しゆん間かん蜂はちの巣すです。サバゲーをやるとプライベート・ライアンのアパムの気持ちがよくわかります。

　あと壁かべから上半身だけを出して撃つ技術があるじゃないですか。ＦＰＳだとリーンって呼ばれてるアレです。かっこつけてああやって撃ちたかったんですね。

　しゃがみながらやってみたんです。脇わき腹ばらが攣つりました。他にも映画みたいな動きとか、ゲームみたいなことをしようとすると至る所が攣ります。普ふ段だん使わないところの筋肉を激しく使うので、素人は三〇分も続ければ動けなくなります。

　あとスコープってかっこいいじゃないですか。狙そ撃げき銃じゆうのスコープ覗のぞき込んで遠くから撃ちたいじゃないですか。

　Ｇ３６Ｋってスコープついてるんですが、あれほとんどできないです。

　ＢＢ弾ですし。射程ほとんど全部一緒ですし。スコープ覗いてる間に撃たれるし。

　もちろん上手な人とロマンを追い求めてる人は狙撃銃でも活かつ躍やくできます。

　でも覗いてる間は周りが全然見えないんです。超ちよう怖こわいです。

　そんな具合に、想像と違ちがう感じでシビアなのがサバゲーでした。

　でも皆さん見た目のガチっぷりに対してとてもファンキーで良い人達でした。ＭＡＣ１０（ウージーだったかも）貸してくれたし、疲つかれて休んでる僕にグリーンダカラを買ってきてくれた人がいたりと思いやりに溢あふれていました。

　皆さん、ゲームに勝つことよりも、雰囲気やロマンを重視している方がほとんどでした。弾が当たったかどうかも自己申告ですし、勝つよりも楽しむことに重点を置いています。

「勝ちたいだけなら電動ハンドガン持って隠かくれてるだけでいいんだ。好きな恰好して、自分の好きな銃を持って、自分でシチュエーションを考えながら戦いを楽しむのがサバゲーだ、この小豆野や郎ろう」

　って、声も口調も穏おだやかなのに語ご尾びだけ罵ば倒とうしてくるハートマン軍ぐん曹そうの恰好した先せん輩ぱいも言ってました。その通りだとしみじみ思いましたね。皆さんも、一度くらいはやってみるといいかもしれません。サバゲーと侮るなかれ、日常では味わえない緊きん張ちようと興奮が味わえますし、実際の戦闘とはまるで違うのですが、その片へん鱗りんは間ま違ちがいなく感じられると思います。銃を題材にした作品を書いてみたいと思っている方には、とても参考になります。




　辛しん気きくさくなるのは性分ではないので前半にツイッターの呟つぶやきみたいなことを長々と書いてしまいましたが、そろそろ作品についてを。

　コール・オブ・メディックの二巻、いかがだったでしょうか。

　本作は残念ながら二巻で終しゆう了りようとなります。まだまだ書きたいことは山ほどあるのですが、ここまでとなりました。少しでもお話がまとまるようにがんばってはみましたが、やはり厳しいですね。そこは僕の力不足です、申し訳ありません。

　しかし、グリューエルとメディックについては掘ほり下さげたいという想おもいがあり、二巻はこういう形にさせていただきました。アルハザードを通して、グリューエルや王国についてなど、少しは触ふれられたかなと思います。

　彼らの今後を描えがくのは難しいと思いますが、読者の皆みな様さまの心に少しでも残っていただけたのなら、著者としてはとても嬉うれしいです。




　それでは最後に、短いながらも謝辞を。

　多大なご迷めい惑わくをおかけしたにもかかわらず、熱く支えてくださった担当のＳ様。本作をとても気に入ってくださり、キャラクターに息を吹ふき込こむような素敵なイラストを描いてくださったカカオ・ランタン様。そしてこれまでお付き合いいただけた読者の皆みな々みな様さま。

　本当にありがとうございます。どれだけ感謝しても足りません。

　次の企き画かくですが、すでに動き始めています。まだ保証ができる段階ではございませんが、期待して待っていただけると嬉しいです！

　それでは、またお会いしましょう！　柳実冬貴でした！





柳実冬貴
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